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１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託案件の審査について 

   ～別紙付託分類表及び審査日程表のとおり～ 

 

 

 ⑵ 意見・要望のまとめ 
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令和３年第１回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【建設経済委員会】 

  第５号議案 工事請負契約の締結について 

  第19号議案 豊岡市温泉供給条例の一部を改正する条例制定について 

  第20号議案 豊岡市環境審議会条例の一部を改正する条例制定について 

  第21号議案 豊岡市特定用途制限地域における建築物等の制限に関する条例の一

部を改正する条例制定について 

  第22号議案 豊岡市立椒地域ふるさと生きがいセンターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例制定について 

  第24号議案 豊岡市給水条例の一部を改正する条例制定について 

  第25号議案 豊岡市下水道条例の一部を改正する条例制定について 

  第26号議案 豊岡市集落排水処理施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

  第34号議案 令和２年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号） 

  第35号議案 令和２年度豊岡市水道事業会計補正予算（第３号） 

  第36号議案 令和２年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第３号） 

  第44号議案 令和３年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

  第46号議案 令和３年度豊岡市水道事業会計予算 

  第47号議案 令和３年度豊岡市下水道事業会計予算 

  第48号議案 工事請負契約の締結について 

 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【建設経済分科会】 

  報告第１号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第１号 令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第20号） 

   専決第２号 令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第21号） 

   専決第４号 令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第23号） 

  第28号議案 令和２年度豊岡市一般会計補正予算（第25号） 

  第37号議案 令和３年度豊岡市一般会計予算 

  第50号議案 令和３年度豊岡市一般会計補正予算（第１号） 
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令和３年３月定例会 

建設経済委員会・分科会 審査日程表 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月16日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業委員会】 

 

 

 

 

【環境経済部】 

環境経済課 

大交流課 

 

 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担当）

城崎温泉課 

 

 

 

 

 

分第37号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

分第37号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

分第37号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

9:30 

～ 

12:00 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

コウノトリ共生課 

地籍調査課 

 

分第37号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

13:00 

～ 

14:40 
コウノトリ共生課 

 

 

 

○第44号議案（太陽光発電事業特別会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

 

 

 

分第37号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

 

 

  

14:50 

～ 

16:00 
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審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月16日（火） 

16：10～ 

 

 

第３委員会室 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

分第37号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 
16:10 

～ 

17:00 

○第46号議案（水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第47号議案（下水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

 分第37号議案（一般会計予算） 

＜討論・表決＞ 

 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分第37号議案（一般会計予算） 

 

≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

○第44号議案（太陽光発電事業特別会計予算） 

○第46号議案（水道事業会計予算） 

○第47号議案（下水道事業会計予算） 

 

17:00 

～ 

18:00 

※ 午前中の部署は全部署９:30 までに入室いただき、農業委員会の終了・退席後、環境経済部と 

各振興局を合同で説明・質疑を行います。 

午後は、部単位で入室いただき、説明・質疑を行い、説明・質疑が終了した部は退席いただきます。 

 

分予算決算委員会 建設経済分科会分担議案 

○建設経済委員会 付託議案 

※16日中に当初予算の討論、表決を行い委員会要望意見の取りまとめを行います。 

 

   



5 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審   査   区   分 

３月17日（水） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担当） 

 

【環境経済部】 

環境経済課 

大交流課 

 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

コウノトリ共生課 

地籍調査課 

 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

 

【農業委員会】 

 

 

 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第５号議案 

○第 19 号議案 

○第 20 号議案 

○第 21 号議案 

○第 22 号議案 

○第 24 号議案 

○第 25 号議案 

○第 26 号議案 

○第 34 号議案 

○第 35 号議案 

○第 36 号議案 

○第 48 号議案 

分報告第１号 専決第１号 

第２号 

第４号 

分第 28 号議案 

分第 50 号議案 

 

 

《委員会（分科会）審査意見、要望のまとめ》 

 

 

 

 

 ※ 全部署そろって午前９:30 開始で、全部署の終了をもって退席します。 

 

 

 

 

 



 1 

午前９時２６分 委員会開会 

○委員長（福田 嗣久） おはようございます。ただ

今から建設経済委員会を開会します。大変ご苦労さ

んでございます。春がだんだん本番という感じがし

てきましたけど、まだそれでも肌寒い日が続いてお

ります。皆さんのご協力でできるだけしっかりと審

議しながら早く終わっていただきたいということ

をお願いしておきます。 

 それじゃあ、座って進めます。 

 今日の委員会は、欠席は何もなしですな。 

 それでは、早速ですけれども、協議事項の１番、

付託案件の審査に早速入らせていただきます。 

 審査につきましては、お手元に配付しております

審査日程表のとおり、議案審査の順序を入れ替えま

して、本日は令和３年度各会計予算案の説明、質疑、

討論、表決及び委員会・分科会審査意見、要望の取

りまとめまでを行いたいと思います。 

 明日、１７日にその他の議案の説明、質疑、討論

及び表決を行った後、議案全体についての委員会・

分科会意見、要望の取りまとめを行うことといたし

たいと思います。これにつきましてご異議はござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） ご異議なしと認めます。そ

のように決定いたしました。 

 なお、当局の説明は、基本的には部単位で組織順

といたしますが、スムーズに進行したいので、審査

日程表のとおり、午前の日程を一部変更しておりま

す。午前は農業委員会の後、環境経済部と各振興局

を一括して審査をいたします。午後につきましては

コウノトリ共生部、都市整備部、上下水道部の順に

審査を行います。 

 なお、委員の質問については、丁寧な対応をお願

いしたいと思います。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、発

言者名を名のって、マイクを使用してから行ってい

ただきますようお願いをいたします。 

 それでは、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、

答弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえ、

簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別の

ご協力をお願い申し上げます。 

 ここで委員会を暫時休憩いたしまして、建設経済

分科会を開会いたします。 

午前９時２８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２８分 分科会開会 

○分科会長（福田 嗣久） 

 それでは、第３７号議案、令和３年度豊岡市一般

会計予算を議題といたします。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業につきまして、その概要を簡潔に説明

願います。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いをいたします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 それでは、農業委員会から説明を願います。 

 農業委員会の丸谷局長。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） よろしくお願

いいたします。 

 それでは、一般会計予算説明書の２１６ページを

ご覧ください。農業委員会事務局で所管いたします

予算、農業委員会費についてでございます。内容は、

農業委員と農地利用最適化推進委員の報酬等の人

件費及び事務局の運営経費でございます。 

 農業委員会の中心となる業務は、農地法に基づく

農地の権利移転の許可等の事務と担い手への農地

の集積、集約化及び遊休農地の発生防止、解消等に

よる農地の利用の最適化の２点でございます。令和

３年度は昨年度改選されました新たな委員による

活動の２年目ということになります。前年度の活動

の内容を踏まえて活発な活動に取り組むこととし

ております。 

 ２１７ページをご覧ください。歳出予算の主なも

のについてご説明をさせていただきます。 

 まず、説明欄の２行目、委員報酬でございます。

農業委員１９名、農地利用最適化推進委員２５名の
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それぞれの報酬でございます。前年度と同額となっ

ております。 

 次に、ページの中ほど、農業委員会費、事業費が

５７９万７，０００円で、対前年度比で４１万１，

０００円の減となっております。これは、前年度は

新委員の就任１年目ということに当たりまして、作

業着等の購入経費を要しておりました。これが２年

目になりまして必要ないということによりまして、

減額となっております。 

 それから、説明欄、下から３行目の農業者年金事

務費８万５，０００円でございます。これは農業者

年金の加入推進やその手続に係る事務的な経費で

ございます。 

 次に、ページを戻りまして、歳入の主なものにつ

いてご説明をさせていただきます。 

 ５１ページをご覧ください。説明欄の１行目です。

農業委員会交付金５５８万７，０００円、これは農

業委員会法に基づきまして、兵庫県から交付される

ものでございます。事務局職員の人件費に充当をし

ております。 

 ３段下になります。機構集積支援事業費補助金で

ございます。２１万円でございます。これは、農地

中間管理機構が担い手への農地の集積・集約化を推

進するに当たって、農業委員会が関連する業務を適

切に実施できるようにということで補助いただく

ものでございます。本市におきましては、農地台帳

システムを運用する際にかかります会計年度任用

職員の報酬に充当をしております。 

 その１０項目ほど下になります。ページの下から

３分の１ぐらいのところになりますが、農地利用最

適化交付金２６７万６，０００円でございます。こ

れは平成２９年度から担い手への農地集積・集約化

という農地利用の最適化が農業委員会の必須業務

となったことによりまして交付されるものです。農

業委員、推進委員の活動を活発にするためというこ

とで、平成２９年度、２０１７年度から予算化をし

ておりまして、それぞれの委員の報酬に充当をして

いるものであります。 

 その次の項目です。国有農地等管理処分事業事務

取扱交付金４万６，０００円、これは国有農地の管

理事務について兵庫県から交付されるもので、主な

事務内容は、主に竹野地域になりますが、国有農地

の使用料徴収についての手数料、これに係る事務取

扱に対するものでございます。 

 続いて、６７ページの中ほどになります。委託料

の欄の１行目、農業者年金業務７７万５，０００円。

これは独立行政法人農業者年金基金からの年金の

加入促進等に係る委託料でございます。事務局職員

の人件費と先ほどご説明いたしました事務費に充

当させていただいております。 

 なお、債務負担行為、地方債については農業委員

会はございません。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 以上ですね。 

 説明は終わりましたけれども、質疑はいかがでし

ょう。 

 どうぞ、岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） すみません、今説明の中で農

地の集積化っていうのが上がってたと思いますけ

ども、今でなくて結構ですので、後からででも結構

ですので、どれぐらい農地が集積化進んでるのかと

いうのを何か資料があればちょっとご提示いただ

きたいと思います。 

○分科会長（福田 嗣久） 答弁いただきますか。 

 局長、どうぞ。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） それは改めて

ちょっとご質問しますが、図面的なものでというこ

とですか。面積的なものということでよろしいです

か。 

○委員（岡本 昭治） いや、面積的なもので、後か

らでも構いません。 

○分科会長（福田 嗣久） 分かりますか。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） じゃあ、後ほ

どまたご用意させていただきます。 

○委員（岡本 昭治） はい、よろしくお願いします。 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃあ、後ほどお願

いします。 

 それは資料提供ですか。 

○委員（岡本 昭治） はい、資料提供。 
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○分科会長（福田 嗣久） はい、資料提供ね。 

○委員（岡本 昭治） はい、これ。 

○分科会長（福田 嗣久） ほか委員の皆様、何かご

ざいませんか。（「村岡さんはないか」と呼ぶ者あ

り） 

 村岡さん、ご指名ですけどよろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい、いいです。どうぞ。（「も

う要らんの」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、よ

ろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 それでは、丸谷局長につきましては、退席してい

ただいて結構です。ありがとうございました。 

 先ほどの資料はまた提供ください。 

 それじゃあ、続きまして、環境経済部の説明を課

ごとにお願いいたしたいと思います。 

 まず、環境経済課から説明を願います。 

 環境経済課、午菴課長、どうぞ。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それでは、引き続き

まして、予算書の９１ページをご覧ください。下か

ら１３行目でございます。基金管理費でございます。

内数になりますけれども、４億円が環境経済課分と

いうことでございます。 

 内訳でございますけども、さらに下から５行目、

コウノトリ基金積立金、これも内数となりますけど

も、１，０００万円分が環境経済課分となります。 

 続きまして、ページをめくっていただきまして、

９３ページでございます。上から３行目、地域振興

基金積立金、全額が環境経済課分となります。これ

らにつきましては、歳入のほうで改めてご説明をさ

せていただきますが、ふるさと応援寄附金に係るも

のでございますので、必要ないわゆるふるさと納税

に関するもので、収入から寄附金推進事業費等を差

し引き、残りを基金に積み立てるというものでござ

います。 

 続きまして、９７ページをご覧ください。最上段

でございます。ふるさと応援寄附金推進事業費でご

ざいます。返礼品など業務委託料等の経費として総

額４億円を計上しております。この業務委託料の中

で、寄附の窓口といたしまして新たに「ＪＡＬふる

さと納税」を新年度追加をし、新規の方の獲得など

財源の確保に努め、つなげていきたいというふうに

思っております。 

 続きまして、一番下の囲み、地域おこし協力隊推

進事業費でございます。この事業につきましては、

個々の隊員の対応等につきましては、各関係課で行

っておりますが、全体的なまとめを環境経済課が行

っておりますので、私のほうから一括してご説明を

させていただきます。 

 予算総額といたしましては、２億１，１６８万７，

０００円を計上をしております。２０２０年度の隊

員見込みで３３名の現役隊員で、これらの隊員の活

動継続に関する事業費に加えまして、新年度新たに

現時点で１５名程度追加でということを考えてお

りますので、これらの隊員の活動費として合わせて

計上させていただいております。 

 続きまして、１０３ページをご覧ください。真ん

中より少し下、エコハウス管理費１４７万３，００

０円でございます。２０２０年度途中からお試しテ

レワークの場所としても活用しておりまして、その

中で施設環境の改善等についてもご意見を頂戴し

ております。これによりネット環境の増強ですとか

修繕料として３３万円を、また、事業用備品といた

しまして、机や椅子、プリンター等の購入として２

５万円を計上しております。 

 続きまして、１３１ページをご覧ください。真ん

中辺り、特産振興事業費４４９万円でございます。

補助金が主となりますけども、豊岡鞄ブランドＰＲ

推進事業費として２００万円計上しております。こ

れは豊岡鞄のブランド価値向上のために実施する

東京での展示会や戦略的なウェブ広告事業に対し、

継続して補助を行うものでございます。 

 その下、豊岡財布生産能力育成事業費、いわゆる

財布スクールにつきましては、豊岡財布の技術向上

支援を目指しておりまして、当初２年間を支援する

ということで、次年度が２年目ということで計上を

しております。 

 続きまして、その下でございます。企業誘致推進
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事業費１，２４５万円でございます。新たに地方サ

テライトオフィス等の開設を検討する事業者をタ

ーゲット企業といたしまして、オンラインによるマ

ッチングイベントへ参加、引き続きＩＴ企業等の誘

致を進めていきたいというふうに考えておりまし

て、その負担金として５０万円を計上しております。

また、県の補助分となりますけども、ＩＴ関連事業

所開設支援事業費補助金につきまして、少し拡充さ

れますので、こちらにつきましても有効に活用して

いきたいというふうに考えております。 

 続きまして、その下でございます。内発型産業育

成事業費４，２４０万４，０００円でございます。

成長を目指す企業、創業に取り組む若者や女性など

を引き続き支援をしていくということで、ビジネス

相談窓口「ＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡ」の継続、ま

たは外部のアドバイザーの派遣等、引き続き行って

まいりたいというふうに考えております。 

 ページをめくっていただきまして、１３３ページ

ご覧ください。上から５行目、補助金でございます

けども、ステップアップ補助金でございます。従来

から設けさせていただいておりますが、上限額を１

５０万円から２００万円に増額し、５０万円以下の

下限も設けるなど、創業のほうの補助金と合わせて

３，３００万円を計上させていただいております。 

 １つ飛びまして、Ｉターン推進事業費９０９万７，

０００円でございます。こちらにつきましては、引

き続きワンストップ窓口の対応、移住イベントへの

出展、市民ライターの方による豊岡のリアルな生活

情報発信業務など、業務委託として７６３万５，０

００円を計上しております。 

 続きまして、その下、Ｕターン推進事業費１，２

７５万７，０００円でございます。こちらにつきま

しても引き続きとなりますけども、市内登録企業の

求人や企業情報等の発信、窓口での相談等をするこ

とによって、相談や合同企業説明会への出展並びに

電子ブックを加えた若者応援ブックなどの配付を

行ってまいりたいというふうに考えております。 

 また、高校生が音楽を題材に現役のミュージシャ

ンなど本物と豊岡で出会いながら地域活性化イベ

ントなどへ参画、成功体験などを通じ、ふるさと豊

岡への愛着を育てるための取組につきましても行

ってまいりたいと思いますが、高校生、ミュージシ

ャンとのつながりに対する業務委託料につきまし

ては、次年度一区切りをつけさせていただくという

ようなことで考えております。 

 続きまして、その下、定住推進事業費２，４８６

万円でございます。こちらは移住検討段階から移住

に至るまでの段階的な補助金が主となりますが、引

き続き支援をし、移住等につなげていきたいという

ふうに考えております。 

 次に、少し飛びますが、１５７ページをご覧くだ

さい。下から２つ目の囲みでございます。次年度６

月１日を基準日といたしまして、経済センサスが実

施されますので、それに関する指導員等の人件費、

事務費等、合わせて５３１万２，０００円を計上さ

せていただいております。 

 続きまして、飛びますが、２３７ページをご覧く

ださい。一番下の囲みの上から３行目となります。

商工振興事業費の内数ですが、３，６６７万４，０

００円分が環境経済課分となります。内訳としまし

てここの中段辺り、業務委託料でございます。中小

企業等経営安定化支援業務につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けている市内の中

小企業を対象に、中小企業診断士、社会保険労務士

等の専門家と連携した無料の経営相談等を実施す

るもので、今年度、コロナ禍での新たな対応という

ことにして今現在も行っておりますが、引き続き商

工団体への業務委託により支援を行うもので、６６

０万円を計上しております。 

 さらに、下から２行目です。事業継続支援事業費

です。新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい

る小規模事業者の事業活動継続の取組を支援する

ための新たな補助金を設けさせていただいており

ます。補助率は３分の２以内、補助額の下限を２０

万円、上限を５０万円として１，５００万円余を計

上しております。 

 続きまして、２３９ページをご覧ください。１行

目、中小企業金融対策事業費５億４２６万６，００
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０円でございます。市の制度融資、新型コロナウイ

ルス対策融資を受けている中小企業に対し、利子補

給に要する事業費３年間分を計上するものと、例年

と同じになりますけども、各金融機関にセーフティ

ーネットで活用していただく資金として５億円を

予算として計上をしているものでございます。 

 続きまして、３つほど飛ばしまして、下から１４

行目です。産業用地整備事業費１，８０６万１，０

００円でございます。こちらにつきましては、県が

高速道路に接続する県道但馬空港線を整備してお

りますが、整備に合わせて沿線に３区画１．５ヘク

タール程度の産業用地を整備するものでございま

す。引き続きの工事となります。新年度は主に道路

の流末排水などの水路工事を考えております。 

 歳出につきましては以上でございます。 

 続きまして、歳入は４１ページをご覧ください。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

 どうぞ。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 上の囲みのうち下か

ら３段目、地方創生推進交付金でございます。内数

となりますけども、２，５２２万６，０００円が環

境経済課分となります。 

 続きまして、５５ページをご覧ください。上の囲

みの下段、ひょうご地域創生交付金でございます。

こちらの内数でございますが、３１３万４，０００

円分が環境経済課分となります。 

 続きまして、その下の囲みの上から４段目、統計

調査費委託金の一番説明欄の下段となりますけれ

ども、経済センサス調査事務委託金６００万４，０

００円が環境経済課分となります。 

 続きまして、５９ページをご覧ください。下の囲

みでございます。ふるさと応援寄附金として８億円

を計上しております。 

 めくっていただきまして６１ページ、ご覧くださ

い。真ん中の囲みの一番上です。財政調整基金繰入

金、こちらも内数でございますけども、１，７７０

万円分が環境経済課分となります。 

 続いてそこから７段ほど下、地域振興基金繰入金

でございます。こちらも内数でございますが、４事

業費５，８００万円が環境経済課分となります。 

 続きまして、６９ページ、ご覧ください。上から

９行目、参加者負担金の中で兵庫県北部合同企業説

明会の出展に係る経費といたしまして、市内、市外

の企業７０社程度を見込んでおりますので、その費

用と収入として３５０万円を見込んでおります。 

 続きまして、７７ページをご覧ください。一番下

の段、過疎対策事業債の過疎地域自立促進特別事業

分でございます。こちらの内数でございますけども、

商工振興事業費に１，０２０万円、それと特産振興

事業費に５０万円、合わせて１，０７０万円分が環

境経済課分となります。 

 歳入は以上でございます。 

 引き続き債務負担行為となりますので、９ページ

をご覧ください。一番上の段、若者定住促進事業費

補助金でございます。こちらは但馬技大の学生を対

象に２年次の授業料相当を補助するものでござい

ます。 

 その２段下でございます。中小企業融資資金に係

る損失補償でございます。こちらも例年でございま

すけども、信用保証協会との契約によりまして、契

約に定める限度額として１，４００万円を計上して

おります。 

 その下、中小企業融資資金利子補給事業でござい

ます。市の長期融資をご活用になられた場合の３年

間の利子補給として予算計上をしております。 

 最後に、地方債でございますが、先ほど歳入のと

ころでご説明をさせていただいた内容と同じでご

ざいますので、説明は省略をさせていただきます。 

 環境経済課からの説明は以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、環境経済課の

説明は終わりましたけれども、質疑はございません

か。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） コロナの関係でいろいろと対

策を、支援をやってくれておるんで、大変私は評価

をさせていただいてるんですけれども、あっ、いい

評価を。ただ、約１年たって、セーフティーネット
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だとかいろいろとそれぞれのお店、それぞれ企業が

いろいろと融資を受けられて、何とか１年間つない

でこられたところ、それでもまだ今それで助かって

るところ、いろいろとあると思うんだけど、１年た

ってみて、やっぱりそろそろ、業界にもよりけりだ

と思うんだけども、特に観光業なんかはＧｏＴｏが

何かＧｏＴｏバブルなんて言われたときが一時は

あったんだけど、それからもうどないもこないもな

らない。これは大交流との関係になっちゃうんだけ

ども。 

 そこで、非常に今厳しい状況がこれから再度出て

くるのではないのかなという、１年たってみて。そ

れからなおかつコロナが終息した後、いつ終息する

のか分かんないんだけど、それから以降の備えって

いうことも大切なことではないのかなといっても、

我々企業っていうんか、仕事をしてる企業体の業界

も含めてお店もそうですけど、備えがなかなかでき

ないんで、コロナ終息したときに何とか、よし、頑

張ろうと、今から盛り返そうといったときに、資金

がなかったり、人手がなかったりとか、いろいろと

いろんなことが出てくるのではないのかなという

ふうに思うんだけど、この今の予算の中でいろいろ

と拝見させてもらうと、その辺のところの手当てっ

ていうんか、どういうふうにこれから１年たった後

のことを考え、そしてまたコロナが終息した後、ま

たどのように対応していくのかな。まだまだ補正予

算でどないかやりくりしていくのかなということ

はあるんだろうけど、ちょっと先を考えたまた対応、

対策を早めにやっておくべきなのかなというふう

に思うんですが、その辺の考えはどうですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 議員のおっしゃると

おりで、先のことも考えながらっていうのは当然必

要だと思いますが、なかなか先が読めないというの

も実態がございます。新年度予算の中で、若干コロ

ナの関係で、先ほど事業継続とかということで小規

模の方への事業継続のための支援、またはステップ

アップ等についても次の段階になるかも分かりま

せんけど、備えていただくための準備を進めていた

だくということで、少し金額を上げさせてもらった

りというようなものも入れておりますので、そうい

ったものをご活用いただくとかで、大きな対応につ

きましては、今年度やりました例えばＥＡＴとかＢ

ＵＹとか今やっておりますようなＥＡＴ，ＢＵＹ＆

ＧＩＦＴみたいなものにつきましては、また状況を

見ながら限られた予算の中で補正対応というよう

なことで、そのときに一番効果のあるところに支援

ができればなというふうに考えております。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 課長ね、本当にあれなんだ、

この間、この補正１号であったように、後ほどそれ

でいいんだけども、やっぱりどういう業種はどうい

うところが今困ってるのかなということで、ああい

う補正を組んでくれてるんだけども、そういう市内

のいろんなところの調査、聞き取りっていうのはど

ういうふうに今、今日までやってきましたですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） コロナ禍でっていう

ことでもなかった部分もございますけども、例年か

ら金融機関等との経済連絡会議とかっていうこと

で経済の窓口でのそれぞれの金融機関等で受けて

いらっしゃるような状況ですとか、あとハローワー

ク豊岡、職安の関係でも状況を聞いたりとか、この

前の今の１号補正に事前には建築業界さん、ちょっ

と規模感が違いましたので、建築業界の持っておら

れる課題と今回補正で少しもっと規模の小さい方

にご支援をというふうな内容にはなっております

ので、直接的には結びつかなかったとこもあります

けど、そのようなところも含めて状況をお聞きする

中で進めさせていただいております。商工団体様に

ついては、こちらについても例年から意見交換、情

報交換は継続をしてやっているとこです。 

○委員（椿野 仁司） 最後に。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 以前尋ねたときには、報告受

けてはいるんだけど、今日現在でコロナによる廃業、

いわゆる倒産というのは、市のほうにはそういう情

報はありますか。 
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○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 明らかにコロナです

という情報は、豊岡管内についての情報は以前と同

じで具体的なものは持っておりません。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） 結構です。行ってください。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様、何か

ありますか。 

 清水副委員長。 

○委員（清水  寛） １点だけ。昨年度の事業の中

で特に商工会、商工会議所のほうにそれぞれ資金を

渡して事業者の方への対応というようなものがあ

ったんですけど、一方では資金余りで、一方では資

金がなくなったっていうふうな話をお聞きしまし

た。今年度はその部分の金額っていうのをまた同じ

ような配分をされてるのかなとは思うんですけど

も、状況に応じて資金不足になるっていうことでお

金がなくなったから終わりっていうことではなく

て、やはりその都度、さらに必要であれば追加をす

ることっていうのを考えるべきかなとは思うんで

すけども、その点いかがでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） これもおっしゃると

おりで、資金配分につきましても、実績を考慮する

という部分は当然あろうかと思いますけども、また

状況がその年度によって変わる部分も当然ありま

すので、限られた予算を配分をし、相談実績等に合

わせてまたやりくりをしながら有効に活用してい

きたいと思いますし、全体予算につきましても、こ

れもほかの事業も一緒でございますけども、予算を

見る中で適切に処理していきたいというふうに考

えております。 

○分科会長（福田 嗣久） 清水副委員長。 

○委員（清水  寛） そうですね、状況に応じてし

っかりと取組をしていただきたいということもあ

りますし、また、移住の部分であったりそういう点

というので市のほうでは非常に手厚くされてるの

かなという部分あるんですけども、ことやっぱり働

く場所、仕事場という部分での確保っていうのがや

はり政策的には弱いのかなと思いますし、その点に

ついては、商工会、商工会議所っていうところがま

さに事業者を抱えてる部分っていうのもあります

ので、しっかりまた意見調整しながら状況に応じて

しっかりとまた新しい施策も考えていただきたい

と思いますので、これはちょっと要望としておきた

い。何かそれについてご意見があればお聞きしたい

んですけども。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 引き続き努めていき

たいと思います。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（清水  寛） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ふるさと納税についてちょっ

と聞くんですが、９７ページで、ふるさと納税の返

礼品ということで３億５，６００万円、事務費も入

れて。ふるさと納税の入ってくるのは予算では８億

円でしたね。８億円に対して３億５，０００万円余

りの事業費や返礼品。これはどうなんでしょうか、

大き過ぎないか、あるいは納税の目標も、去年の予

算は３億円だったっけ。（「５億円」と呼ぶ者あり）

５億円。したら３億円も増えるんだな。コロナの影

響もあってこのままふるさと納税っていうのは伸

びていくんかなっていう疑問と、返礼品が８億円も

らって半分近く、ちょっと大き過ぎないかなってい

うふうに思うんですが、そんなことないですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） ふるさと納税につき

ましては、昨年収入で５億円を計上させていただい

てて実績として今８億４，０００万円ぐらいの金額

が上がってきて、それを参考にする中で次年度予算、

歳入については８億円を計上しております。ご存じ

のとおり、返礼品等につきましては、返礼品につい

ては３０％で、事務費を含めて半分以下に抑えると

いうふうなこともございますので、金額が多くなれ

ばなるほど全部を全て当初予算で事務費というふ

うに計上もできませんので、入ってきたもののうち
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お返しするものを返し、残したものを基金に積み立

てていくというようなことで、状況を見ながら、決

められた制度の中で対応していきたいというふう

に思っております。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員、よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 今、ふるさと納税の件があっ

て、内容については今、村岡議員が確認させていた

だいてるんですけども、コロナの関係でふるさと納

税が増えてるというのも一つの要因かなとは思い

ますけども、手法的にこういうのやっぱりやったか

ら、これが伸びてきたというような理由がもしも分

かってたら聞かせて。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） それが１００％正解

なのかは分かりませんけど、手法っていいますか、

露出っていいますか、経費をかけてでもご覧いただ

く方の目に留まるところに、ウェブとかでも情報を

載せると、やっぱり一番最初に見ていただくので、

そこからつながりやすいという結果は出てきてお

りますので、同じ広告等出すにしても、見ていただ

けるところで皆さんがたくさん見ていらっしゃる

ようなサイトというところを活用しながらつなげ

ていきたいというふうに思っております。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） そういう意味で、今年もＪＡ

Ｌですかね、の新しいサイトを活用して進めていく

ということなんですけども、当然拡張するとそれだ

け経費が要るということになりますので、経費との

兼ね合いという意味ではどのように考えておられ

るでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 当然また経費は寄附

額の何％とかというふうなことがそれぞれのサイ

トの利用させていただくときにも必要な部分でご

ざいますが、ＪＡＬにつきましては、ＪＡＬの会員

さんが例えば３５７万人以上いらっしゃるですと

か、マイレージの会員数ですか、それも２００万と

かなんかそんな大きな数字の母体を持っていらっ

しゃいますので、そういったところにつながってい

くという効果も考えながら有効性があるのかなと

いうことで加えさせていただくということでござ

いますので、また思いと実績は違うか分かりません

が、その辺も見極めながら進めていきたいと思いま

す。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。ありがとうご

ざいました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかよろしいですか。 

○委員（椿野 仁司） ちょっといいですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） ふるさと納税の件なんだけど

も、ふるさと納税の仕組み教えてほしいんだけども、

何か表があったけど、ここのｉＰａｄではどこを見

たらいいか分からへんので、ちょっと探せないんだ

けど、たしかふるさと納税の表、何か幾つか受入れ

の項目があったよね。環境だとか、やれ、何たらか

んたらで、豊岡市が考えた、言い方は悪いんだけど、

都合のいい受け入れ方の項目の基金のがまぐちが

あって、それに基づいて使う側はここの基金だから

これをこれに運用させてもらいますということ言

うんだけども、ふるさと納税される方がそういう指

定をすべからずされてるんかどうかっていうこと

がちょっと僕には分からない。要は、中には簡単に

言えば、昔からいう、例えば但馬牛が食べたいとか

欲しいとか、松葉ガニが欲しいとか、どうせするな

ら豊岡にしようという人もおれば、純粋にふるさと

を思って、ふるさとのために使ってもらいたいって

いって思われる方もおられると思う。受入れの項目

が幾つかあったと思うんだけど、受入れの項目って

いうかな、財布がね、基金の財布が幾つかあって、

それにそれを入ってきたものを誰がそれを区別を

してそこに入れてるのか私も知らないんだけど、分

かってれば教えてほしいんだけど、どういうふうに

やってる。 

 それで、何が言いたいかっていうと、もっと豊岡
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的に本当に今いうコロナのこともあるんだけども、

実際に使える、使ったほうがいいなと思えるような

ことがあるんですよ。前、一回、坂本部長に僕言っ

たと思うけど、例えば、今のあなたたちの分野なの

かどうか分からへんけど、空き家対策とか、それか

らふるさとのいわゆる空き家を見守るそういった

メンテナンスだとかいろんなことあると思うんだ

けど、そういうときのために使ってほしいとか、そ

れから独り身のお年寄りの方たくさんいるから、そ

ういう人をこうやって見てほしいとか、何かいろん

なもうちょっとそういった使い道を考えたらどな

いてっていう、例えばさっき言った空き家なんかで、

特別空き家みたいなことがあって、結局壊さなきゃ

いけなくなったとき、お金が出どころがないとか、

いろいろと地域には出てくる。そういうものをふる

さとを守ろう、ふるさとを何とかしてあげたいって

いう気持ちのそういったお金を集めとけば、そっか

ら例えばお金が出るような仕組みができないんか

とか、もうちょっと何かできないんかなというの話

も多分、わし、坂本部長したよな、昔な。 

 それでな、僕思うんだけど、今の受入れのやり方

と受入れの振り分け方と指定寄附っていうか指定

をしてそこで使ってくださいっていう人も中には

おられるんだろうけど、その辺の取決めというんか

仕組みが全く分かんないんで教えてほしい。 

 何かどっか表があったはずなんだけど、どっか行

っちゃった。（「出てますね」「午菴課長、あった

よな、それ。受入れのこのことに使ってくださいと

かいう、それをちょっと説明してあげたら」と呼ぶ

者あり） 

○分科会長（福田 嗣久） 今出しておられ……。今

出ました。 

○委員（椿野 仁司） あっ、出てきた。出てきた、

ありがとう。あっ、そうそうそうそう。 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃあ、どうぞ。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） ご覧になってる表と

私はちょっと違うものを見てるのかも分かりませ

んけども、まず指定につきましては、決めるのは当

然寄附を受け入れる側が決めてるんですけど、項目

としましては、例えば小さな世界都市の実現に向け

たとか、未来を拓く人を育む子供の育成だとかにつ

ながるものですとか、コウノトリをシンボルにした

とか深さを持った演劇のまちとかっていうような

そういった寄附の申請書に項目がそれぞれござい

まして、どちらも、その下にも多分いろんな具体的

な事業名もあったりするのかと思いますけども、寄

附者の方はそこで自分で選択をしていかれると。実

際入ってきたものについては、そういった事業に振

り分けていくというふうに考えておりますので、こ

れらの大きなくくりのものと、それ以外のもので一

部の窓口とはなりますけども、ガバメントクラウド

ファンディングということで事業立てのこういっ

た事業に直接使っていただきたいというふうなと

ころもあれば、そういったものは当然そちらに財源

として回していくというふうな形になろうかと思

います。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） ちょっと、はい。いやいや、

ぱっと出てきて、今、目を通しとるんだけども、こ

うやってたくさんジャンルがあって、これならてっ

て選択肢があるんだけど、これ、予算額と充当額と

いって書いてあるんですけど、左側の表っていうか

指定された使途別って、これ寄附金額って、これに

対して結局寄附される方が、小さな世界都市の実現

を目指すまちづくりに寄附をしたいっていうか、す

るっていって申込みがここに直接あるわけですか。

この中からお選びくださいというやり方。どこ行っ

ても……。えっ。（「ぽちっと押す」と呼ぶ者あり）

内容がどうであれ、こん中から、まあこれがええか

と思ってされるってことだな。分かりました。（「誘

導もできるな」と呼ぶ者あり） 

 それで、さっき言ってたようなことの豊岡でいろ

いろと本当にいろんな問題を抱えてる、ふるさとを

守る、ふるさとのために使わせてもらうっていうこ

とからいくと、もっといろいろといろんな項目があ

るのではないのかなっていうことからいくと、基金

の使用、使い方についてはそんなに大きな法律的な

ルール的なものがないんだとしたら、それは別にそ
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の都度何か考えればできないことはないというこ

とですか、部長。 

○分科会長（福田 嗣久） 坂本部長、ご指名ですの

で。 

○環境経済部長（坂本 成彦） そういうことだと思

います。どっちかっていうと、広めに表現を設定し

ておくほうがあと使いやすいという、充当もしやす

いというそういうこともあって、今広めに設定はし

てるんですけども、おっしゃったように、例えば空

き家対策にぜひってやってるまちもありますし、そ

の辺は本当、自治体の裁量でやっていけばいいんだ

ろうなというふうに思っています。ちょっと一部や

ってるのは、例えば福祉事業団体が作っているさを

り織りだとか、ああいうものをそこに応援したいか

らっていうふうなメニューをつくってやったりだ

とか、あと郵便局の方に要は独りおり家庭を見回っ

ていただきたいとか、そういうものに支援するとい

うような項目もあったりはしますんで、そこは本当、

検討して実態に応じて判断すればいいのかなとい

うふうに思ってますんで、研究させていただきたい

と思います。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 今、部長、いいこと言ったん

で、ぜひそれ、今の一人世帯の見守りだとか、空き

家対策もそうだけど、それをぜひやっぱり取り入れ

てやってください。私は中には全くふるさと関係な

い人が城崎、豊岡を応援してる人たちもいるところ

でしょうし、もともと豊岡にいた人たちが自分の親

はまだおって、なかなか心配だととか、だけど、今

もういないけど、近所のおっちゃん、おばちゃん、

どないしとんなるだろう、それも心配だと。やっぱ

りそういうことが、ふるさとを思うことにつながる

こと一番大事なこと。 

 それから今日は振興局長もおんなるんだけど、振

興局にもふるさと納税の基金をばらまいてやって

えな。静かにしとらんとどないなん。えっ、いや、

それぞれ城崎だとか出石だとか但東だとかってっ

てその人らがそこの地域のために使ってください

っていうそういうお金はない、そういう指定はない。 

○分科会長（福田 嗣久） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 明確にそういうとこ

はないですけども。 

○委員（椿野 仁司） その項目入れたら。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ぶっちゃけ言います

と、僕らふるさと納税を稼ぐ人で、使う人っていう

のは財政当局がおりまして、財政のほうが配分した

りしてますんで、そこは今お伺いした意見っていう

のは頭に入れて調整しながらやりたいというふう

には思います。 

○委員（椿野 仁司） それは希望として振興局がお

んなるから私がええ格好するわけじゃないけど、で

や、やっぱり今地域のために使うって自由に使って

いいってお金があるけども、大した金額じゃねえや

な、なあ、もっと本当は欲しいと思うんですよ。だ

からふるさとの今いうどこどこ地域のためにって

いう、お金をぜひともやっぱり振興局にも配分して

やってほしいなと思います。これは財政のほうにま

たそちらからも、稼ぐほうの人からもひとつ声をよ

ろしくお願いしたい。（「しっかり稼ぐほうを頑張

って」と呼ぶ者あり）そうそう、はい、いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） はいはい、いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） しっかりと聞いとけよい

うこと。 

 ほかの委員の皆様。 

○委員（岡本 昭治） 関連で申し訳ない。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員、どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） ふるさと納税ばっかしで申し

訳ないんです。今、ふるさと納税をしていただく方

についてはこういう目的で使いますよっていうの

が幾つかあるんですけど、その方に対しては当然実

績報告っていうんですか、されてるんでしょうか。

まず１点お願いします。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） 実績報告ってそうい

う堅苦しいものではなくて、昨年度とかでしたら見

開きでこんな事業に活用させていただきましたと
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いうことで、その人個人を特定したのでなくて、全

体で全部でこんだけ頂戴してこんな事業に充当さ

せていただきましたという事業の取組の写真だと

か、そういったパンフレットですとかお手紙なんか

も差し上げたりっていうこともしておりますので、

そういったことで報告をしているという状況であ

ります。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） その中で今言われてたように、

こういうものに使いましたというのが表の中の右

のほうですね、主な活用予定事業になるんでしょう

か。 

○分科会長（福田 嗣久） 午菴課長。 

○環境経済課長（午菴 晴喜） ここまで細かくは書

けないスペース的な問題もありましたので、大きな

例えば小さな世界都市っていうふうな大きな見出

しがあって、例えばこんな事業に使いましたという

幾つかの例程度でパンフレット等は作成をしてお

ります。 

○委員（岡本 昭治） はい、分かりました。 

 ちょっと確認したかったのは、していただいた目

的と以外にお金が使われてないかなというような

ところで、明らかにもらった金額以外のところにた

くさん使われてたらされる側はどういう反応され

るのかなと気になったもんですから、ちょっと確認

をさせていただきました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） 以上です。結構です。はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかはよろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 大交流、大分時間がかかるんかいな、説明に。

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 ちょっと５分休憩します。１０時２５分まで。 

午前１０時１８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２４分 分科会再開 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、再開します。 

 次に、大交流課の説明をお願いします。 

 大交流課の谷口課長と藤原参事、よろしく。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 私からは、大交流課の

所管事業のうち、城崎国際アートセンターの事業を

除く分につきまして説明させていただきたいと思

います。 

 それでは、歳出予算の主なものにつきまして説明

させていただきます。 

 お手元の予算書の１３５ページをお開きいただ

けますでしょうか。よろしいでしょうか。上から２

段目にあります専門職大学連携推進事業費８億９

０８万６，０００円を計上させていただいてござい

ます。そのうち５行ほど下ですけれども、事業委託

料といたしまして専門職大学地域連携事業８０５

万８，０００円の予算を計上させていただいてござ

います。この予算につきましては、４月に開学予定

の専門職大学の中に地域課題をイノベーションで

解決するプラットフォーム機能を担う地域リサー

チ＆イノベーションセンターという組織が設置さ

れることになっておりますけれども、この組織と連

携をして地域課題の解決を図っていきたいと思っ

ておりまして、それに必要な予算として計上させて

いただいてございます。 

 その下、４行目ですけれども、専門職大学寄附金

で８億円計上させていただいてございます。これは

但馬３市２町で構成する定住自立圏におきまして、

専門職大学の誘致が第２期の重点事業に位置づけ

られておりまして、国から１年間に中心市である豊

岡市に対しまして財源として約１億円強が措置さ

れることになってございまして、この第２期、それ

が第３期の８年分の合計８億円を寄附しようとす

るものでございまして、大学運営者に対して４月以

降に寄附を予定してございます。 

 それからその下の観光事業費のうち、事業委託料、

国内向けホームページの運用事業でございますけ

ども、４８９万３，０００円を計上させていただい

てございます。これは豊岡観光イノベーションがこ

れまでインバウンド向けに「Ｖｉｓｉｔ Ｋｉｎｏ

ｓａｋｉ」というホームページをベースにデジタル

マーケティング、ウェブマーケティングを展開して

きましたけれども、そのノウハウを国内向けに振り
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向けるというところで、新たに国内向けのホームペ

ージを開設をし、国内向けのウェブマーケティング

に取り組んでまいりたいというふうに考えてござ

います。 

 その下、整備工事費でございますけれども、城崎

国際アートセンターテレワーク拠点の整備につき

まして３，７００万円の予算を計上させていただい

てございます。これは昨年１２月にＫＤＤＩにより

まして城崎国際アートセンターに５Ｇの基地局が

設置をされました。この基地局を有効活用するため

に、テレワーク拠点を城崎国際アートセンターのロ

ビー、エントランスのロビーのほうに整備をしたい

というふうに考えてございまして、城崎温泉に新た

な機能を付加させたいというふうに考えてござい

ます。 

 その下、補助金でございますけども、豊岡市ワー

ケーション推進事業費といたしまして１，０００万

円計上させていただいてございます。先ほど説明さ

せていただいたＫＩＡＣのテレワーク拠点をフラ

グシップに市内各地にテレワーク拠点の整備を促

進するために必要な経費の３分の２を限度に民間

事業者に対して補助をさせていただきたいという

ふうに考えてございます。 

 さらにその下の観光まちづくり推進事業費でご

ざいますけれども、負担金の企業人派遣でございま

す。これまで神姫バスより大交流課に派遣いただき、

さらにＴＴＩで事業本部長として業務に当たって

いただいてます職員がこの３年間の派遣期間を終

えまして、この３月で帰任いたしますので、その代

わりの職員といたしまして引き続き神姫バスから

職員の派遣を受けようとするものでございまして、

これまでその財源といたしまして地方創生の交付

金を充ててきましたけれども、来年度からは総務省

の地域おこし企業人交流プログラムというプログ

ラムを活用したいというふうに考えてございます。 

 次に、その次のページ、１３６、１３７ページを

お開きいただけますでしょうか。１３７ページの中

段辺りでございますけれども、豊岡演劇祭協同開催

事業費といたしまして５，４３４万４，０００円を

計上させていただいてございます。そのうち負担金

として５，４００万円を豊岡演劇祭実行委員会のほ

うに負担をする予算として計上させていただいて

ございます。今のところ去年と同じように９月の第

２週、第３週に開催することを前提に開催すること

を想定をしてございます。 

 次に、その下、演劇のまちづくり推進事業費でご

ざいますけども、業務委託料といたしまして企業版

ふるさと納税推進業務に１１０万円計上させてい

ただいてございます。これは演劇祭の負担金の財源

とするべく企業版のふるさと納税を推進する業務

といたしまして、そういったことを要求する自治体

とそういったところに寄附したい民間企業とのマ

ッチングを想定いたしてまして、そういったプラッ

トフォームを運営する事業者に対して成功報酬型

の業務委託を想定してございます。具体的には寄附

目標額１，０００万円と置きまして、手数料の０．

１％掛ける１．１の１１０万円を予算として計上さ

せていただいてるところでございます。 

 次に、少し飛びまして、１４３ページをお開きく

ださい。上段の地方創生推進事業費のうちの一番下

の部分でございますけど、まず負担金でございます。

豊岡スマートコミュニティ推進機構への１００万

円の負担金でございます。これは昨年来、トヨタ・

モビリティ基金との協業で豊岡のスマートコミュ

ニティの推進の取組をさせていただいてございま

すけれども、それに係る市側の負担金として１００

万円計上させていただいございます。 

 その下、観光データ基盤活用事業費というところ

で、コロナ禍でも明らかになったんでございますけ

ども、今現在の地域の予約状況把握ということがで

きてなくて、それを地域全体として把握をしたい、

把握をしていこうということで、現在における将来

の予約の状況を把握をし、過去の動向と比較検討す

る中で、新しい手を打っていくというような形を整

えたいというふうに考えておりまして、３，４４３

万８，０００円の予算を計上させていただいてます。

ただ、この事業につきましては、この事業内容を含

む形でＴＴＩ、それからＫＤＤＩ、それから城崎の
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二世会さんと一緒になって国の観光地の調査事業

で採択されるように今エントリーをしておりまし

て、その採択の結果につきましては４月の中旬ぐら

いに明らかになるというふうに聞いてございます。 

 次に、少し飛びますけども、２４３ページをお開

きいただけますでしょうか。中段の観光事業費のう

ちの事業委託料、宿泊旅行商品造成促進事業という

ことで４１５万円の予算を計上させていただいて

ございます。これは去年までは閑散期誘客拡大事業

といたしまして、主にバスツアーを想定をして閑散

期に誘客をすることをＴＴＩのほうに成功報酬型

で委託をしてございましたけれども、このコロナを

受けまして、なかなかバスツアーというのが難しい

というところで、個人向けの旅行商品の造成を促し

て誘客に結びつけようというもので、少し事業の内

容を変更してございます。 

 次に、次のページの２４５ページの最下段でござ

いますけども、玄武洞公園管理費でございます。こ

のうち業務委託料の森林整備業務でございますけ

ども、この委託料の内数でございますが、６２１万

６，０００円につきまして、玄武洞公園内の危険木

でありますとか葛の処理業務に充てたいというふ

うに考えてございます。 

 次は、２５３ページをお開きいただけますでしょ

うか。上段の玄武洞公園整備事業費で１億８，３０

６万１，０００円を計上させていただいてございま

す。業務の内容につきましては、業務委託料、掲示

物等のデザイン業務に５００万円、それから本体の

整備工事につきまして１億７，５５０万円を計上さ

せていただいてございます。この業務につきまして

は、今年度、詳細設計を進めておりまして、それに

基づきまして来年度整備工事を行おうとするもの

でございます。以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 藤原参事、どうぞ。 

○大交流課参事（藤原 孝行） お手元の資料９５ペ

ージをお開きいただきたいと思います。中段、城崎

国際アートセンター管理費として掲げております。

これは管理に関する費用でして、特に大きな変わり

はないんですが、特段申し上げますと、委託料の中

で、特に保守点検委託料の中で消防設備保守点検が

増額をしております。項目としては上がってません

が、これは消防法の改正によって自家発電装置の負

荷試験をしなければいけないというのが来年度か

ら係ってきますので、その分の費用が５０万７，０

００円ほど増額としてトータル的に保守点検委託

料が増えておるというふうな状況でございます。 

 その他につきましては特にございません。 

 次に、１３３ページになります。一番最下段です。

城崎国際アートセンターの事業費のほうになりま

す。こちらのほうも例年行っておりまして、アート

センターの一番中心事業でありますアーティス

ト・イン・レジデンス、それから情報発信、それか

ら豊岡アートシーズンの参加事業関係の経費をこ

ちらのほうで上げておりまして、例年どおりの経費

計上というふうなことで計画をしております。 

 アートセンターの歳出につきましては、以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 次、歳入の説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 予算書の２１ページをお開きください。最下段で

ございますけども、森林環境譲与税６，３１１万６，

０００円のうち、先ほどご説明させていただきまし

た玄武洞公園の管理費の危険木、それから葛の除去

伐採事業につきまして６２１万６，０００円を充て

させていただくこととしてございます。 

 次が２９ページをお開きいただけますでしょう

か。最下段の温泉使用料のうち、出石温泉でござい

ますけども、収入といたしまして６３６万円の予算

を計上させていただいてございます。これは今年度

の予算は１２５万２，０００円でございましたけど

も、グランピング施設が開業いたしたことによりま

して、その使用料が増額になるということで予算を

計上させていただいてございます。 

 次に、４１ページをお開きください。中段の地方

創生推進交付金の内数でございますけども、このう

ち５，２３９万５，０００円が大交流課分でござい

ます。 

 引き続きまして６１ページになります。まず、２
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段目の繰入金でございますけども、繰入金の最上段、

財政調整基金繰入金でございます。これも内数でご

ざいますけども、先ほどご説明させていただきまし

た大学法人への寄附金８億円がこの中に含まれて

ございます。 

 さらにその下、９行目ですけども、地域振興基金

繰入金です。これも内数ですが６，０００万円、６

事業が大交流課分でございます。 

 それから、７５ページになります。２段目の商工

債でございますけれども、観光施設整備事業債、こ

のうち２行目の玄武洞公園が合特債というところ

で１億６，７７０万円を計上させていただいてござ

います。 

 次のページ、７７ページをお開きいただけますで

しょうか。最下段の過疎対策事業債でございますけ

れども、内数でございますが、このうち２，６００

万円が大交流課分でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ、藤原。 

○大交流課参事（藤原 孝行） 歳入、アートセンタ

ーの歳入をご説明申し上げます。 

 まず、２９ページをご覧いただきたいと思います。

総務管理使用料の中の城崎国際アートセンター使

用料、これは通常の会館使用料、貸し館の部分の使

用料になります。前後いたしますが、その前段の行

政財産目的外使用料の中で、ドコモのアンテナを設

置したり、それから先ほど来ありましたＫＤＤＩの

５Ｇの基地局、それに関する費用で、この内数とし

て５１万２，０００円がアートセンターに関する項

目になります。 

 続きまして、３５ページになります。国庫補助金

の中の一番上、総務管理費補助金です。アーティス

ト・イン・レジデンス国際文化交流促進事業として

３００万円、これ昨年から取り組んでおりまして、

今年も継続で計画をしておりまして、３００万円で

文化庁の１０分の１０の全額助成事業での内容と

なっております。 

 続きまして、少し飛びますが、６９ページの中ほ

どで光熱水費等使用者負担金として掲げておりま

して、その項目の一番下に城崎国際アートセンター

として９３万６，０００円ございます。こちらのほ

うは繰り返しになりますが、５Ｇの基地局の設置に

伴う行政財産使用の基準に基づいて電気代相当額

を積算してこれだけのものを基地局の設置に係る

光熱水費の負担として計上して歳入として予定を

見込んでおるというふうな内容でございます。 

 そのほかにつきましては通常の歳入として見込

んでおるという状況でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 続きまして、地方債で

ございますけれども、１０ページをお開きいただけ

ますでしょうか。下から１０行目でございます。観

光施設整備事業債、玄武洞公園で１億６，７７０万

円計上させていただいてございますけども、こちら

につきましては、先ほど歳入のほうで説明させてい

ただいた合併特例債でございます。以上でございま

す。 

○分科会長（福田 嗣久） 以上ですか。 

 それでは、説明が終わりました。 

 質疑に入ります。 

 質疑はございませんか。 

○委員（岡本 昭治） いいですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと玄武洞公園の整備事

業に関して何点か確認をさせていただきます。 

 玄武洞の公園整備の中心的なところ、今回の分で

すけども、劇場というか野外劇場を造るというよう

な発想になってると思いますけども、それで間違い

ないでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 野外劇場を造るという

ことではなくて、特に玄武洞と青龍洞に向かい合っ

たときに、玄武洞と青龍洞の雰囲気を、価値を感じ

ていただけるような整備の在り方として、我々、基

壇と呼んでおりますけども、祭壇のような形で整備

させていただいて、そこにいながら玄武洞と対峙を

することによって玄武洞の価値を感じていただく

ようなことを想定していて、演劇とかの舞台を想定

しているものではございません。演劇祭として活用
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することはあるかもしれませんけど、それを念頭に

置いたものではございません。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ただ、整備のほう、基本的な

考え方というのは、あくまでも今ある玄武洞をより

見やすくというか、魅力的にしていくということで

よろしいでしょうかね。はい。 

 そのときに、当然その整備をすることによって、

既存にあるものっていうのを当然切ったりとか、予

算にも上がってますけども、壊したりだとかいうな

ところがあると思いますけども、結構前から、結構

前というか、玄武洞っていうのは何かアジサイの公

園っていうようなイメージもあって、当然、今、管

理を委託をされてる方々が手厚く管理をされてい

るというものがあるんですけども、それを壊さなく

ちゃいけないというか、撤去しなくちゃいけないと

いうことがちょっと耳に入ってきたんですけど、そ

れで間違いないでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長、どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） アジサイにつきまして

は、撤去することを前提とはしておりません。全体

の在り方の中であるべきなのかどうなのかってい

うことを含めて検討することといたしております

ので、本当に整備をする中で玄武洞そのもの、整備

と、そのものの価値を感じていただこうとするとき

に、アジサイが必要なのかどうかという議論になろ

うかというふうに考えています。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） これからの話と今までの話と

は若干違ってくるんかも分かりませんけども、アジ

サイね、いっとき、今少し少なくなっていって、そ

れを復活しようとして一生懸命頑張っておられる

方もいらっしゃるみたいですので、そういうことも

整備計画の中に当然検討材料として入れていただ

きたいというふうに思いますけども、いかがでしょ

うか。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） アジサイを大事に育て

ていらっしゃる方々の努力も認識はしてますし、ア

ジサイ自身が玄武洞の魅力の一つになってること

も認識はしております。一方で、獣害を除去するた

めに大きな金網でアジサイのないときも囲ってお

かなければならないという状況がございますので、

そのことについて景観的にどうなんだっていう逆

の意見もいただいておりますので、そこら辺も含め

て総合的に検討して判断したいと思ってます。 

○委員（岡本 昭治） そういうことですので、そう

いう大事にしようとされてる方々の意見も当然聞

いていただいて、調整をしていただきたいというふ

うに思います。 

 もう一つ、国定公園の中でジオパークという位置

づけがあります。これから整備しようとしてること

がジオパークとの兼ね合いで特に問題がないのか

どうかですね。また問題なく整備されるんだとは思

いますけども、その辺の考え方をちょっとお聞かせ

ください。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 山陰海岸ジオパークの

中に位置づけでございますけども、山陰海岸ジオパ

ークの取組の方針に反することはないと思ってお

りますし、逆に山陰海岸ジオパークの中におけるジ

オサイトとしての価値をさらに高めるものだと思

ってございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） そういうことでよろしくお願

いいたします。 

 まず一応終わります。 

○委員（椿野 仁司） 関連でよろしいか。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ、椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 玄武洞が出たんでちょっと分

からないことがあるんで教えてください。 

 まず、今、かさ上げしてあそこ道路整備していっ

て今どうにかやってるんだけども、船着場から河川

側の駐車場、それから山側の駐車場、建物のほう側

は当然あそこミュージアムの駐車場だと思うんだ

けど、あの辺が誰の持ち物で誰がどういうふうに使

っていくのかって、ご自由にどうぞってやり方でこ

れからやっていくのか。バスが入ってきたらどうい
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う状況になってくのかな、大型バスがね。それから

入場料取るんでしょう、これから。あれ、入り口２

つあるけど、その辺はどうやって調整していくのか

なってちょっと気になるんで教えてほしいんだけ

ど。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） まず、旧道と新道の間

にあります空き地といいますか土地につきまして

は、豊岡市のほうから玄武洞ミュージアムのほうに

売却済みでございまして、玄武洞ミュージアムの所

有になります。市の整備事業として大量な駐車場を

整備することは想定しておりませんで、それは管理

者でありますとか身体障害者の駐車場は整備をい

たしますけども、主に車の利用される方の駐車場に

つきましては、玄武洞ミュージアムの北側にある駐

車場をご利用いただくことを想定してございます。 

○委員（椿野 仁司） 北側ですか。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 北ですね、はい。 

 バスにつきましても、バスの発着場は整備させて

いただきますけども、バスは留め置く場所といたし

ましては玄武洞ミュージアムの駐車場を想定して

ございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 入場。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 有料化も前提に整備は

させていただくんですけれども、基本は管理棟があ

りますメインの入り口を想定をしてございます。一

方で南側の何ですかね。（「観光センター」と呼ぶ

者あり）観光センターが営業されてるところに観光

センターが整備された入り口がありますけれども、

そこを入り口として機能させようとする場合、新た

な人の配置だとかってこと必要になってきて経費

がかさみますので、そこは観光センターの今の運営

者と一緒に協議をしていって、その部分を観光セン

ターが担っていただけるんであれば２つの入り口

っていうこと可能なんだけれども、そうでなければ

１つの入り口にせざるを得ないかもしれませんと

いうとこで今現在協議中でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） とすると、南側から来られた

お客さんは、さもあそこから近道ですとかって、こ

ちらのほうが便利ですって入り口に書いてあるん

だけど、協議をしていただいて、いわゆる協議分か

れしたら、もうあそこは使えないっていうそういっ

た権利を主張することはできるんかな、私ちょっと

分からない。個人の持ち物でしょう、あれ。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 観光センターへの入り

口であって、玄武洞の入り口にもなってるというよ

うな今状況ですので、もし協議が分かれたときには、

自ら観光センター入り口としてはあるんですけれ

ども、玄武洞の入り口にはならないということだと

思います。 

○委員（椿野 仁司） えっ、ちょっと待ってくださ

い。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） ということは、観光センター

までは行けるけど、そこから先は入れてあげないっ

ていうことになるわけ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） そういうことを想定し

てます。 

○委員（椿野 仁司） それは聞いとくだけにしとき

ますけど。あっ、そう。 

 じゃあ、もう一回。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 駐車場の件だけど、そうする

と、昔の船着場、あのまま行って左側、こっち側、

南側から行って進入してってずっとこう船着場の

ほうまでは前まではバスが入った駐車場があった。

それからずっと回って川沿いのほうは国の持ち物

もあると思うんだけど、あの辺は、じゃあ、ミュー

ジアムの土地では全くないってことですか、川側は、

どっからどこまでだか分かんないんだけど。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長、どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） ミュージアムを挟んで

南側と北側と両方下がるとこがあると思いますけ

ども、北側につきましては玄武洞ミュージアムの所

有です。左側のところは少し入り込んでおりまして、
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道路部分になる部分と玄武洞さんの所有になると

ころがあるんですけれども、機能としては両方から

出入りできるようなことになろうかと思います。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） そうするとあそこは田中先生

おられるんだけど、基本的に玄武洞のミュージアム

と玄武洞公園、お互いさまっていう感覚で今は受け

止めとって、駐車場も共有してもらって、そこにお

客さん来たらうちにも来てもらえますよねという

ことで、今広い心で対応していただいておるいうこ

とでよろしいんですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 玄武洞ミュージアムと

玄武洞を結ぶ歩道の設置の場所でありますとか、バ

スの乗降客の乗り降りする場所だとかにつきまし

ては、相当配慮させていただいて、お互い連携でき

るような形で運営できたらということを想定して

ございます。 

○委員（椿野 仁司） はい、分かりました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、ど

うですか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 専門職大学の関係で、まず、

大学への８億円の寄附の件なんですが、これは以前

から大学が設置をされたら交付金として１億円が

入ると、毎年ね。ざっとでしょうけども。それを８

年間分を先に寄附をするんやというふうに理解を

してきたんですが、それが間違いないかっていうの

が１点と、先ほどのふるさと納税の使途の一覧表の

中で、給付金の欄があって、目標額が８億円何ぼか

で、ふるさと納税から３００万円か４００万円か、

さっきの表で、寄附をしたっていうのがあるんです

が、交付税で入ってくるんだから、８億円にはまる

っぽ寄附を充てるような財源ではないというふう

に思っておったんだけど、あの表見とったら、ふる

さと納税も８億円の財源の一部になるような見方

ができるんだけど、さっきの表の中にあって、いう

ことではないというふうに思っておるんですが、交

付税で入ってくるんだ、８億円もそれに充てるんだ

っていうので間違いがないかっていうことと、ふる

さと納税の寄附の確認をさせてください。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） まず、大学への８億円

の寄附に関する特別交付税の件でございますけど

も、定住自立圏の第２期というのが２０１８年から

の４か年でございます。ですので、現在、国から措

置されているのは２０１８、２０１９、２０２０の

３年間分でございまして、１年間１億９３０万円で

ございますので、この分は既に受け取っている形で

ございますし、残りの２期の最終年度２０２１年度

分と第３期の２０２２年度から２０２５年度につ

きましては、今後頂く交付税を期待をしてるという

か想定をしてるっていうことでご理解いただけれ

ばというふうに思います。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いや、ふるさと納税のさっき

の表の書き方の問題かな。専門職大学推進事業地方

創生８億１，１００万円っていうのがあって、その

うち４００万円がふるさと納税が充てられとんだ

けども、８億円とは無関係ですねっていうこと。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 入ってないというふう

に理解いたします。 

○委員（村岡 峰男） もう一つ。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ、村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 専門職大学、いよいよ４月か

らスタートするんだけども、８０人の学生さん、全

部決まってると思うんですけども、大体、男女比だ

とか、どっちのほうから来んさるとかいうのは、ざ

っくりでいいんでちょっと教えてくれませんか。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 今持ち得ている情報で

ございますけども、８０人定員に対して志願者数が

６２１人ありました。現在、合格者数といたしまし

て８４名の合格を出してございます。男女比でござ

いますけども、男性が１９％、女性が８１％。出身
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地でございますけれども、これは県内、県外という

分けしかございませんけども、県内が、あっ、ごめ

んなさい、男性が１７．８％ですね、女性が８２．

１％、県内が１９％、県外が８１％です。（「県外

が８１％」と呼ぶ者あり）８１％です。（「但馬と

かそういうの分かんないか」「豊岡ゼロ」と呼ぶ者

あり） 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 男性が１７っていうことは８

０で割ったら男の子は十四、五人か。 

○大交流課長（谷口 雄彦） はい、１５人でござい

ます。 

○委員（村岡 峰男） 圧倒的に女性ですね。華やか

でよろしいわ。はい、期待をしておきたいと思いま

す。終わり。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） なければいいですか。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） すみません、玄武洞の整備に

関連して、１億８，３００万円ぐらいの整備費の中

に森林環境譲与税が６，３００万円入るんで間違い

ないでしょうか。ちょっとさっき説明いただいたん

ですけど、よろしくお願いします。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） 森林環境譲与税につき

ましては、まず資料の予算書の２４５ページをお開

きいただけますでしょうか。 

○委員（岡本 昭治） さっき説明していただいたの

にすみませんね。 

○大交流課長（谷口 雄彦） ２４５ページの最下段

でございますけども、玄武洞公園管理費ですね、整

備じゃなくて管理のほうの費用のそのうちの業務

委託料が７０８万８，０００円計上してますけれど

も、その内数として最下段の森林整備業務、これが

危険木、葛処理の６２１万６，０００円でございま

す。この６２１万６，０００円の財源といたしまし

て、予算書の２１ページでございますけども、森林

環境譲与税として入る６，３１１万６，０００円の

うち６２１万６，０００円を充てさせていただくと

いうことでございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員、よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） そうですね、森林環境譲与税

っていうのが使いやすい事業だっていうのはよく

分かるんですけども、本来の趣旨からすると、木を

切るんだから森林に関係あるよという多分ひっつ

けでされてるんじゃないかなと思うんですけども、

本来は山であったりとかいうようなところの整備

に使うというのが本来の目的だと思ってます。 

 私もいつの議会か分かりませんけども、森林環境

譲与税を観光地の周辺の山の整備に使ってほしい

というご提案もさせていただいてたんですけども、

ただ、つなぎが金額が少なくなっているんですけど

も、無理かなというふうにちょっと思ってますけど、

その辺はどうでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） 谷口課長。 

○大交流課長（谷口 雄彦） この説明の方法であり

ますとか内容につきましては、農林水産課の林務の

ほうと調整をさせていただいて、説明がつくような

形で執行させていただきたいというふうに考えて

ございます。 

○委員（岡本 昭治） 今おっしゃったようなことを

十分考えていただきたいと思います。使い勝手がい

い資金だから何でも使えるかというんじゃなくて、

そういうやっぱり目的もあるわけですので、その辺

のところ十分確認しながらやっていただきたいと

要望しておきます。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかございませんか。 

○委員（椿野 仁司） いいですか。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ、椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 何か私のほうばっかりで申し

訳ないです。 

 インバウンド、観光のこといっぱい言いたいこと

あるんだけど、イベントにちょっと絞りますね。コ

ロナで本当に大変な目標を東京オリンピックまで

に掲げながら、こういう状態で非常に皆無の状況に
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なってしまいました。今回もこういう形で海外戦略

ということで予算化もし、またこういうやり方を変

えて今やっていこうっていうことで、世界に発信し

ていこうと、大事なことなんですけど、今までやっ

てきたやり方と、それからやっぱりこれからはコロ

ナっていうもの、それからコロナとまた我々が想像

できないようなことが起き得る可能性があるので、

日本でもまだ解決できてない、海外ではもっと解決

できてない。これを、さあ、コロナが終息しました

から、どうぞ来てくださいというわけにもいかない

だろうというふうに思います。だから、何か今度ド

イツも来てくれることになってるんだけども、こう

いう感染っていうか安全っていうようなところも、

これから外国人だけじゃなくて日本人もそうなん

だけども、そういうところ辺を十分ＰＲっていうか

しながら、何でもかんでも来てくださいっていうこ

とではなくって、我々宿泊を担当する業界も今のし

っかりとした感染予防を今やってますけど、さらに

やりながらも安全性をうたっていくっていうこと

も大事なことなんかなと思うと、今までとはちょっ

と切り口を変えて、やっぱりインバウンド対策しな

きゃいけない。何がって私も今、具体的には持って

ないんだけど、そういうことをやっぱりこれから本

当にやっていかないと駄目なのではないのかなと

いうふうに、コロナのせい、コロナのおかげってい

うのはちょっと嫌だけど、そういうことの取組をひ

とつ、これは要望です。 

 また何かあれば、いろんな二世会と今の今度の戦

略も考えていこうとしてくれてるので、ぜひそうい

った形でいいものが生まれてくればまたいいのか

ないうふうに思っています。 

 それから、それは希望ですがいいです。 

 いいですか、続けた質問。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） アートセンター、トイレット

ペーパーのお金ぐらいもらえやっていう議員さん

もまだおんなるんだけど、さあ、市長はいつもただ

でいいんですと。ただでいいっていう言い方はあれ

なんだけど、世界にっていうことで、そうなんだけ

ど、さあさあ、これをずっと未来永劫このままの状

況で続けていくのがどうなのかなっていうふうに

思ったりもしてね。 

 あそこに来てる人たちとの城崎国際アートセン

ターってこうやってつけてもらってはいるんだけ

ども、現実、本当に城崎の地域の人との関わり合い

っていうのは一体どこまであるのかな。今、コロナ

のときだからあまり接触はしないほうがいいんだ

ろうけれども、でも、基本的には城崎の人も含めて、

地域の人たちも含めて、あそこに来てもらって滞在

してもらってる人たちが城崎の人間が十分ないわ

ゆる受入れが、受入れ側としてもいわゆる住民の一

人としての受入れができてるかどうかなっていう

とこら辺が、交流があまり最近、コロナの関係でな

いのは当たり前なんだけど、以前から気にしとった、

当初は結構皆さん興味本位でいろんな形で交流さ

れとったと思うが、なかなか今そうではないのかな

というところからいくと、もうちょっと何かあそこ

だけが別世界のような気がしてしようがないんだ

けど、私がそう思ってるのかどうか知らないけれど。

そういうことからいくと、今後のあそこのアートセ

ンターの経営を、経営という考え方でいくと、今み

たいにお金をただただ税金だけを投入していく、そ

してまたそこで世界にいろいろとＰＲしてもらう

ということが本当にどうなのかな、それだけでいい

のかなっていうようなことが、現実として結構成果

品として我々の目に耳に届いてこないので、なかな

かその辺がちょっと幾らたってもまだ実感として

こないものがあるんでと思うんだけど、その辺はい

かがですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 藤原参事。 

○大交流課参事（藤原 孝行） コロナの状況でなか

なか厳しいという状況についてはご指摘のとおり

でございます。それまでのと、それから開館、今６

年たってというので、あまり期間というのが短いの

で、長くないので、一部実績、数字的な検証ではな

くて感想的な部分も混じるかも分かりませんけど

も、あらかじめちょっとご容赦いただきたいんです

が、まず、滞在されている方のほうの立場で申し上
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げますと、地域の人、その人たちはクリエーション

をするというのが一番メインですけども、それが周

りの人に対してどう捉えられるのか、どう感じられ

るのかっていうふうなことが、やはり地域の方と関

わることで率直に耳に入ってくる。例えば面白くな

いとか、もう、あんたすごいな、すごい体が曲がる

なとかっていう声が直接入ってくるっていうこと。

それ自体が全体のクリエーションにすごく影響を

与えるっていうふうな感想を聞いております。それ

からさらに、城崎町民の方全てではないんですけど

も、リサーチに出かけた際には、別世界という先ほ

どおっしゃいましたが、なかなか自分から行こうと

いうふうなことがないけども、あっちから来てもら

って関わりができたということで、またアートセン

ターに行ってみるわっていう敷居がちょっと下が

るような、そういったこともリサーチの中で実際声

として出てきておるというふうな状況でございま

す。 

 その結果といいますか、滞在するのを無料という

ふうな話もございましたが、滞在の一番最後に地域

交流プログラムというのを設けておりまして、これ

は城崎の方だけではなくって、豊岡、あるいはほか

の地域からもお越しいただいても構わないんです

が、滞在製作の成果発表としての地域交流プログラ

ムというので地元の方、先ほど申し上げたようなこ

との総括として交流をやっている、そういうふうな

場を設けてるというのが今現状でございます。そう

いう議員さんおっしゃるように、なかなかその結果

というのが情報発信できてないというのは私ども

まだ力不足の部分はあろうかと思いますけども、そ

れはちょっと今後生かせていきたいなというふう

に思っております。 

 また、経営の立場で料金云々のこともおっしゃっ

たんですが、ちょっと私の独断で申し上げれません

ので、また内部でも協議は進めてまいりたいと思い

ますが、今の体制がまず１つは目の先の損をして後

で大きく得をするというふうな説明、これまでご説

明申し上げたこともございますが、もう一方の側面

で申し上げますと、滞在しているのは宿泊施設では

なくって、いわゆる寄宿舎としての現地確認申請の

ものがございます。つまりそれを料金をリネン費だ

とかそういうのを僅かでも取ってしまうと、実は旅

館業法っていう法律に引っかかるような側面もご

ざいまして、それを取るということは旅館業法の網

に引っかかって旅館業、つまり耐火設備をしっかり

しなければいけない、夜間も２４時間宿直員を置か

なければいけない、そのほかたくさんの新たな制限

があるんですが、本当僅か１００円でも２００円で

も取ってしまうとそういった、黙っとけば分からな

いとか、そういう問題もあるかも分かりませんが、

そういうことではなくって、やはり公の施設ですの

で、そういったこともきちんと対応していくとすれ

ば、ハード的な整備投資でのすごくかかってくるっ

ていう面もございます。 

 豊岡市として戦略的にあの施設を運営するとい

う面もございますし、法律的なそういった制限もご

ざいますので、なかなかちょっと取りにくいかな。

じゃあ、どうするのかということは、今後、アート

センターがどういうふうな方向に向いていくかと

いうことは一つ。それから今度は新たな団体ができ

る中で、そこと共同していく中で、新たな財源が見

つけることはできないかっていうふうなことも考

えております。それは今後ちょっとまた我々も検討

していきたいというふうに思っております。 

 前後いたしますが、最近の出来事として地域交流、

地域の皆さんと交流っていうのは一つ、城崎には今

あまりこだわってないっていったら叱られますけ

ども、これまでの城崎というのは取りあえずちょっ

と置いといて、ほかの地域に出向いていくこともこ

れから展開していこうというふうな戦略を立てて

おります。その中の一つとしては、せんだって３月

に竹野地域でまち歩きというイベントがあるんで、

それに我々の滞在アーティストも関わってブラタ

ケノというふうなイベントも関わってきたいうよ

うな中で、城崎の地域住民の方ではなくって、それ

以外の地域で地道に活動される方と連携を取って、

新たに城崎アートセンターの活動なりを周知、広め

ていくというふうな、そんな活動も今後もより強く
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展開していきたいなというふうに思っております。

以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 分かりました。でも、未来に

向かって、アートセンターというものがどういうふ

うにこれからやっていくんかっていう中で、また新

たな挑戦をしてもらって、あそこは単なるそういう

場所だけではなくて、ビジネスチャンスとかビジネ

スモデルみたいなものがあそこで生まれてきて、何

かあそこが本当に単体でも何とかやっていけれる

ような、少なくともやっていけれるようなことがや

っぱり起こってくるといいなというふうに思いま

すんで、その辺はまたいろいろと考えてよろしくお

願いしたい。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様、よろ

しいか。まだ時間がありますが。 

 質疑を打ち切ります。 

 続きまして、各振興局の説明を振興局ごとにお願

いいたします。 

 まず、城崎振興局と城崎温泉課から説明願います。 

 城崎振興局の地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） まず、

歳出から説明申し上げます。 

 ９１ページをご覧ください。ページ下のほうの基

金管理費でございます。このうち城崎地域振興課に

係る部分ですが、３行下にございます市債管理基金

積立金５３０万円のうち１８０万円で、こちらは城

崎夢花火事業費の６００万円、それの３０％相当額

でございます。 

 次に、１１３ページをご覧ください。上の説明欄

中頃になりますが、城崎振興局プロジェクト事業費

でございます。城崎振興局プロジェクトとしまして

は、桜や柳並木の整備、それから大谿川の太鼓橋及

びパラペットの美装化、そして夢花火事業への補助

金という３つの柱を持って推進をいたしておりま

す。そのうち５行下、補修工事費でございますが、

平成３０年度から実施しております太鼓橋４橋の

美装化は、本年をもちまして完了しまして、令和３

年度につきましては、本年度に引き続き大谿川沿い

のパラペットの美装化を進めていく予定で３６５

万８，０００円の事業費を計上いたしております。 

 続きまして、２４９ページをご覧ください。説明

欄の中頃、少し下の城崎観光施設管理費でございま

す。下から１０行目の整備工事費についてでござい

ますが、これは御所の湯ポケットパークにあります

池についてですが、池にはヘドロが堆積しておりま

して、その対策を行うもので５００万円を、また、

その下の補修工事費ですが、こちらは城崎温泉交流

センターさとの湯の高圧受電設備キュービクルの

経年劣化した部品の取替えを行うもので、１６７万

円を計上いたしております。 

 次に、２６３ページをご覧ください。上の囲み４

行目、雪害対策事業費でございます。このうち囲み

の下から４行目の設置工事費についてですが、こち

らは城崎町楽々浦地区に整備しております消雪設

備の水源の水量が減少したため、新たな水源を整備

するものでございます。事業は令和３年度から４年

度の２年間としまして、令和３年度には４５９万１，

０００円を計上しております。 

 歳出については以上になります。 

 続きまして、歳入ですが、７３ページをご覧くだ

さい。中央より下の囲みでございます。総務管理債

の上から５行目、地域振興事業債でございます。こ

ちらは先ほど説明いたしました大谿川のパラペッ

ト美装化に係るものでございます。 

 次に、７５ページをご覧ください。上から２つ目

の囲み、観光施設整備事業債の２行下、御所の湯ポ

ケットパークで先ほど説明いたしましたポケット

パークの再整備に係るものでございます。 

 同じページ、中央辺り、道路橋梁債の一番下、消

雪装置整備事業債でございます。こちらは楽々浦地

区の消雪設備の改修に係るもので、このうち４５０

万円が城崎振興局分になります。 

 続きまして、７７ページをご覧ください。上から

４つ目の枠、過疎対策事業債の過疎地域自立促進特

別事業分でございますが、先ほど説明申し上げまし

た城崎夢花火事業と、あと指定管理料、城崎文芸館

の分になりますが、その指定管理料に係るもので、
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合わせて１，０００万円が城崎振興局分でございま

す。 

 歳入については以上となります。 

 地方債ですが、地方債は歳入で説明させていただ

いたものと内容が重複しますので、割愛させていた

だきます。以上となります。 

○分科会長（福田 嗣久） 続いて、城崎温泉課の植

田課長。 

○城崎温泉課長（植田 教夫） よろしくお願いいた

します。 

 それでは、資料の２３７ページをご覧ください。

私のほうからご説明させていただきますものは、上

の段の一番下のところでございます。城崎町湯島財

産区特別会計繰出金で３，０００万円を計上させて

いただいております。これは入湯税の一部を活用し、

泉源の涵養に資するものということで繰り出すも

のでございます。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 以上ですね、もうよろし

いか。 

 それでは、質疑はございませんか。よろしいです

ね。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 続きましては、竹野振興局の説明を願います。 

 竹野振興局地域振興課、榎本課長。 

○竹野振興局地域振興課長（榎本 啓一） 歳出のほ

うから説明をさせていただきます。 

 １１５ページをご覧ください。説明欄一番上、竹

野振興局プロジェクト事業費です。修繕料の３００

万４，０００円は、振興局管内の市道、水路等の修

繕料です。 

 その下のほう、プロジェクションマッピング事業

３７６万円は、竹野川湊館で障子やふすまをスクリ

ーンとした竹野の資源を盛り込んだ映像を映し出

し、夏の観光客、市民、盆の帰省者に鑑賞いただく

ため、今年の７月末から８月中旬までの期間で行う

予定としております。 

 その下、補助金の地域情報発信事業は、竹野の情

報を効果的に宣伝するため、マスコミなどへの情報

提供や観光パンフレット作成などの活動について、

事業主体であるたけの観光協会に補助するもので

す。 

 補助事業の一番下の竹野焼杉板景観保全事業は、

竹野駅から竹野浜間を対象地域として、家屋の外壁

に焼杉板を使用される際に、材料費の３分の１を補

助するものです。その他の補助事業につきましては、

竹野の知名度向上及び地域経済活性化のため行わ

れる事業に補助するもので、事業主体は事業を主催

する実行委員会及びたけの観光協会です。 

 続きまして、その下、川湊再生プロジェクト事業

ですが、今年度はコロナ禍の中、思うような活動が

できませんでしたが、２０２１年度は核となる竹野

港海町マーケットの開催場所を今までの漁協竹野

支所より広い河口の駐車場や河川敷などで行うこ

とにより、規模の拡大を図ります。報償金と費用弁

償は、豊岡市の政策アドバイザーの臼井さんに事業

開始当初からアドバイザーとして意見をいただい

ており、２０２１年度も引き続きアドバイスをいた

だくための費用です。 

 続きまして、２４７ページをご覧ください。上か

ら９行目、竹野北前館管理費です。修繕料の３００

万円は、温泉機器の部品交換及び排煙窓、防火シャ

ッターの修繕など、安全上必要な費用を計上してお

ります。その他、主なものとしては、指定管理料９

１０万円を計上しております。 

 続きまして、その下、竹野川湊館管理費です。竹

野川湊館は現在の住吉屋歴史資料館を来年度４月

から名称変更するもので、竹野川湊館管理費の主な

ものは、指定管理料の３２８万６，０００円と仲田

光成記念館の展示室の改修と書の貯蔵室を設ける

ため、委託料１８９万円と整備工事費１，１３０万

円を計上しております。 

 歳出については以上です。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ６７ページをご覧ください。上から１５行目、仲

田光成氏作品貸付事務手数料は、仲田光成氏の作品

の貸出しの際に頂く手数料です。 

 続きまして、６９ページです。上から１０行目、

参加者負担金のイベント等入場料３３万６，０００
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円は、竹野川湊館で開催しますプロジェクションマ

ッピング事業の入場料です。 

 続きまして、７５ページをご覧ください。上から

６行目、観光施設整備事業債の竹野川湊館１，３１

０万円は、竹野川湊館の改修費用として計上してお

ります。 

 続きまして、７７ページです。説明欄の一番下、

過疎対策事業債１億４，５１０万円のうち竹野振興

局分として２，３９０万円を計上しております。 

 歳入については以上です。 

 地方債につきましては、歳入で説明させていただ

きました内容とかぶりますので、省略させていただ

きます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 私の記憶が間違ってんだろう

なと思いながら聞いたんですが、１１５ページの花

火大会の件なんですが、去年、おとどしだったんか

な、から花火大会については豊岡を残して竹野は残

さないと、しないというようなことがあったと違う

んかなと思って、なぜ竹野をやめるんやと。むしろ

竹野を残して豊岡をやめたほうが花火大会として

はすばらしいなと僕は思っておったんでね、個人的

には。予算上、これ出てきたから、一旦消したのを

復活させたんかなと思って、これはもうええ予算で

すよて評価をしながら聞いたんですが、去年はコロ

ナで、そんな経過はなかったですか、私の記憶間違

いかな。 

○分科会長（福田 嗣久） 榎本課長。 

○竹野振興局地域振興課長（榎本 啓一） 花火大会

についてですけど、まず、昨年度なくなりましたの

は、コロナというよりも東京オリンピックの関係で

警備員がそちらのほうに取られて花火大会の警備

が十分できないいうこともありまして、コロナに関

係なく中止が決定しておりました。また、来年度以

降なんですけども、特に竹野がなくなるというよう

な話は私のほうは今までから聞いておりませんで

した。継続して来年度以降についてもやりたいなと

思っております。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 去年がコロナの前にオリンピ

ックの関係で警備員ができないので豊岡は残すけ

ども竹野はやめるということだったっけな、去年は。

分かりました。しっかりいいものは残していきまし

ょう。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はいはい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかございませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 続いて、日高振興局地域振興課、吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） まず、

歳出について説明します。 

 １１７ページをご覧ください。説明欄の上の枠の

真ん中辺り、日高振興局プロジェクト事業費１，０

０２万７，０００円について主なものを説明します。 

 報奨金について５６万円を計上しております。内

訳については、日高東中学校と西中学校で開催を予

定しております日高地域の先輩に学ぶ授業の講師

謝礼８万円と道の駅の機能強化事業に係る専門家

謝礼４８万円です。 

 少し下の整備工事費について５００万円を計上

しております。道の駅神鍋高原の隣接地に立地され

る民間ホテル宿泊施設を支援するため、来年度は道

路舗装復旧工事を予定しております。なお、今年度

計画しております上下水道管布設工事と消火栓の

設置工事については、新型コロナウイルスの影響で

民間事業者のスケジュールが遅れたことによりま

して、本工事の着工も遅れ、繰越明許に係る補正予

算を今議会に提出しております。その工事について

は、４月末に完了する予定です。 

 その下の補助金について１０万円を計上してお

ります。日高地域文化芸術によるまちづくり事業と

して、江原駅のイベント広場で地元が主体となって

開催する文化芸術を活用した市民参加型のイベン

トに対し補助を予定しております。 

 次に、１２５ページをご覧ください。説明欄の上
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段、電源立地地域対策交付金事業費について、例年

と同額の４６０万円を計上しております。これは発

電用施設周辺の地域を中心に道路や水路補修工事

等を行うもので、電源立地地域対策事業費交付金４

４０万円を財源としております。 

 続いて、２４３ページをご覧ください。観光事業

費です。説明欄の下段辺りの補助金、日高夏まつり

事業費について１００万円を計上しております。 

 続いて、２４７ページをご覧ください。観光施設

管理費です。説明欄の真ん中より下辺りの神鍋温泉

ゆとろぎ管理費の修繕料について、４８万５，００

０円を計上しております。受水槽の補修工事を予定

しております。 

 その下の道の駅「神鍋高原」管理費の修繕料９０

万３，０００円のうち、６７万３，０００円につい

ては高圧受電設備等の修繕を予定しております。 

 その下の湯の原温泉オートキャンプ場管理費の

修繕料について、３００万円を計上しております。

高圧受電設備等の改修を予定しております。 

 その下の神鍋高原キャンプ場管理費の修繕料に

ついて、９４万３，０００円を計上しております。

管理棟のデッキ修繕と場内の危険木の伐採工事を

予定しております。 

 続いて、２７３ページをご覧ください。説明欄の

下段辺りの日高駐車場管理費の修繕料について、４

１万円のうち２５万円については駐車場精算機の

テント屋根の修繕を予定しております。 

 その他歳出については、昨年度と大きな変更はあ

りません。歳出は以上です。 

 続いて、歳入について説明します。３１ページを

ご覧ください。説明欄４枠目の４行目、江原駅周辺

駐車場４５０万円が日高振興局の計上分です。 

 次に、４５ページをご覧ください。説明欄の２枠

目の１行目、電源立地地域対策事業費交付金４４０

万円ですが、先ほど歳出で電源立地地域対策交付金

事業費の財源として説明させていただいたもので

す。 

 次に、５５ページをご覧ください。２段目のひょ

うご地域創生交付金のうち、１７５万円が日高振興

局プロジェクト事業費への充当分です。その他歳入

については、昨年度と大きな変更はございません。

以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） １つだけ教えてください。こ

こだけなのかな、電源立地地域対策事業費あるいは

交付金、これはどこの電源で入ってくる、発電施設

があって入ってくるんでしょ、どこの発電施設のこ

と。 

○分科会長（福田 嗣久） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 電源立

地交付金の事業については、この対象については水

力発電の施設ということで、羽尻と石井と岩中と名

色地区にそれぞれ水力発電設備がありまして、その

事業に対する交付金を国、県を通じていただいてい

るものです。 

○委員（村岡 峰男） もう一回言って。羽尻、石井、

名色……。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 水力発

電施設については、羽尻、名色、石井、岩中にそれ

ぞれございます。あと、すみません、追加して道場

もございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員、よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） その５か所あるんですが、こ

れはずっと以前からある、いわゆる関西電力が持っ

ておる発電所が日高地域に立地をしておるから、交

付金が入るという仕組みですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 委員お

っしゃるとおりです。 

○委員（村岡 峰男） はい、分かりました。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員、よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい、結構です。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様、ござ

いますか。 

 どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 湯の原温泉のオートキャンプ
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場で、さっきキュービクルが３００万円ほど、高圧

のあれなんだけど、キャンプ場とあの温泉施設と、

全て合わせて今、キュービクルが要るということで

すか。キュービクルっていったら、５０キロ以上が

大体キュービクルの対象になるんだけども、今多分

そういう対象になっていると思うんだけど、そんな

に多いんかなと、私はちょっと認識ができてないん

でごめんなさい。 

○分科会長（福田 嗣久） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 湯の原

温泉オートキャンプ場については、温泉施設がござ

います。また、それ以外にもコテージ１３棟ござい

ます。キャンプサイトについては６０区画ほどござ

いまして、１日の最大キャパシティーが６００人か

ら７００人程度の施設になっておりまして、かなり

大きな施設になっておりますので、電気容量もそれ

なりに必要な施設になっております。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） 分かりました。いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃ、ほかの皆さん、

よろしいか。 

 質疑を打ち切ります。 

 続いて、出石振興局地域振興課、川﨑参事、どう

ぞ。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 主な事

業を説明させていただきます。１１９ページをご覧

ください。上の段の上から９行目のところにありま

す出石振興局プロジェクト事業です。事業費といた

しましては５９８万３，０００円を計上しておりま

す。そのうち修繕料につきましては、道路、水路等

の区内環境整備事業などとしまして、地域の要望に

対応するため３３８万３，０００円を計上しており

ます。 

 その下の補助金は、出石お城まつり事業費です。

出石地域の伝統的なイベントであり、第５０回の出

石お城まつりを支援するもので、城下町出石観光の

発展や地域の活性化に寄与するものとして２５０

万円を計上しております。 

 次に、２４９ページをご覧ください。中ほどの少

し上のところにあります観光施設管理費です。７７

０万４，０００円のうち、出石振興局分は３９０万

４，０００円になります。これは４か所の観光トイ

レの維持管理費を計上しております。 

 次に、２７５ページをご覧ください。上のくくり

になります、上の段の上から５行目になります出石

駐車場管理費でございます。西の丸、鉄砲町、庁舎

南側駐車場の市営駐車場の運営費に係る委託料と、

繁忙期の交通誘導員等を管理費として１，６１７万

３，０００円を計上しております。 

 次に、３５５ページをご覧ください。上から２つ

目のくくりになります土地取得費です。土地開発基

金所有土地の買戻しとして７，１９７万１，０００

円のうち、出石振興局分は７，２４７平米の２，２

８２万９，０００円になります。これは健康保養公

園整備事業用地を買い戻しするもので、株式会社キ

リンジさんへグランピング施設用地として貸し出

そうとするものです。 

 続きまして、歳入になります。３１ページをご覧

ください。上から４段目の２行目の駐車場使用料で

ございます。出石西の丸駐車場５０１万６，０００

円、出石駐車場南側駐車場６６０万４，０００円、

その下になります出石鉄砲駐車場９７０万８，００

０円を計上しております。 

 次に、５７ページをご覧ください。上から２枠目

の１段目の土地貸付収入でございます。２，２３２

万２，０００円のうち、出石振興局分は２４７万９，

０００円を計上しております。これはキリンジさん

へグランピング用地として貸付けを行っている、行

うものです。 

 出石振興局からは、以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 先ほどキリンジさんのほうの

グランピングということであったんですが、その内

容についてではなくて、現在、コロナ禍の関係でグ

ランピングとか、何か開設されてないという状況が

続いているんでしょうか、ちょっと確認します。 
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○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 施設と

しましては、１２月の１８日ぐらいに１回施設の改

修予定ということで、冬季休業に入られまして、今

度それの施設の改修も終わって、緊急事態宣言のほ

うの解除のほうも併せて、３月６日より営業をされ

ております。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） はい、分かりました。それで

結構です。ありがとうございました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいですか。ほかの

皆さん、ありますか。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） いつもちょっと不思議という

か、気にはしとるんだけども、出石の駐車場、今の

中央駐車場って、あそこのど真ん中にあるのはまち

づくり会社が運営していると思うんだけど、あとは

ここにある西の丸と庁舎の南側と鉄砲町、鉄砲町は

大きいとこだけど、あれは市営になっているんだよ

ね。このプラマイ考えていくとどうなのかというと

こら辺あるんだけども、まち会社がみんなやっても

らったほうが、僕は民間委託したほうがいいような

気がするんだけど、それはそういう話はお互いから

ないんですか。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○出石振興局長（村上 忠夫） そういった話はない

ことはないです。今ちょうど出石の交通環境改善の

調査をしていますけども、その結果あるいはそのデ

ータ分析なんかも踏まえて、その関係団体、これは

まちづくり公社だけではなくて、観光協会あるいは

商工会の出石支部なんかも含めて、今後出石のまち

の中の在り方をどうするんだというような検討を

今後加えていく予定にしております。その中で、そ

ういった意見が強いということであれば今後検討

していくというようなことになろうかと思います。

以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） ここには城崎もあって、城崎

も交通環境の今やっていますね。実績も上がってき

ました。いろいろと反響あるんだけども、出石も同

じことですよね、今のを見とったら。だからそうい

う意味で複合的に考えていくならば、やっぱり官が

するんじゃなくて、民に任せるとこは民に任せて、

僕はやっぱりそうあるべきだというふうに思いま

す。まちづくり会社も、それで損するんだったら誰

もせえへんけど、決して損はしないというふうに私

は思っているので、だからそれはやっぱりもう民に

任せたほうが私はよりよい利用の仕方と、それから

そういうところにもう官が介入することのないよ

うなことのあったほうが私はいいと思います。それ

は前向きに取り組んでもらいたいというふうに思

います。 

 それから、もう一つ、ここには出てないんだけど、

足田さんの質問だったかな、伝建地区の関係がある

んだけど、豊岡も、大きな火災があったですね。城

崎も大きな火災がありました。出石の場合は伝建地

区という指定を受けていますけども、だから相当い

ろいろといろんなまちづくりをやっているんだけ

ど、一番気になるのは、やっぱり火災があったとき

が一番気になる。これは課題だと思うんだけど、こ

れからまちを守るためにどうあるべきかというと

こら辺を、消防との取組もあるんだろうけども、そ

の辺を十分これから考えていかないと、水利も出石

のまちは非常に厳しいところです、まち内は。だか

らちょっとその辺でいくと、これからそういうとこ

ろも十分振興局として配慮して、これは都市整備と

も関係が出てくるんだろうと、防災課のほうと連携

をして、私はそれを取組をしておかないと、大きな

火災が発生したときに出石は今、状況としてはなか

なかこれ大変なことではないのかなというふうに

思いますんで、ひとつその取組もこれから検討をし

ていくようにしたらどうでしょうか。意見ですけど、

どうぞ何か、局長どうぞ。 

○分科会長（福田 嗣久） 村上局長。 

○出石振興局長（村上 忠夫） ありがとうございま

す。そういった火災に対する脆弱性といいますか、

これはもっとも防災を考える中で出石の最大の課

題だと思っています。これ以外に風水害だとか、地
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震災害ということも含めて、今まさにその調査、分

析を行っているところです。そういった調査結果な

んかも踏まえて、今後出石の伝建地区としてどうい

った対応というか、実効性のある取組といいますか、

継続的な取組、そういったことにつなげていく、ま

さにその計画をつくっているということですので、

今いただいたご意見等も十分に参考にしながら進

めたいというふうに考えています。以上です。 

○委員（椿野 仁司） 足田委員の代弁させてもらっ

とるんだけど。 

○委員（足田 仁司） ありがとうございます。 

○分科会長（福田 嗣久） もうよろしいか。 

○委員（椿野 仁司） よろしいよ。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかよろしいか。 

 質疑を打ち切ります。 

 次は、但東振興局地域振興課の小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 主な歳

出予算について説明いたします。 

 まず、１２１ページ、上から１３行目、但東振興

局プロジェクト事業費です。修繕料は、振興局地域

内の道路、水路等や移住促進住宅の修繕に関わる費

用です。その他は、若い世帯を中心とした移住促進

や交流人口拡大など、但東地域で暮らす魅力を高め

ていくため、移住促進住宅の適切な維持管理や教育

民泊の費用を計上しています。 

 次に、２２９ページ、中ほど、但東そば乾燥調製

貯蔵施設管理費です。そば乾燥調製貯蔵施設の太陽

乾燥機や風選別機などの設備修繕として２４０万

円を計上しています。 

 次に、２３１ページ、中ほどより少し下です。治

山事業費です。シルク温泉やまびこの山腹崩壊の復

旧のため、投資委託料として１，７００万円を計上

しています。これは進入路のり面、施設東側及び南

側のり面において調査、測量、設計業務を実施し、

対策、工法を検討するものです。 

 次に、２４９ページ、１行目です。但東シルク温

泉やまびこ管理費です。自動火災報知設備設置及び

空調設備の更新のための投資委託料として１１７

万円、整備工事費９８５万９，０００円を計上して

います。また、土地開発基金が保有している土地の

買戻し費として１，９８３万円を計上しています。

なお、買戻しの財源は豊岡市土地開発公社の精算金

を充てることとしています。 

 次に、２５１ページ中ほどです。但東観光施設管

理費です。但東チューリップまつり開催事業費とし

て、昨年と同額の４００万円を計上しております。 

 次に、主な歳入についてご説明いたします。３１

ページ中ほどです。移住促進住宅使用料といたしま

して３３６万円を計上いたしております。これは市

営中山向町移住促進住宅と、豊岡市営赤野移住促進

住宅の住宅使用料です。 

 次に、７３ページ中ほどです。精算金です。豊岡

市土地開発公社精算金のうち、１，９８３万円を但

東シルク温泉やまびこ管理費に充当しております。 

 次に、７５ページ１行目、治山事業債です。林地

崩壊対策事業のうち１，７００万円は、シルク温泉

やまびこの山腹崩壊の復旧のための調査測量設計

業務分として計上しております。その下、観光施設

整備事業債です。但東シルク温泉やまびこ７７０万

円は、空調設備の更新のための設備工事費として計

上いたしております。 

 次に、地方債について説明いたします。１０ペー

ジ、下から１２行目です。治山事業費、また観光施

設設備事業債につきましては、先ほど歳入でご説明

した内容と同じです。 

 以上で説明を終わります。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 それでは、環境経済部、各振興局の職員の方は退

席いただいて結構でございます。大変長時間ご苦労

さまでございました。 

 それでは、分科会を暫時休憩いたします。再開は

午後１時。 

午前１１時５０分 分科会休憩 

──────────────────── 
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午後 ０時５９分 分科会再開 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、建設経済分科

会を再開させていただきます。 

 次は、コウノトリ共生部に関する審査であります。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔に説明をい

ただきたいと思います。 

 順番につきましては、歳出、歳入、債務負担行為、

地方債の順にお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は、説明が終わった後に課ごとに行いたいと

思います。 

 それでは、まず農林水産課から説明を願います。 

 農林水産課長、柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 私のほうから農林水

産課の当初予算を説明をさせていただきますけれ

ども、先ほど委員長からもありましたように、新規

計上されたもの、大きな方針変更があったものなど、

重要事項を中心に説明をさせていただいて、そのほ

かのものは割愛をさせていただきますので、よろし

くお願いをいたします。 

 まず、歳出でございます。９３ページをご覧くだ

さい。よろしいですか。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 説明欄の上から７行

目でございます。基金管理費のうち森林環境基金積

立金でございます。歳入の森林環境譲与税６，３１

１万６，０００円のうち、３，０９１万３，０００

円を新年度は積立てをするというふうにしており

ます。 

 続きまして、９７ページをご覧ください。下の囲

みでございます。地域おこし協力隊推進事業費は、

内数で農林水産課分としては１，４１０万円、これ

は隊員３名分を計上しております。本年度からの継

続の方が２名、４月からの新規の方が１名です。１

人当たりの経費としましては、給与分が２７０万円、

活動費分が２００万円ということで予定をしてお

ります。 

 続きまして、１３７ページをご覧ください。次に、

地方創生推進事業として４つの事業を説明します。 

 まず、１３７ページ、一番下の項目、コウノトリ

育むお米ブランド化推進事業費は４７６万２，００

０円を計上しています。継続して海外への販売を進

めるため、新年度はアメリカ、オーストラリア、香

港に的を絞り、プロモーション等を行います。現地

への出張旅費、出展負担金が主な支出となります。 

 続きまして、１３９ページをご覧ください。一番

上の項目、新規就農総合支援事業費２，４１４万１，

０００円では、補助金により農業用機械の整備など

初期投資費用の一部を支援し、次の豊岡農業スクー

ル開校事業費９７７万４，０００円では、就農意欲

のある者へ生産技術等の研修を委託で行うもので

あり、ともに新規就農を支援する事業として新年度

も継続をいたします。 

 次のスマート農業推進事業費５６万５，０００円

では、水田センサー６０本を予定しておりますけど

も、活用して水管理、水位、水温及び地温のデータ

を収集をしまして、可視化をしながら近年の高温障

害による品質低下への対策につなげたいというふ

うに思っております。 

 続きまして、２１９ページをご覧ください。ここ

から農林水産業費になります。下の囲みの農業振興

費１，９１３万７，０００円のうち、補助金の強い

農業担い手づくり総合支援事業費１１０万円は、畑

営農組合の田植機の整備を支援するものでござい

ます。 

 次の特産物集出荷施設整備事業費は、１，１９７

万円でございますけれども、ＪＡたじまへ交付する

もので、ピーマン選果場の整備に係るものでござい

ます。これは八鹿町宿南にある現在の施設が手狭に

なったことから、但東町にある旧ライスセンターを

改修し、施設の増強を図るものでございます。２０

２１年度は実施設計、２２年度には施設改修、設備

導入を行うという計画でございます。国の農山漁村

振興交付金と県の支援を受けて実施をされますが、

市を通じて交付することとなるため、２０２１年度
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は実施設計に係る支援分を予算計上するものでご

ざいます。 

 また、その次でございますけれども、利子補給金

２２１ページになりますが、美しい村づくり資金６

万円は、新型コロナウイルスの影響により借入れを

された方に対しての利子補給ということになりま

す。 

 続きまして、２２１ページをご覧ください。上か

ら２つ目の項目、有害鳥獣駆除対策事業費１億１，

２１９万８，０００円、次の鳥獣被害防止緊急対策

事業費７，８００万８，０００円では、引き続き有

害鳥獣対策を強力に推進をします。駆除では、第３

期シカ有害被害撲滅大作戦による年間捕獲頭数６，

５００頭の目標を掲げ、従来の取組に加えまして、

林道等を移動しての流し撃ち部隊による活動を促

進をさせていきたいというふうに思っております。

防除では、豊岡市野生動物被害対策推進協議会を通

じまして、金網柵、ワイヤーメッシュ柵を７集落で、

延長２．２キロの設置を支援をいたします。 

 続きまして、日本型直接支払い制度の３事業にな

ります。継続しての支援でございます。そのページ

の下から２つ目でございます。条件不利地の生産活

動を支援する中山間地域等直接支払い事業費は４，

７０６万９，０００円を計上し、本年度から始まっ

た第５期の取組地域３９地区に支援をいたします。 

 次の農地維持共同活動を推進する多面的機能支

払い事業費は、２億４，９６３万９，０００円を計

上し、共同活動で１２２組織、施設の長寿命化で９

０組織に支援するものでございます。 

 続きまして、２２３ページをご覧ください。一番

上の項目、地球温暖化防止や生物多様性保全を推進

する環境保全型農業直接支払い事業費は４，８６５

万円を計上し、本年度実績程度を見込んで支援を行

いたいと思っております。 

 またその次、下でございます。コウノトリ育む農

法推進事業費３４７万６，０００円では、新しいも

のとしましては、業務委託料のコウノトリ育む農法

拡大アドバイザリー業務を上げております。コウノ

トリ育む農法に取り組む面積が今年度減少したこ

とから、その原因を明らかにし、生産の課題等を整

理するため、コンサルタントに関わってもらいなが

ら今後の施策の検討を行いたいと考えております。

その経費として、業務委託料のうち２７５万円を予

定をしております。 

 次は、その下、人・農地プラン推進事業費です。

２，６２４万５，０００円を計上しております。農

地中間管理機構に農地を一定割合以上貸し付けら

れた場合に協力金等を交付するもので、新年度は５

地域で２万７００アールを見込んでおります。 

 次は、２つ下の項目、豊岡市農業ビジョン推進事

業費５９０万２，０００円です。昨年度末に策定し

ました農業ビジョンの取組を具体化し推進するた

め、農業ビジョン推進委員会を設置して進めてまい

ります。特徴的な事業として、美しい農村と銘打っ

て、農村の優れた景観の創出・維持を行うモデル地

区の取組を２か所で展開をしていきます。予算額は

２か所分で１４８万円、報償費４８万円と補助金１

００万円ということになりますけれども、予定をさ

せていただいて、モデル地区は公募で選定をさせて

いただきたいと考えております。取組地区にはどの

ような取組をするのか、まずは計画づくりをしてい

ただきますので、その支援としてアドバイザーの派

遣、検討のための経費支援を行いたいと思っており

ます。美しい景観はもとより、イメージとして再生

可能エネルギーの徹底した利用、生き物との共生、

農家レストランの経営など、豊岡市農業ビジョンに

掲げるグッドローカル農業の具現化を突き抜けた

形で現していきたいというふうに考えております。

次年度以降は計画に沿って具体的な支援を行う予

定です。これら農業ビジョンの推進に当たり、総務

省の地域おこし企業人交流プログラムを活用し、外

部人材を１名配置する予定でおります。その負担金

として３６９万９，０００円を計上しております。

また、課内の組織を改編し、グッドローカル農業推

進室を設置して体制を整えます。 

 続きまして、２２５ページでございます。上から

２つ目の項目、農業用施設管理費１億４，５６３万

２，０００円です。新規のものとしましては、投資
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委託料２，２２５万円になります。防災・減災の対

応として今年度から開始する事業として、ため池の

廃止に係る設計６５０万円、清滝地区農免農道での

ブロック積み擁壁部の安全対策に係る詳細設計１，

１００万円、田鶴野排水路改修に係る事業計画策定

に４７５万円を予定しております。また、補修工事

費４，０５０万円のうち、岩井地区の最終処分場関

連の地元対応として１，０５０万円を計上し、用排

水路の堆積土砂の撤去、農道舗装・補修を行う予定

です。 

 その下、基盤整備促進事業費６，６６４万９，０

００円です。ここでは農道橋の耐震化・長寿命化の

事業、水路の長寿命化事業、農地整備事業を継続し

て上げております。中でも内町地区の圃場整備事業

につきましては、投資委託料３，２２０万円を含め、

３，３５８万８，０００円を計上し、新年度は詳細

設計、換地業務などを行う予定にしており、事業を

進めてまいります。この圃場整備事業は、県営事業

による施行となるものですが、受益面積が１４．３

ヘクタールと、２０ヘクタールを下回るため、県の

方針により市が受託事業として行うものでござい

ます。 

 続きまして、２２７ページ、一番下の項目でござ

います。ポンプ場管理費です。８９１万６，０００

円のうち、新規のものとしては２２９ページの７行

目にございます投資委託料２６０万円があります。

一日市排水機場改修事業として、施設の長寿命化の

ための改修に係る事業計画を策定をしてまいりま

す。 

 ２３１ページをご覧ください。次は林業関係です。

下の囲みの真ん中辺り、治山事業費です。３，５８

６万４，０００円のうち、農林水産課分は１，８８

６万４，０００円で、城崎町上山、出石町伊豆での

事業を予定をしております。 

 続いて、２３３ページをご覧ください。上から３

つ目の項目、森林環境整備事業費２，５９８万７，

０００円です。ここでは森林環境譲与税を活用した

森林環境整備の取組を進めます。業務委託料として、

まず、豊岡市林業ビジョンの策定に向けての検討に

際し、検討委員会運営業務に４３０万円、森林整備

のための基礎データ更新等調査業務、森林台帳の所

有者情報でありますとか、地番図の整備に対しまし

て１，６２８万４，０００円、計２，０５８万４，

０００円を計上しております。また、補助金では、

作業道の補修や緊急度の高い危険木の伐採など、比

較的小規模な課題に対応するために、森林環境保全

対策事業補助金を創設をし、地元の課題解決の支援

を行いたいと考えております。予算は５００万円を

計上し、補助率３分の２、上限１３０万円で実施を

したいというふうに思っております。 

 次は、下の囲み、森林公園管理費７５８万６，０

００円です。このうち奈佐森林公園につきましては、

１２月議会で指定管理者の指定を承認いただきま

した。奈佐地区内の有志により設立された組織、奈

佐森林公園管理委員会に管理をお願いすることと

して、運営委託料に指定管理料３００万円を計上し

ております。管理は２０２１年度から３年間を予定

をしております。 

 続いて、２３５ページをご覧ください。水産業費

になります。下の囲みの一番目、水産振興事業費１，

２１５万２，０００円です。このうちの補助金、一

番下の水産業振興支援対策事業費は、但馬漁協協同

組合の津居山港水産基盤再編更新計画検討業務に

支援をさせていただくものでございます。利子補給

金では、新型コロナウイルスの影響により、豊かな

海づくり資金を借りられた事業者の支援として利

子補給を行うもので、漁業近代化資金１０４万円の

うち、８１万９，０００円を予定をしております。 

 その下、並型魚礁設置事業費３，０１１万円です。

漁村再生計画に基づき漁場整備を進めているもの

で、新年度は津居山沖に鋼製魚礁１基、コンクリー

トの角型魚礁３４個設置をする予定にしておりま

す。 

 続きまして、歳入のほうに移ります。２１ページ

をご覧ください。歳出で説明しました事業の中から

ポイントになるものについて説明をさせていただ

きます。 

 一番下、森林環境譲与税は、本年度と同額の６，
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３１１万６，０００円を予定しております。段階的

に引き上げられて、豊岡市では最終的に１億円程度

の歳入となる見通しでございます。 

 続きまして、４１ページをご覧ください。上の囲

みの下から３段目、地方創生推進交付金です。農林

水産課分は内数として７５５万円です。コウノトリ

育むお米ブランド化推進事業分として２３８万１，

０００円、豊岡農業スクール開校事業費分として４

８８万７，０００円、スマート農業推進事業費分と

して２８万円に充当させていただきます。 

 続きまして、５１ページをご覧ください。県補助

金です。まず、真ん中辺り、農村地域防災減災事業

費補助金７３５万円は、田鶴野排水路改修に係る事

業計画策定、一日市排水機場修繕計画策定に係るも

ので１０分の１０の補助となります。 

 その下、７つ目になりますけれども、農業水路等

長寿命化防災減災事業費補助金５，３８６万円は、

清滝地区農免農道の安全対策詳細設計、神美トンネ

ルの照明施設の更新工事、ＬＥＤ化でございますけ

れども、それとため池廃止詳細設計に係るものでご

ざいます。 

 その下、強い農業担い手づくり総合支援交付金１

１０万円は、畑営農組合の田植機の整備に係るもの、

その下の農山漁村振興交付金１，１９７万円は、Ｊ

Ａたじまのピーマン選果場の整備に係るものでご

ざいます。 

 続きまして、５５ページをご覧ください。下から

６段目の囲み、基盤整備促進事業委託金３，０２６

万８，０００円は、内町地区の圃場整備に係るもの

でございます。 

 続いて、６１ページをご覧ください。真ん中の囲

みの下から４段目の地域振興基金繰入金ですが、農

林水産課分は内数として３，０００万円でございま

す。環境保全型農業直接支払い事業費をはじめ、計

６事業に充当するというふうなことでございます。 

 続きまして、７３ページをご覧ください。市債で

ございます。一番下の項目、土地改良事業債は、合

計９事業を上げておりまして、８，１３０万円を計

上しております。 

 ７５ページに移っていただきまして、一番上の項

目でございます。治山事業債は２，３１０万円の内

数として、農林水産課分は６１０万円を起債をする

予定にしております。 

 続きまして、９ページ、債務負担のほうに移りま

す。上から２番目、農業経営基盤強化資金利子補給

事業の令和３年度事業分として計上しているのが

農林水産課分になります。 

 続きまして、１０ページをご覧ください。地方債

になります。上から１３行目、ちょうど真ん中より

少し上でございますけれども、土地改良事業債、そ

の下の１０個下でございますけれども、治山事業債

は、先ほど歳入の市債で説明したものになります。 

 以上で農林水産課所管分の説明を終わります。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は以上で終わりまし

たけれども、質疑はいかがでしょうか。よろしいか。 

 清水副委員長。 

○委員（清水  寛） すみません、ちょっと１点だ

け。スマート農業に関してなんですけども、今のと

ころ豊岡市では、いわゆる水温管理についてのもの

はセンサー管理でということがずっとあるんです

けども、そのほかの部分でのスマート農業といいま

すか、そういう取組というのは、検討のほうという

のはどんな状況なんでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 一応水田水温管理の

部分を中心的にやっておりますけども、広く言われ

ておりますのは、草刈り機の自動のものであったり

というようなものも出ておりますので、特に今、中

山間地域の疲弊が進んでいるというふうな中で、作

業量の低減とか、労力の省力化というふうな部分で

は、そういったことも必要だというふうに思ってお

ります。ただ、経費的なものを考えますと、なかな

かすぐに導入というところまでいきませんので、そ

ういったものにつきましては状況も見ながら、ある

いは広域でするとかいうような手法も考え合わせ

る中で取り組めるような状況になれば、進めていき

たいというふうには思っております。 

○分科会長（福田 嗣久） 清水副委員長。 
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○委員（清水  寛） かなり農業の場合は、草刈り

のウエートというのが高いというのはよくお聞き

しますし、様々な機器が出ているとも思います。市

内でもドローンの活用というのがしばしば見られ

るんですけども、そういったところも併せてＰＲを

していくとか、今新しい取組だけではなくて、既存

でこういうのが出ていますよというのを紹介され

ていくなど、そういうのに対しての導入の補助金な

どもあってもいいのかもしれないんですけども、や

はりどんどん新しく取組を紹介していく中で、豊岡

らしい環境に配慮した、しかも省力化したようなも

のというのをどんどん進めていっていただきたい

と思いますので、これは要望としてなんですけども、

しっかり取り組んでもらいたいと思います。以上で

す。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかございませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと言われたことの確認

なんですけど、コウノトリ育む米の、要は作られて

いる面積が減少しているということで、本年度何か

調査をされるということでよろしいでしょうか、ま

ず１点です。 

○分科会長（福田 嗣久） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 面積がこれまで上が

ってきてはおって、最近はちょっと鈍化しておりま

したけども、ここに来てちょっと下降の曲線に入り

ました。まずはその原因を、大体その高齢化とか、

なかなか農法自体が大変だというふうなことはお

ぼろげながら感じてはおりますけれども、実際やっ

ていただいている方等に調査をする中で、課題はど

こなんだということを洗い出して、今後どういうふ

うなところに支援なり施策を展開していけば、それ

がまた上がっていくのかというところの調査を、そ

れへ向けての調査というふうなことをしていると

いうことでございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ぜひお願いをしたいと思いま

す。コウノトリ育む米の無農薬米のほうも順調に売

れているということで、また新しい販売先も決まっ

たというようなことなので、米がどんどん売れてい

ったら、今度は米が足らないというような現象にな

ると困りますので、原因は多分、私も想像しておる

んですけども、いろいろあるとは思いますけども、

きちっと調査していただいて、それが拡大に進める

ような内容になっていただいて、また次年度でそれ

に対する費用を上げていただくとか、事業をしてい

ただくということにしていただきたいなと思いま

すので、ご要望だけさせていただきます。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今の関連なんですけども、面

積が減少したというのは豊岡市の話、全体の話。 

○分科会長（福田 嗣久） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 育む農法につきまし

ては、豊岡市だけの取組ではなくて、但馬の地域内

でやっていただいているわけですけども、今申し上

げたのは豊岡市での面積の状況でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 市長の総括説明なんかは、面

積が増えておるという感じの表現ですよね。それは

全体の話をして、豊岡市では減っておるということ

かな、そしたら。それで、僕は減るとしたら、今、

課長言われたように高齢化だとか農作業のきつさ

だとか等々あると思うんですけども、本当にきちっ

と調査をして、何が原因なのかそれを調べて、改善

ができる原因であればいいですけども、改善が困難

な原因なんて出たら大変なことだから、その辺はし

っかりと調査してほしいですね。要望です。 

 それともう１点ね。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 有害鳥獣問題、目標は６，５

００頭、流し撃ちという猟の仕方というのかな、流

し撃ちで猟銃で鹿を撃ったと。その場合に、その鹿

というのは肉として十分活用できる鹿ですよね、わ

なで捕まえたやつは、もう血が回っちゃって、筋肉

もばらばらになるけども、鉄砲でぽんと撃ったんだ

ったら活用できると思うんですけども、そういう道

はたどられませんか。 

○分科会長（福田 嗣久） 柳沢課長。 
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○農林水産課長（柳沢 和男） 流し撃ち部隊の活動

の場所としましては、想定していますのが標高の高

いところ、どうしても鹿が逃げ込んで高いところに、

より行きにくいところにというふうな形で行きま

すので、そこに攻め入っていこうというのが流し撃

ち部隊でございます。林道等から撃つというふうに

は言っておりますけれども、なかなかそこから回収

をして活用に向けたところに持っていくというと

ころは、ちょっと難しい点はあるというふうに思っ

ております。ただ、絶対無理かといったらそうでも

ないというふうにも思っておりまして、市内でも民

間のそういう加工を業とするようなところも増え

ているといいますか、出てきていますので、そうい

ったところとちょっと状況を確認しながら、進めら

れるところは進めていきたいというふうに思って

います。 

○委員（村岡 峰男） はい、いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかはございませんか。 

 私から１つだけ。先ほど説明を受けました美しい

農村プロジェクトか、優れた景観、２か所に１４８

万で計画づくり、どういうことを想定していますか。 

 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 先ほど説明をしまし

た中にもちょっと申し上げましたけれども、優れた

景観をまずは見えるようにするというか、つくり上

げるというのが１点でございます。その中には、き

ちんとその地域での農業がなされている、農地が守

られている、あるいは幾らかの経済がきちんと回る

仕組み、そういったものがあって初めて美しい農村

というふうなことになるというふうに思っており

ますので、そういったことができるような、限られ

た地域になるのかも分かりませんけれども、そうい

う姿を出したいと。そのときの一つのツールとして、

再生可能エネルギーというようなものも取り組ん

でいきたいというふうに思っております。 

 具体的に今申し上げれるのはそういうことです

ので、実際にモデル地区で手を挙げていただいたと

ころが、うちだったらこういうことをしたいとか、

あるいはこういうことができるとか、立地条件にも

いろいろとあると思いますので、そういった中で地

域の中で議論をしていただく、そういったことをま

ずは進めるために、アドバイザーを入れたり、計画

をつくっていただくための策定に支援をしていき

たいと、そういうふうな思いでございます。 

○分科会長（福田 嗣久） ざっくり分かりましたけ

れども、２か所というのは、もう手を挙げるとこは

準備できたの。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 特に今ここというふ

うなことの話があるわけではなくて、広く募集をし

たいというふうには思っております。ただ、これま

でから地域づくりとかいうふうな観点でいろいろ

と地域頑張っていらっしゃるところがありますの

で、そういった中で、こういうところは取り組めそ

うだとかいうような、どういいますか、感触を感じ

ているところはありますけれども、皆公募の中で選

定をしていきたいというふうに思っています。 

○分科会長（福田 嗣久） なるほどね、それは２か

所ということは、例えば５か所あったら絞られると

いうことやな、基本的には。そういうことですね。 

○農林水産課長（柳沢 和男） そうですね、はい。

取りあえず想定しているのは、２か所か、３か所に

なるかも分かりませんけれども、新年度は２か所と

いうことで考えております。 

○分科会長（福田 嗣久） 美しい農村という、この

響きがいいもんですから、ああ、あそこは美しいな

思っとるんですけども、それはそうだけど、再生可

能エネルギーの利用とか、あるいは経済が回ること

とか、なかなか難しいとこもあるんでね。広く案内

をしてあげて、そういった頑張るぞという地区が出

てきたら大変うれしいなと今感じておりましたの

で、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

 ほかよろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃ、ここらで質疑

を打ち切りまして、次はコウノトリ共生課に行きま

す。 
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 宮下課長、よろしく。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 令和３年度一

般会計予算について、コウノトリ共生課所管分を説

明いたします。 

 初めに、予算書９７ページをご覧ください。下段、

地域おこし協力隊推進事業費の中で、コウノトリ共

生課分として１名、４７０万円を計上しています。

内訳は、報償金２７０万円などです。 

 次に、予算書１０３ページをご覧ください。１０

１ページの最下段から続く一番上の環境政策推進

事業費ですが、２０５０年、二酸化炭素排出実質ゼ

ロの目標を実現するために、再生エネルギー導入戦

略の策定業務委託料として９１７万４，０００円を

計上しております。 

 その下、太陽光発電システム導入補助事業費です。

再生可能エネルギーの利用拡大をさらに進めるた

め、個人向けの太陽光パネル補助を８０８万円に増

額しています。また、新たに出力１０キロワット以

上の設備を設置する事業者向けの補助１５０万円

を計上し、合計９５８万円としております。 

 その下、予算書１０５ページをお開きください。

上から２行目、管理人に係る人件費ですが、生息地

保全作業員及び加陽水辺公園交流館の管理人分と

して２６１万９，０００円を計上しております。 

 その下、コウノトリ文化館管理費につきましては、

指定管理料３，２７５万円を計上しております。 

 その下、コウノトリ野生復帰推進事業費です。２

０２０年度で実施できなかったインフルエンサー

の招聘業務につきまして、２名分の旅費として７１

万４，０００円を計上するほか、パンフレットの印

刷製本費３０万円、ホームページの保守及びリニュ

ーアルの業務委託料５８万２，０００円、コウノト

リ飛来地ネットワーク構築事業費１００万円など、

合計で４６９万７，０００円を計上しております。 

 その下、コウノトリ生息地保全対策事業費です。

水田ビオトープの維持管理委託料３５８万６，００

０円のほか、加陽の大規模湿地維持管理委託料１３

４万８，０００円、兵庫県の地域再生協働員の設置

に係る市の負担金７０万円など、合計９０４万４，

０００円を計上しております。 

 次に、予算書１０７ページをご覧ください。上か

ら２つ目のラムサール条約関連事業費です。ラムサ

ール条約湿地の広報・教育のためのデータ作成手数

料５５万円のほか、普及啓発に係る旅費として２０

万２，０００円など、合計９９万４，０００円を計

上しております。 

 その下、生物多様性推進事業費です。ノアの方舟

巡視業務、小さな自然再生活動支援事業のほか、自

然再生アクションプランにおける実践活動費とし

て２６万９，０００円、戸島、田結、加陽など特徴

的な地域における実践活動費１７４万円など、合計

で３９９万５，０００円を計上しております。なお、

実践活動費の内訳としましては、湿地改良に係る重

機オペレーターの手数料、作業協力員の謝礼、資材

費などが含まれます。 

 その下、コウノトリ未来・国際かいぎ開催事業費

です。本年の１０月３０日、３１日の両日、豊岡市

民会館をメイン会場として開催予定の当会議の負

担金５００万円のほか、がっせぇアート展特別展の

開催経費２８万９，０００円など、合計５５０万９，

０００円を計上しております。 

 予算書は１０９ページをお開きください。上段の

加陽水辺公園管理費です。加陽水辺公園交流館の管

理など公園の維持管理運営業務として１３３万９，

０００円のほか、加陽湿地と大師山、大市山の一体

活用を図るための活動経費９２万８，０００円など、

合計で２２６万７，０００円を計上しております。 

 歳出につきましては、以上で説明を終わります。 

 引き続きまして、歳入について説明いたします。

予算書は５５ページをお開きください。中段の少し

上に当たりますが、地域再生協働員設置事業委託金

２８０万円は、ハチゴロウの戸島湿地を管理するコ

ウノトリ湿地ネットで受け入れる隊員１名分です。

２０２１年度は、２年任期の最終年度となります。 

 予算書５９ページをお開きください。下段のコウ

ノトリ基金寄附金ですが、コウノトリ文化館でいた

だく環境協力金に、企業や個人等からの一般寄附金

を加えて１，１００万円を計上しております。 
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 次に、予算書６１ページをお開きください。上段、

太陽光発電事業特別会計繰入金に５，０５５万７，

０００円を計上しています。主な充当先としまして

は、竹貫地場ソーラーの用地買戻し費用に２，８３

０万７，０００円、生活環境課所管の防犯対策事業

費、防犯灯のＬＥＤ化ですが７９４万円、太陽光発

電システム設置補助金に９５８万円、木質バイオマ

ス利用機器導入補助金に４００万円です。 

 その下、コウノトリ基金繰入金として２，１０９

万９，０００円を計上しています。主な充当先はコ

ウノトリ生息地保全対策事業費に５５４万４，００

０円、ハチゴロウの戸島湿地管理費に４８０万７，

０００円、学校給食の賄い料の補填分として６７３

万７，０００円です。 

 その下、地域振興基金繰入金４億２，５０６万円

のうちコウノトリ共生課分は９４０万円です。コウ

ノトリ未来・国際かいぎ開催事業費に５００万円ほ

か、生物多様性推進事業費に３００万円など、計４

事業に充当します。 

 次に、予算書は７１ページをお開きください。中

段より少し下になりますが、再生エネルギー導入戦

略策定費補助金として９１７万４，０００円を計上

しております。新年度生活環境課にできます地球温

暖化防止対策室で本格的に検討される予定ですが、

本市が２０５０年に二酸化炭素排出実質ゼロを達

成するためのロードマップとして、再生可能エネル

ギーの利用拡大や省エネルギーの推進などが明記

されるものと認識しています。 

 歳入につきましては、以上で説明を終わります。 

 繰越明許費、債務負担行為地方債につきましては、

ございません。 

 以上で説明を終わります。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりましたけれ

ども、質疑はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） １０３ページの木質バイオマ

スのことをこの前から僕も再々言っとるんですが、

この一番下の補助金、木質バイオマス機器設置費と

いう、この補助金を出すのは恐らくストーブだろう

と思うんですが、何をするから補助金が出るわけで

すか。 

○分科会長（福田 嗣久） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 木質バイオマ

ス利用機器には、一応ペレットストーブと薪ストー

ブの２種類、今ほとんどありませんけども、ペレッ

トボイラーなども実は補助対象としてはございま

す。使われる方としては、個人の方もあれば、事業

者の方もあるということですが、化石燃料を使った

石油ストーブなどに取って代わるバイオマス利用

の熱源ということで、地球温暖化に貢献するという

意味合いで個人または事業者の方々に補助をして

いるものでございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今の後段の部分で言われた、

いわゆる化石燃料に代わって木質バイオマスを使

うけど、要は化石燃料、石炭や石油類を使わないこ

とによって、温暖化防止に貢献するのやということ

ですね。だったら、私はペレットストーブもオーケ

ー、薪ストーブもオーケー。もっと毎日使うのが、

ストーブは冬だけでしょう。例えば、農家でお風呂

のボイラー、灯油から木にしましたよというのも、

僕は補助対象にしてもいいと思うんですけども、な

りませんか。 

○分科会長（福田 嗣久） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 委員が言われ

るとおり、毎日のお風呂を昔のような薪で沸かすと

いうようなことをするというのも一つの案だとは

思いますが、現在のところ当課で議論の案として上

がっておりません。そういう要望が多くあるという

ことであれば、またそれは検討の余地があると思い

ますが、現状としましては、そういうことでござい

ます。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いや、そういうことでござい

ますでなくて、狙いが化石燃料をたかないと、石油、

石炭を使わずに木を使うということによってとい

う目的からするならば、僕は薪を使ってお風呂を沸

かすというのは、毎日家におってもいうことなので、
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ストーブは冬場だけだから効果はもっと大きいと

思うんですよ。ですから、それを一遍研究してくだ

さい。研究で、そんなもんがありますんかというん

だったら、うちに見に来て。うちにつけると言って

いるんではないですよ。そういうボイラーがあるん

ですよ。 

○分科会長（福田 嗣久） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 私の実家も薪

でお風呂を沸かしておりますので、どういうものか

は分かっております。引き続き検討してまいります。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい、いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） ちょっと私から一つ。関

連して、今のバイオマス機器設置の補助金ですけど

も、ペレットストーブ、今年度も４００万円の予算

で、どれくらい応募があったんですか。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） ２０２０年度

も４００万円の予算を頂きまして事業を執行して

おり、現在、３月１日現在の数字でございますけれ

ども、３４０万円の執行となっております。その後

も決裁で１件は上がってきておりましたので、３６

０万円ぐらいまで行っているものと認識しており

ます。 

○分科会長（福田 嗣久） それで、ペレットストー

ブと薪ストーブで、ボイラーはちょっと置いといて、

どれぐらい上限でどうなるんでしたかいな。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） １件当たりの

補助は２０万円ということです。今年の内訳としま

しては、ペレットストーブについては事業者は２件、

個人は３件でございました。それから、薪ストーブ、

こちら最近の傾向として人気がございまして、事業

者はございませんが、個人で１０件の申請がありま

した。申請内容を見ておりますと、自分の持ってい

る裏山から薪を調達して、それを使うというような

ことがよく書かれております。ペレットですと幾ら

かでもお金を払って購入しないといけないですが、

薪の場合だったらただで自分の山から燃料が手に

入るという観点で、そちらに流れているのかなとい

うふうに考えております。 

○分科会長（福田 嗣久） はい、分かりました。 

 それと加えて、宮下課長が知っておられる範囲で

結構ですけれども、２０万円の補助をします、そし

て薪ストーブが何ぼするものかよく分かりません

けれども、当然ベースの加工もせんならんだろうし、

煙突もきちっとつけていかんなんし、その辺の設置

するのはどれくらいかかるんですか、大体で。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 申請を見てお

りますと、安いものでも５０万円ぐらい、高いもの

ですと８０万円とか９０万円、聞くところによりま

すと、ストーブ自体はそんなにといいますか、比率

としては低いんですけど、煙が漏れないような配管、

室内配管、この辺りが高くつくというふうに聞いて

おります。 

○分科会長（福田 嗣久） はい、分かりました。あ

りがとうございます。 

 ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 次は、地籍調査課の説明をお願いします。 

 西谷課長、どうぞ。 

○地籍調査課長（西谷  英） まず、歳出のほうか

ら説明いたします。 

 ２２７ページをご覧ください。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○地籍調査課長（西谷  英） 説明欄の中段辺りの

地籍調査事業費です。１億５，０８２万円を計上し

ております。費用の主なものは、業務委託料で１億

４，５９８万６，０００円を計上しております。こ

れは地籍調査業務の委託料となっております。 

 調査の概要のほうですけども、この調査は一区域

を３年で実施いたします。１年目は、法務局の公図

や登記簿などの事前調査で約３．７８平方キロメー

ター、２年目は、現地立会調査で１３地区、４．６

１平方キロメーター、３年目は、その成果の閲覧で

３地区、１．６５平方キロメートルを予定しており

ます。 

 新年度の主な箇所としましては、今年度に引き続
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きまして、山陰近畿自動車道関係の調査を実施いた

します。豊岡北から竹野間は２年目の現地の立会調

査を、豊岡北から城崎は公表されております２キロ

幅の一部ですが、１年目の事前調査に着手する予定

にしております。これらを実施することによりまし

て、進捗率、全体面積に対する調査面積ですが、０．

６％増の１２．９％となる予定です。歳出について

は、以上です。 

 次に、歳入ですが、５１ページをご覧ください。

５１ページですけれども、上から６行目ですけども、

農業費補助金の説明欄の地籍調査事業費補助金で

す。これは先ほど言いました調査の補助対象経費に

対する県からの補助金１億２，０３９万円を計上し

ております。 

 次に、６５ページをご覧ください。６５ページの

３行目ですけども、農業費受託事業収入、地籍調査

事業収入４２６万８，０００円ですが、これは先行

地籍事業といいまして、先ほど説明しました山陰近

畿自動車道のような大規模公共事業の用地買収に

先行して地籍調査を実施する場合は、費用の５％を

県が補助する制度があり、その受託収入となります。

説明は以上です。そのほかについてはございません。 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、説明は以上で

ございますけれども、質疑はありませんか。よろし

いか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 ここで建設経済分科会を休憩いたします。 

午後１時５３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時５３分 委員会再開 

○委員長（福田 嗣久） それで引き続き、建設経済

委員会を再開いたします。 

 次に、第４４号議案、令和３年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 コウノトリ共生課、宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 第４４号議案、

令和３年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算に

ついてご説明いたします。 

 別冊の特別会計予算書２０７ページをご覧くだ

さい。内容につきましては、部長が本会議で説明し

たとおりですが、事項別明細書により補足説明いた

しますので、２１９ページをご覧ください。歳出で

すが、一般管理費として１４万７，０００円、基金

積立金で６４０万９，０００円を計上しております。

施設管理費では、３つの地場ソーラーでそれぞれ、

山宮では１，０３３万５，０００円、但馬空港では

２，３６３万９，０００円、竹貫では９３６万３，

０００円を計上しております。各施設とも日射計な

どの機器の計画更新に係る費用を含んでおります。 

 次に、２２１ページをご覧ください。中段の一般

会計繰越金では５，０５５万７，０００円を計上し

ております。 

 次に、歳入を説明します。２１７ページをご覧く

ださい。山宮、但馬空港、竹貫の各太陽光発電施設

で売電する電力の売払い収入として１億１３９万

８，０００円を計上しております。 

 説明は、以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。よろしいでしょうか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） それでは、お諮りいたしま

す。本案は原案のとおり可決すべきものと決定して

ご異議はございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） ご異議なしと認めます。よ

って、第４４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をいたしました。 

 以上でコウノトリ共生部の方は退席いただいて

結構でございます。ご苦労さまでございました。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。そ

れでは、再開を２時１５分にしましょうか。 

午後１時５６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時１２分 分科会再開 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、建設経済分科
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会を再開をさせていただきます。 

 次は、都市整備部に関する審査です。当局におか

れましては、新規事業、前年度から大きな変化のあ

った事業及び主要事業等の議会説明を要する事業

について、その概要を簡潔に説明を願います。 

 順番につきましては、歳出、歳入、債務負担行為、

地方債の順にお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は、説明が終わってから後に課ごとに行いた

いと思います。 

 それでは、まず建設課からお願いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 予算書の１３９ページを

お開きください。ちょうど真ん中ぐらいの城崎温泉

街交通環境改善事業です。これは引き続き安全なそ

ぞろ歩き実現のためのルールの啓発であったり、桃

島バイパスの実現後の交通政策の検討ということ

で、来年度につきましては２５万３，０００円を計

上させていただいております。総務費につきまして

は、その他但馬空港の用地管理費であったり、基幹

統計調査費等ありますが、例年と一緒ですので割愛

させていただきます。 

 続きまして、２５３ページをお開きください。土

木総務費になります。 

 続いて、次のページ、２５５ページをご覧いただ

きたいと思います。土木総務費ですが、そのちょう

ど真ん中の辺りに整備工事費ということで８５０

万円計上させていただいております。これは日高の

小河江の国交省の残土受入れ地の、そこをグラウン

ドとして使えるように整備するということで、その

整備工事費として８５０万円を上げさせていただ

いております。 

 続きまして、その下です。急傾斜地崩壊対策事業

費です。これにつきましては、県で行われます急傾

斜事業、来年度につきましては桃島１ほか１２件と

いうことで、負担金６，２５５万円ほかを計上させ

ていただいております。 

 続きまして、その下の用地対策事業費は、例年ど

おりです。 

 その次の欄です、内水処理事業費です。全体の予

算額は３億５，０００万円となっております。これ

につきましては、仮称福田排水機場の整備事業費と

いうことで３億４，９２０万円と、あとその工事管

理ということで８０万円を計上させていただいて

おります。 

 続きまして、２５７ページをご覧ください。排水

樋門管理費です。そこにつきましては、ほぼ例年ど

おりですが、一番下の欄です。一番下に補修工事費

と書かせていただいておりますが、これにつきまし

ては日高の江原樋管の更新ということで、管理橋で

あったり樋体であったりということで、更新工事費

を上げさせていただいております。 

 その下の欄、緊急処理事業費については、例年ど

おりです。 

 続きまして、２５９ページをご覧ください。道路

橋梁総務費ですが、ここも例年どおりの業務委託料

であったり、負担金、補助金等を上げさせていただ

いております。 

 その同じ欄のちょうど下の辺りに道路橋梁管理

費というのがあるんですが、そこの部分でちょうど

一番下に土地購入費ということで１，１１１万１，

０００円を計上させていただいております。これは

豊岡市の木内、それから出石町の町分水上線、こち

らの道路用地に土地開発基金の用地が残っており

ますので、それを買い戻すということで予算を計上

させていただいております。 

 続きまして、その下の欄ですが、道路維持事業費

になります。続いて２６１ページをご覧ください。

この中で保守点検委託料、維持管理委託料について

は例年どおりですが、ちょうど真ん中の辺り、投資

委託料ですが、１，３３０万円、これにつきまして

は道路補修工事ということで、市道赤崎江原線、浅

倉のロックシェッドのところですが、そこの定期点

検の費用ということで計上させていただいており

ます。 

 続きまして、その下の整備工事費６００万円です

が、これにつきましては内水対策ということで、日
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高の市道鶴岡松岡線、これは鶴岡地内ですが、大雨

時に冠水するということで、側溝の改修を予定をし

ております。 

 その下、補修工事費です、３億２１０万円、これ

につきましては、その下に書いてあります道路補修

ということで、市道赤崎江原線、先ほどの浅倉のロ

ックシェッドですが、そこの補修、それから豊岡駅

の東西連絡線の防水工事、それから城崎の第四樋管

の排水ポンプの修繕等を上げさせていただいてお

ります。 

 その下の側溝修繕ですが、これにつきましては日

高の久斗野山線、それから出石の伊豆福居線等を上

げさせていただいております。 

 その下の舗装修繕につきましては、出石のちょう

ど長砂橋の右岸側になりますが、学園線の舗装修繕、

それから但東の中山大田線の舗装修繕等を上げさ

せていただいております。 

 その次の欄ですが、道路新設改良費になります。

ちょうど真ん中辺りに市単独事業費ということで

４００万円を上げさせていただいておりますが、こ

れは日高の府市場の市道府市場西線、これについて

道路拡幅ということで上げさせていただいており

ます。 

 その下の池上・日吉線道路改良事業につきまして

は、これは継続事業ということで、来年度は７，０

００万円ということで、約１８０メーターの改良工

事となります。 

 その下ですが、城崎の風花線の道路改良事業とい

うことで、これは道路整備計画にも上げさせていた

だいております城崎大橋の架け替え関連というこ

とで、来年度は約９０メーターということで事業を

行う予定としております。 

 続きまして、２６３ページをご覧ください。雪害

対策事業費です。ここでは保守点検であったり業務

委託料につきましては、例年どおりです。 

 その下の補修工事費２，６２３万２，０００円、

これにつきましては、城崎の湯島地内の消雪装置の

修繕と、同じくそこのポンプ更新、それからこれも

継続ですが、駄坂地内の消雪装置の修繕工事を行う

予定としております。 

 それから、一番下の事業用備品ですが、これにつ

きましては日高の除雪ドーザー４トン級の更新、そ

れから同じく城崎にあります除雪ドーザーの２ト

ン級トラックの更新ということで上げさせていた

だいております。 

 続きまして、次の欄です。供用維持費です。橋梁

維持事業費につきましては、例年どおりですがその

下の橋梁長寿命化事業費です。これにつきましては、

橋梁長寿命化計画に基づきます事業といたしまし

て、投資委託料ということで１億３，２８０万円、

日高町田ノ口の大谷口２号橋ほか４橋の保守設計

と、あと豊岡市の市内にあります橋梁４１５橋の定

期点検を行う予定としております。 

 次に、その下の保守工事費ですが、２億１，６３

０万円、これにつきましては、気比橋、それから但

東町河本のロクロ橋等外２６橋の補修工事を行う

予定としております。 

 続きまして、次の欄ですが、橋梁新設改良費です。

まず、栃江橋の整備事業費ですが、１億４，３００

万円、これにつきましては、今年度に引き続きまし

てＵ型水路、それから遊水地の整備ということで計

上させていただいております。 

 その下の上野橋の整備事業費につきましても、２

億２，０００万円ということで、来年度は橋梁の下

部工、右岸側の下部工と、それに伴います高水護岸

工、それから旧橋の撤去の詳細設計等を行う予定と

しております。この２事業とも前年度に比べまして

大幅に事業費をアップして、何とか一日も早い供用

ということを目指していきたいというふうに思っ

ております。 

 続きまして、２６５ページをご覧ください。交通

安全施設整備費です。ここでは整備工事費というこ

とで４，６５９万円を上げさせていただいておりま

す。区画線につきましては、但東の太田虫生線であ

ったり、出石の鷺田線、それからグリーンベルトの

設置ということで但東の中山虫生線、日高の野殿線、

それから未就学児等の交通安全緊急対策というこ

とで、市内の１０施設の周辺で警戒標識であったり
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防護柵等を設置する予定としております。 

 続きまして、その下の欄ですが、生活道路排水路

整備事業ですが、これにつきましては１，９００万

円ということで、但東町の出合市場、それから市内

の西花園の生活排水路等を予定をしております。 

 続きまして、河川総務費になります。河川総務費

につきましては、維持管理委託料であったり負担金、

例年どおりです。 

 続きまして、２６７ページをご覧ください。一番

上の欄の下の辺り、河川改良事業費です。これにつ

きましては、緊急しゅんせつ工事ということで、緊

急しゅんせつ推進事業債を用いまして、来年度につ

きましても日高の久田谷川、城崎の西谷川、但東の

蛇喰川等の河川しゅんせつ工事を行う予定として

おります。 

 同じページの港湾管理費につきましては、もう例

年どおりとなっております。 

 続きまして、飛びまして３５５ページをお開きく

ださい。３５５ページです。ちょうど真ん中の辺り

の諸支出金の土地取得費です。土地取得費のうち建

設課分は１，７１２万６，０００円、これは小河江

の残土受入れ地の、今、基金で保有しておりますの

で、その土地の買戻しということで計上させていた

だいております。 

 歳出は以上でして、続きまして歳入に移らせてい

ただきます。２７ページをお開きください。２７ペ

ージの真ん中辺りです分担金及び負担金というこ

とで、土木費分担金で急傾斜地崩壊対策事業費の分

担金ということで、先ほどの歳出の急傾斜事業に付

随するものです。 

 続きまして、３１ページの上のほうにありますが、

法定外の公共物占用料、あと道路占用料、これは例

年どおりとなっております。 

 続きまして、飛びまして３９ページをご覧いただ

きたいと思います。３９ページのちょうど真ん中か

ら下の辺りですが、土木費の国庫補助金です。道路

橋梁費補助金ということで、社会資本整備総合交付

金ということで、雪害対策事業費であったり、また

防災安全交付金では橋梁新設改良費、上野橋、それ

から先ほど言いました交通安全施設整備事業費に

つきましては未就学児の関係、それから最後の道路

メンテナンス事業費の補助金ということで、朝倉の

ロックシェッドであったり、駅東西線の防水工事等

の道路補修工事、それから橋梁新設改良事業費につ

きましては栃江橋、それから橋梁長寿命化事業費に

つきましては、橋梁長寿命化事業に相当する補助金

を計上させていただいております。 

 続きまして、４３ページをご覧ください。４３ペ

ージの上のほうの欄ですが、土木費の委託金という

ことで、排水機樋門等管理委託金、これは例年どお

り国や県からの樋門の管理の委託費ということで

入ってきます。 

 それから、５５ページをご覧いただきたいと思い

ます。５５ページも、ちょうど真ん中の辺りの港湾

統計調査事務委託金であったり、下のほうの、下か

ら４つ目、下から３つ目、下から２つ目の、それぞ

れ土木管理費委託金、道路橋梁費委託金、港湾費委

託金、これも例年どおりの収入となっております。 

 それから、６７ページからの雑入につきましても、

但馬空港周辺県有林の管理の費用であったり、消雪

ポンプの県からの電気代の収入であったり、例年ど

おりの費用を計上させていただいております。 

 それから、７５ページをご覧いただきたいと思い

ます。７５ページの真ん中から上の辺りですが、土

木債ということで土木管理債、道路橋梁債、河川債

ということで、それぞれ歳出事業に相当する起債と

いうことで上げさせていただいております。 

 最後に、建設課に係る地方債ですが、１０ページ、

１１ページをご覧いただきたいと思います。１０ペ

ージの下から５行目の急傾斜地崩壊対策事業費か

ら、内水処理施設整備事業費、土木管理事業費とい

うことと、あと隣の１１ページに行きまして、道路

整備事業費、路線が５つほどありまして、その下、

橋梁整備事業費、栃江橋、上野橋、それから除雪機

械整備事業費、消雪装置整備事業費、最後に河川改

良事業費ということで、先ほど説明いたしました市

債に相当するものをここで掲載させていただいて

おります。 
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 建設課からは、以上です。よろしくご審議をお願

いいたします。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりましたけれ

ども、質疑はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 何ページだったかいな、最初

に説明をされた小河江のグラウンドにするという、

何ページだったかいな。 

○建設課長（冨森 靖彦） ２５５ページです。 

○委員（村岡 峰男） ２５５ページ、残土でもとも

とあった農地を潰して、潰すというんか、残土を入

れて相当高い土地ができたと思うんですが、グラウ

ンドというのが地元要望、少なくとも、あそこで何

のグラウンドにしたか知らんけども、１年か２年で

草ぼうぼうになっちゃうのと違う。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 小河江の土地につきまし

ては、以前より地元から何らかの利用ができないか

なということで、ちょっと今考えておられるのは、

当然ゲートボールだとかというようなことを考え

ておられるということで、当然地元でも日々の管理

というのはやりながら、何とかそこを利用できんか

なということで、ご要望に応えさせていただいて整

備するということにさせていただいています。以上

です。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。どの程度の広さの

グラウンドができる。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 一応今考えていますのは、

１ヘクタールですので１万平方メートルぐらい、あ

そこが全体で８ヘクタール平地がありますんで、そ

この分の１ヘクタール分、手前のほう、できるだけ

ということで話をしております。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） １ヘクタールなんていったら

な、田んぼにしたらすごいごっつい面積なんだけど、

心配するのは、その要望で作ってもらったのはいい

けども、小河江にしても十数軒でしょう、奥の河江

にしても二、三軒しかあらへん、あるいは峠越えて

八代に、そのぐらいの利用の範囲になるでしょう、

と思うんですよ。大変だ、これ維持。 

○分科会長（福田 嗣久） はい。 

○建設課長（冨森 靖彦） 一応、八代地区、八代お

もいやりネットというコミュニティをつくってお

られまして、そこで利用したいということを聞いて

おります。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） しっかりと利用してもらって、

また、草刈りに市は補助金出せなんて言われんよう

に頼みますね。はい、いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） ほか、質疑はございませ

んか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） ２６７ページの上段に河川改

良事業費の中のしゅんせつの関係でちょっとお尋

ねするんですけど、しゅんせつ工事費いうのは市が

直接工事を実施するように見えるんですが、その管

理すべき河川いうのは市管理の河川ですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 基本的には、このしゅん

せつ工事で工事ができますのは、河川法で規定して

いる河川以外の、一級河川、二級河川、準用河川以

外の、いわゆる普通河川と言われるものです。 

○分科会長（福田 嗣久） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） それぞれこういう災害対策に

も有効だと思うんですけど、回収したその土砂いう

か川砂の処分はどういうふうにされるんですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 処分につきましては、通

常の工事ですので、残土捨場というんですか、公共

の残土捨場のほうに処分をいたします。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 河川の大きさにもよると思う

んですけど、いい川砂はいい値で売れるような話を

聞きます。そういうような仕組みいうのはないんで

すか。 

○分科会長（福田 嗣久） 冨森課長。 
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○建設課長（冨森 靖彦） 大きな円山川みたいな河

川でしたら多分砂とかというのもあるとは思うん

ですけど、ちょっと私も現場をたまに見るんですけ

ど、そんなに砂がいいのがというような感じはして

いませんので、そこまではちょっと考えておりませ

ん。通常の、山から出てくる土砂とかが多いんで。

特にやっぱり山からの土ですので、落葉だとか草だ

とかというのが混ざったような土ですので、ちょっ

とそういう利用というのは考えにくいかなと思っ

ています。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 直接工事と、それから補助金

でしゅんせつ事業費が上がっておるんですけど、こ

れは何、地元が実施主体になって、それに補助して

やろうと。その上限と補助率みたいなのはどうなっ

ていますか。 

○分科会長（福田 嗣久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） これにつきましては、地

元がされる事業ということで、１立米当たり５，０

００円の費用をお支払いするということで、上限に

つきましては５０万円ですので、１００立米ぐらい

までの撤去であれば、これを使ってもらえたら、当

然その５０万円を超える部分については出されて

もちょっとそこまでは補助できないということに

なっております。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） ちょっと聞き逃した。１００

立米ぐらいだと５０万円、その５０万円を丸々見て

やる話ですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） そうです、５０万円まで

はこちらのほうで補助させていただきます。 

○委員（足田 仁司） はい、分かりました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいでしょうか。ほ

かの委員の皆さん、どうでしょうか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと１点。福田の排水機

場についてですけども、基準の内容じゃなくて、排

水機つけられて、当然雨が降ったらなされるんです

けども、そのポンプを入れたり切ったりとかするタ

イミングというのは、円山川本川と同じようなタイ

ミングになるんでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 福田排水機場の横に福田

第一樋門というのがありますので、当然その樋門が

閉まるタイミングでポンプを入れるということに

なります。ちょっとまだ国のほうとはその辺り最終

調整はできておりませんが、基本的にはそういう考

え方になると思います。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。ち

ょっと心配じゃないんですけど、不安というか考え

がありまして、奈佐川に水を流されるんでしょうけ

ども、奈佐川がずっと下へ行くと前川と一緒に合流

して、そのちょっと先に円山川があるという感じで

すので、何か奈佐川の水が前川にバックウオーター

というか、こう、流れてこないかというようなちょ

っと心配をしておられる方がおられるんですけど

も、特にそのポンプ場をつけたからその水がどんど

ん流れるということではないとは思うんですけど

も、その辺のところどうでしょうか。 

○分科会長（福田 嗣久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 前川の一番下流にも、一

応前川樋門といって観音開きの樋門がありますん

で、当然そこからの逆流というのはないですし、そ

の上流にも前川と奈佐川の間に新前川樋門という

のがありますので、当然逆流してこないようにそこ

も閉めますので、奈佐川から出した水が逆流してく

るということは、基本的にはないです。以上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。ありがとうご

ざいました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの皆さん、どうでし

ょうか。よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切
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ります。 

 続いて、都市整備課の説明をお願いします。 

 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） それでは、都市整備

課の所管の事業について説明いたします。 

 説明をちょっと一部省略する事業については、例

年どおりというふうなことでご理解ください。 

 それでは、予算書の９０ページ、９１ページのほ

うをご覧ください。９１ページの最下段から１３行

上に行っていただいたら、財産管理費の基金管理費

４億７，７５１万８，０００円のうち、都市整備課

分としては６７０万円を上げています。内訳として、

まず財政調整基金積立金の４７０万円です。これは

高校生が通学バス定期を購入する際に、一月当たり

１万５，０００円を超える額を市が支援しており、

後年度、今後の事業継続に係ります財政調整基金へ

の積立てです。 

 また、その２行下、市債管理基金積立金の５３０

万円のうち、都市整備課分は２００万円を積み立て

ることとしています。これも過疎地域内の高校生バ

ス定期補助事業は、過疎債を充当しておりまして、

後年度の過疎債償還に係ります市の一般財源負担

分の積立てです。 

 ９８、９９ページのほうをご覧ください。中ほど

から下に向けてですが、鉄道交通対策事業比に４，

０２４万７，０００円を計上しています。主なもの

では、補助金の３，７２５万９，０００円で、その

内訳として、鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費１，

５４１万８，０００円は、北近畿タンゴ鉄道株式会

社が実施いたします電路、線路、車両設備の改良事

業に対する沿線市町の豊岡市分の補助金です。 

 次の北近畿タンゴ鉄道安全運行維持助成費補助

金２，０５８万４，０００円は、北近畿タンゴ鉄道

株式会社がＷＩＬＬＥＲ ＴＲＡＩＮＳ株式会社

に委託している路線の運行に係る維持管理に支援

する沿線市町の豊岡市分の補助金です。 

 さらに、鉄道施設総合安全対策事業費補助金１２

５万７，０００円は、西舞鶴駅の老朽化した軽油地

下タンク及び給油設備の更新を昨年度に引き続い

て沿線市町が支援する豊岡市分の補助金です。 

 次の事業、バス交通対策事業費に２億６，４３３

万円を上げています。次のページ、１０１ページの

８行目をご覧ください。主なものでは、業務委託料

の５，９０５万９，０００円で、バス運行管理業務

の市営バスイナカーの８路線の有償旅客運送運行

管理業務委託料です。 

 次の事業委託料の３４２万５，０００円は、公共

交通支援事業で、出石・但東地域で地域が主体とな

って実施されていますチクタクの運行業務を、４地

区の運営協議会に事業委託するものです。 

 その３行下、事業用備品１，５３８万２，０００

円のうち、主なものとして、有償旅客運送事業イナ

カー竹野南線のマイクロバス１台の更新として１，

５３０万円を上げています。 

 その３行下、補助金で、地方バス等公共交通維持

確保事業費補助金の１億５，００３万４，０００円

は、路線バスの国県市協調路線の１０系統、県市協

調の１５系統、合わせて８，１６８万１，０００円、

さらに市単独補助路線の１８系統の運行補助金５，

９０４万７，０００円と、国県市協調によります車

両購入の補助金９３０万６，０００円です。 

 次の市街地循環バス事業費補助金の１，３８０万

円は、市街地を循環するバスとして運行しています

コバスの運行事業補助金です。 

 さらに、次の高校生通学バス定期購入費補助金の

１，６６０万円は、市内の高校生が通学するために

定期券を購入する際、月額１万５，０００円を超え

る部分を市が支援する補助金です。件数としては１，

７００件弱を見込んでおります。 

 次の事業、公共交通利用促進事業費に８３６万３，

０００円を上げています。主なものとしては、まず

負担金の１７０万円で、昨年７月に兵庫県によりま

す但馬３市２町公共交通事業者、各関係機関や団体

で構成されます但馬地域公共交通活性化協議会が

設立されました。今年度、但馬地域での公共交通計

画策定業務や試験運行に係ります経費の豊岡市負

担金として計上しています。 

 次に、補助金のｅ通勤バス事業費補助金の２００
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万円は、コバスエキスプレスと出石線を対象とした

通勤推奨バス運行に係る補助金です。 

 次の路線バス共同運行費補助金の４００万円は、

神鍋２００円バスの運行に係ります運賃補填補助

金です。 

 次に、１２２ページ、１２３ページをご覧くださ

い。１２３ページの上から１２行目、但馬空港利用

促進事業費に７，９６５万９，０００円を計上して

います。主なものでは、補助金のコウノトリ但馬空

港利用促進協議会の補助金６，０００万円で、コウ

ノトリ但馬空港の利用促進のため、市民や商用のた

めなどの運賃助成等を、市コウノトリ但馬空港利用

促進協議会へ交付する補助金です。 

 少し飛びまして、２５４ページ、２５５ページを

ご覧ください。目１の土木総務費の最後の事業、宅

地耐震化推進事業費に１５０万円を上げています。

これは市内の大規模盛土におきます宅地造成地で

の県の安全調査で、かすみが丘住宅団地の調査箇所

におきまして地下水等が確認され、二次調査が必要

となったため、県が事業主体となって調査実施する

に当たっての市の負担金です。 

 少し飛びます。２７２ページ、２７３ページのほ

うをご覧ください。上から２行目の事業、Ｗｅぷら

ざ整備事業費に５９万５，０００円を計上します。

Ｗｅぷらざ自由通路の整備として、自由通路の屋根、

天井の改修、通路内部の修繕、並びに東西の階段屋

根と天井の改修などを行うものです。 

 主なものでは、まず投資委託料の３７４万円の内

訳として、施工管理業務委託料３３０万円と市発注

工事に係ります実施設計業務委託料４４万円を上

げてます。また、ＪＲ軌道敷内の改修工事について

は、ＪＲへの工事委託料として１億１，１７９万円

を計上しています。さらに、ＪＲ軌道敷以外の部分

の工事は市が発注する工事となりまして、整備工事

費として７，８０６万５，０００円を上げてます。 

 次の事業、公園管理費に２，４９１万６，０００

円を計上してます。 

 主なものでは、維持管理委託料の１，２２７万７，

０００円で、主なものの内訳としては、１つに公園

内の除草、清掃作業及び樹木の剪定作業に５８７万

４，０００円、２つ目として、市内の都市公園等の

トイレ１５か所の清掃等作業に３３０万７，０００

円などを上げております。 

 次に、業務委託料の２０５万９，０００円で、神

武山の不要木伐採や市内の都市公園などに設置さ

れています遊具の定期点検経費を上げております。 

 整備工事費１１４万６，０００円は、市内福田区

にあります才ノ沖公園の老朽化した外周フェンス

の改修工事を行う予定です。 

 次の事業、公園維持費、公園施設長寿命化事業費

に４，５００万円を計上しております。主なもので

は、整備工事費の３，３００万円は、都市公園施設

の出石城公園にあります登城橋の木橋部分の更新

工事です。 

 また、日高振興局に隣接します町民公園の複合遊

具更新工事に１，０６０万円と、市内妙楽寺のすみ

れ公園遊具更新工事に１４０万円を計上しており

ます。 

 歳出については以上で説明を終わります。 

 続いて、歳入の説明をさせていただきます。 

 予算書の２８、２９ページのほうをご覧ください。

２つ目の枠内の節１総務管理使用料の上から５行

目、有償旅客運送使用料の９２０万円は、イナカー

利用運賃収入８８０万円と、出石担当地域のコミュ

ニティバス、チクタクの利用運賃収入４０万円の合

計額です。 

 ３０、３１ページのほうをご覧ください。上から

４行目の節３都市計画使用料の駐車場使用料のう

ち、豊岡中央駐車場の８６１万６，０００円は、年

間の中央駐車場の定期及び一般の駐車場使用料で

す。 

 続いて、３４ページ、３５ページのほうをご覧く

ださい。下の枠内ですが、節１総務管理費補助金の

最初の補助金、地域公共交通確保維持改善事業費補

助金の１，００５万２，０００円は、歳出で説明し

ましたイナカー運行事業に係ります運行支援の国

庫補助金です。 

 ３８ページ、３９ページをご覧ください。下から
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１２行目の節３都市計画費補助金の社会資本整備

総合交付金、公園施設長寿命化事業の６００万円は、

日高町民公園の複合遊具工事と、妙楽寺のすみれ公

園遊具更新工事の国の交付金です。 

 続いて、６０ページ、６１ページをご覧ください。

２つ目の枠内の下から２つ目の繰入金、節１地域振

興基金繰入金の４億２，５０６万円のうち、都市整

備課分としては３，１００万円で、但馬空港利用促

進のための事業に充当するための基金繰入れです。 

 次の繰入金、節１公共施設整備基金繰入金の３億

８，８００万円のうち、都市整備課分としては１，

９８０万円で、江原駅のＷｅぷらざ整備に充当する

ための基金繰入れです。 

 ７２ページ、７３ページをご覧ください。２つ目

の枠内の節１総務管理債の１行目、バス交通対策事

業債のイナカー１，５３０万円は、イナカー竹野南

線で運行している車両１台を更新するための市債

です。 

 次の鉄道交通対策事業債の京都丹後鉄道軌道安

全輸送設備等の１，５４０万円は、北近畿タンゴ鉄

道株式会社が実施します電路、線路、車両設備の改

良事業に対する沿線市町の豊岡市分の補助金支出

をするための市債です。 

 ７４ページ、７５ページをご覧ください。中段か

ら下段に向けて、節５都市計画債の公園整備事業債

の公園施設長寿命化事業の３，５１０万円は、出石

城登城橋の改修工事と日高町民公園複合遊具更新

工事、さらに妙楽寺のすみれ公園遊具更新工事に充

当する市債です。 

 次の都市計画施設整備事業債、Ｗｅぷらざ１億７，

３００万円は、Ｗｅぷらざの改修工事に充当する市

債です。 

 ７６ページ、７７ページをご覧ください。最後の

市債ですが、節１過疎対策事業債、過疎地域自立促

進特別事業分１億４，５１０万円のうち、都市整備

課分としては６６０万円で、高校生通学定期購入補

助金の交付のうち、過疎地域に該当する補助金に充

当するソフト事業の市債です。 

 以上が歳入の説明です。 

 最後です。第３表の地方債です。 

 １０ページのほうをご覧ください。１行目、バス

交通対策事業費イナカー１，５３０万円、先ほど歳

入で説明しましたイナカーの１台購入に当たって

の地方債です。 

 次の鉄道交通対策事業費についても、先ほど歳入

のほうで説明した１，５４０万円の部分です。 

 １１ページのほうをご覧ください。中段辺りです

が、公園整備事業費、公園施設長寿命化事業の３，

５１０万円についても、出石城の登城橋、日高町民

公園、妙楽寺のそれぞれの遊具更新工事の地方債で

す。 

 次の都市計画施設整備事業費、Ｗｅぷらざについ

ても、Ｗｅぷらざの改修工事の地方債です。 

 １２ページのほうをご覧ください。最後の地方債、

過疎対策事業債の１億４，５１０万円のうち、都市

整備課分については先ほど歳入で申しました６６

０万円で、高校生のバス定期の補助金に該当する地

方債でございます。 

 以上で都市整備課の説明を終わらせていただき

ます。 

○分科会長（福田 嗣久） 都市整備課、石田課長の

説明は終わりました。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 竹野で、イナカー車両の更新

ということで１，５３０万円、１台、何人ぐらいで

すか。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 竹野南のイナカーの

バス車両１台というのが、２９人乗りのマイクロバ

ス１台更新する予定です。 

○分科会長（福田 嗣久） 足田委員、どうぞ。 

○委員（足田 仁司） この車両の規模いいますか、

２９人乗りにしたっていう根拠といいますか理由、

これだけの利用は見込めるということなんでしょ

うか。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 現在、竹野南の利用
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者っていうのが、床瀬のほうの谷と三原のほうの両

方の谷があるんですが、それで年間８，０００人余

りやはり利用がございます。これを１日当たりに換

算いたしますと、多いときで、ちょっとお待ちくだ

さいね。 

○委員（足田 仁司） 大体でいいですよ。 

○都市整備課長（石田 敦史） 恐らく１５人程度は

乗られる時期がやはりありますので、２９人乗りと

いうふうなことになってまいります。 

○分科会長（福田 嗣久） 足田委員、よろしいです

か。 

○委員（足田 仁司） 分かりました。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さん、ご

ざいますか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 毎回毎回聞きますから、また

かと思われんように聞いてほしいんですが、但馬空

港の利用促進の関係ですが、前々から聞いとって、

一番多い人は年間８０回とか５０回とかっていう

人もあるんですけども、大体どういう人が５０回と

か６０回とかなってますか。大体、例えば市の職員

だとか県の職員だとか、あるいはもっと言うならば

商売で、いわゆる外交員とか、豊岡のかばん屋さん

だとか。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） この利用助成金から

割り戻していくと、当然市の職員というのは該当し

ませんので、そうなりますと商業ビジネスというふ

うになってまいりますし、いろいろと聞くところに

よると、具体的にちょっと会社名を申し上げてしま

いますけれども、やはり印刷製造の関係の北星社さ

んと、かばん産業でのビジネスが多いというふうに

聞いております。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 市の職員は該当しない、補助

金には。あるいは県職員も該当しないの。この補助

金。今、何か市の職員は該当しないってこと。 

○分科会長（福田 嗣久） 市の職員とか県の職員は

該当せえへんの、補助制度に。 

 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 失礼いたしました。

申し訳ありませんでした。訂正しておわび申し上げ

ますが、市の職員も県の職員も補助金の対象となっ

ております。すみません、失礼いたします。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いや、市の職員や県の職員で、

この補助金で安く乗るか、もともと市の出張だった

ら市の旅費規程に基づいてだから、どっちになって

も、この補助金がなくったって影響、市の負担は一

緒でしょ。そんなんまで要るんかなと、言い方悪い

かしらんけども。あるいはかばん屋さんやら業界の

人たちが補助金出して乗らなくったって、会社の経

費で落ちるわけでしょうから、これね。何か釈然と

しないんだけど、補助金がなくったってそんなに乗

る個人にしてみたら何の痛みもかゆくもないんで

すよね。補助金があったから頑張って乗ろうやとい

うことになるのかな。東京乗り継ぎは大いに便利だ

と思うんですが、例えば神戸に行くのにあまり便利

じゃないでしょう。それでもこっちに乗るっていう

のは、いうあたりで、ちょっとその辺聞かせてくれ

ならへん、言っとる意味分かりませんか。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 村岡議員がおっしゃ

りたいことっていうのは分からないということで

はないんですけれども、当然この但馬空港を守って

いく、存続していくためには、やはり構成市町の、

豊岡市を中心としてですが、当然利用率を上げてい

くことが必要となってまいります。先ほども、繰り

返し申し上げますが、搭乗率、利用率を上げていく

ことによってこの但馬空港を守っていく、そういっ

た取組として、やはり陸路には、どうしても近い場

所で、近い場所っていいますか、関西圏内でいうと

やはり陸路に、鉄道とかに負けてしまう部分があり

ますので、この部分についてはそれなりの助成金を

出していかざるを得ないというふうに理解してお

ります。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 鉄道の運賃に比べて、同じく
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らいするとか、分からんわけじゃないんですが、何

回も言ってるのは、１万４，０００円の料金は補助

率が五十何％、６０％近いんですよね、協議会のと

合わせて。この辺の見直しっていうのは全く考えら

れない。私はせめて補助率をもっと下げてくれや、

下げても利用しなる人は変わらへんわと思います。

市長がよく、戦略っていう言葉好きですよね、戦略

的だ。僕は戦略的でないと思いますね、相変わらず

同じ補助金をいつまでもいつまでも続けることが

戦略的なんだろうかなと。一定の見直しが要るだろ

うし、同時に補助金がなくったって乗る人いっぱい

あると思うし、そういう飛行機にしていかな本来は

あかんと思いますので、見解聞かせてください。 

○分科会長（福田 嗣久） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 先ほど村岡議員が言

われました普通運賃、飛行機の運賃はいろいろな種

類がありまして、普通の運賃が１万４，５００円ほ

ど、それに対して約半分、５２％ほどの補助を出し

ております。実際、個人では７，０００円弱を支払

って乗っておられるわけなんですけども、その補助

の件数からいきましたら、そこの今の５０％を超え

てる補助を使ってるっていうのは全体の６％ぐら

いなんです。ほとんどの方が１人当たり４，０００

円ぐらいの補助で、大体それで補助率としたら４

５％ぐらいになっておりますので、先ほど議員が言

っておられるのだけは非常に高いんですけども、実

際使っておられる方、件数は非常に少ないというこ

とですので、ほぼほぼの方は自己負担が５５％当た

り出されて、ＪＲ運賃よりも少し安いぐらいな料金

で乗っておられますので、見直しというものにつき

ましては、一つだけ高いぽんと飛び出た助成制度は

あるんですけども、ほかの分についてはそない大き

な助成をしているというようなことは思っており

ません。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いずれにしても、開港からも

う３０年近いんですね。その間、ずっと補助し続け

てやっと７０％近く来たと。来たと思ったらコロナ

で、そういう今状況にあると思うんですが、やっぱ

り３０年近くたって同じように補助をし続けると、

一度見直しをぜひお願いしたいと、これは、いうこ

とを強く思います。 

 だから、先ほど言ったように、１万４，０００円

のプランもあればもっと安いのもあると。どんな月

が１万４，０００円なのかそれは知らんけど、たっ

た６％と言われるんだけども、いろんな安いプラン

を探して、なおかつ補助を受けて利用されとると。

それは利用者の皆さんも１円でも安いほうがいい

ですからそうなんでしょうけども、ぜひ、もうぼち

ぼち見直しをお願いをしたいということを強く思

います。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと教えてもらいたい。

説明の中で、湧き水か何かの調査をするということ

でしたですけども、その関係でちょっと詳しいって

いうか、もう少し詳しい情報をお願いします。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） この大規模盛土造成

地というところで、かすみが丘の団地です。 

○委員（岡本 昭治） かすみが丘ですか。 

○都市整備課長（石田 敦史） これは宅地耐震化事

業の推進で、これ平成２０年から県内のこういった

大規模盛土をやってる団地での第一調査っていう

のを兵庫県が実施してまいりました。その中で、豊

岡市以外にも、三木市であったり、他市町でも実際

あるんですけれども、豊岡市の中ではこのかすみが

丘が一つ該当はいたしました。昨年度もそういった

依頼があったんですけれども、こちらとしてはそん

なに危険度が低く、実情、見送っとったんですけれ

ども、やはり県のほうからの指導というんでしょう

か、国のほうの第二次調査を実施、まだやってない

っていうリストが豊岡市残ってしまうよという話

もございまして、実際のポイントがちょうど場所的

にあまり、宅地じゃない場所の、河川ののり面みた

いなところで実施されてましたので、実際そこが地
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下水が出たというふうな結果になってるのだろう

なというふうなところでしたので、今回二次調査に

ついては、場所はちょっと若干改めまして、宅地の

場所で実施するような予定で計画しております。で

すから、恐らくそんな地下水が出るような場所とは

ならないというふうに私ども判断しております。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） もし差し支えなければ今言っ

ておられる図面というか、もしもあれば、後からで

結構ですので頂ければちょっとありがたいなとい

うふうに思います。 

 もう一つ、バス通勤の関係で、ｅ通勤バス運行費

というのがあったと思いますけど、これは出石から

豊岡のバス路線についての通勤者に対する助成と

いうのは、何かそういうのがあるんですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 今、コバスエキスプ

レスもｅ通勤のバス対象になってまして、それと、

出石から出合までの間の出石線というんですけれ

ども、その部分でｅ通勤を実施の実証試験路線とい

うふうな形にしておりますので、そこに該当してる、

ｅ通勤をされてる方に対しての支援というふうな

ところでやっております。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。ありがとうご

ざいました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様、ござ

いませんか。 

 清水副委員長。 

○委員（清水  寛） すみません、１点だけ確認し

たいです。 

 日高の町民公園の整備をという話をお聞きしま

して、非常に日高、あの辺りは家もどんどんどんど

ん建って、利用がずっと増えてるんでありがたいな

と思うんですけども、なかなか町民公園、水はけが

悪いというか、すごいじるいんですけども、その辺

っていうのは今回の取組で何か配慮っていうのは

あるんですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 議員おっしゃられる

ように、私も何回か、雨が降ってる状況で確認をさ

せていただきました。どうしても水はけが悪いって

いうんでしょうか、どうしても遊具があるところに

くぼみができてしまって、というところもあります。

ですから、今回の複合遊具を設置する場所において、

やはりその辺の敷均しっていうところもですし、当

然芝生を張るなりして水はけをよくするような、そ

んな対応は今後していきたいというふうに考えて

ます。 

○分科会長（福田 嗣久） 清水副委員長。 

○委員（清水  寛） あそこのコミュニティのほう

がずっと管理をされてたんですけども、非常にお一

人の方で砂を入れたりとか一生懸命されてて、絶対

無理やろというような状況でもあったんで、しっか

りとその辺も配慮していただきたいと思います。以

上です。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 今公園の話が出たので、たし

か城崎の駅通り公園は、所管があれ振興局に移った

んですね。駅通り公園、駅前公園じゃなくて。城崎

の駅通りの公園。ここでやるんじゃないか。都市整

備のほうじゃないのか。所管は都市整備のほうか。

（「うちです」と呼ぶ者あり）じゃあ、うちだった

らちょっと聞くわ。 

 何回かやって絶対大丈夫だっていって、これで絶

対よくなりますっていった芝生がひとつもような

っとらへん。それで、何か鳥取の芝生を持ってきた、

何か、鳥取だったかどこだったか、よその芝生で赤

土のまんまなんや。１年ほど、絶対ようなりますか

ら、絶対１年間は入らないでくださいっていって、

地域の人たち、子供たちにも一切入らせないでずっ

としとって、結局今、赤土のまま。やめたらええっ

て言ったんだけど、人工芝か何かやっちゃえって、

芝生が育たないんだったら。いや、絶対大丈夫です

と。３回やってやり直して全部駄目。あれ何とかせ

な駄目だよ。もうやらないんだったらやらないで赤

土のまんまで結構です。もうそのまんまやったらそ
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のままでかまへん。やっぱり地域の人たちに聞いて、

どうしようかって一回確認してください。 

 それから、もう１個は、あそこを何かやっぱり、

朝市だとか一生懸命頑張って公園でやってくれて

るので、物を運んだり何かっていうのが一番大変で、

あそこに物を置いてっていうと、物を置ける場所が

なかったりだとか、何かいろいろとあって、一時絵

を描いてほしいっていうことで、地域の人たちが率

先して絵を描いてくれたんだけど、その話がちょっ

と頓挫しちゃって、ほったらかしになっちゃってる

んだわ。だから、そうであれば、城崎の人たちだけ

じゃなくて港の人たちも来て、あそこでいろんなこ

とをやったりだとか、いろんなあそこをコミュニテ

ィの場所に使ったらいいということで頑張ってく

れてるんだけど、行政のバックアップが足らないの

かなと思って、ちょっとそれ一回見直してください。 

 それから、ここに書いてある駅前広場管理費って

いうのは駅前のロータリーのところ、それからさと

の湯のこと、さとの湯の広場のこと。 

○分科会長（福田 嗣久） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 城崎駅前のちょうど

温泉の湯を飲む場所が。 

○委員（椿野 仁司） ああ、ロータリーのところ。 

○都市整備課長（石田 敦史） はい、ロータリーの

ところですね。 

○委員（椿野 仁司） ああ、そう。 

○都市整備課長（石田 敦史） はい。 

○委員（椿野 仁司） それだったら分かりました。

いいです。じゃあ、その点確認して。 

○分科会長（福田 嗣久） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 城崎温泉駅通り公園

の芝生の関係なんですけども、あれはちょっと健康

福祉部のほうがやってる事業でして、ちょっと健康

福祉部のほうに、まいては芽が出なかったりして、

何回となく健康福祉のほうがやっとったんですけ

ど、一応そちらのほうに、また私の都市整備のほう

からもうなしにするよというのをちょっと申し添

えしておきますので、あと、土なら土で水がたまっ

たりしないような状況で、適正な維持管理ができる

ようにさせていただきたいというふうに思います。 

○委員（椿野 仁司） 何の種を植えてもあきません

ので、あそこ。よろしゅう頼みますわ。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） いいですよ。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかはございませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切

りたいと思います。 

 続いて、建築住宅課の山本課長、お願いします。 

 どうぞ。 

○建築住宅課長（山本 正明） それでは、建築住宅

課分の説明をさせていただきます。 

 事務費等の経常的なものにつきましては、ちょっ

と省略させていただきますので、ご容赦いただけれ

ばと思います。 

 まず、歳出からです。 

 ２７４ページ、２７５ページをご覧いただきたい

と思います。下の段、住宅管理費です。主なものと

いたしましては、頭に書いてあります人件費、委員

報酬１０万７，０００円ということで、これにつき

ましては空き家等対策協議会の委員さん、全体とし

ては１０人体制なんですけど、報酬が要るのが８人

ということで、８人の方の報酬ということで、年３

回ほど開催をする予定をしておるというものでご

ざいます。 

 めくっていただきまして、２７６、２７７ページ

をご覧ください。説明欄のところにあります住宅管

理費１億１，８７５万６，０００円です。主なもの

といたしまして、まず、７行ほど下になります。修

繕料２，２１０万円、これにつきましては、市営住

宅の退去修繕とか、風呂釜とか給排水設備だとか、

緊急修繕等に対応する修繕料でございます。 

 その下、６行ほど下がっていただいたところに保

守点検委託いうことで６５９万円。消防設備、エレ

ベーター等の保守点検委託料でございます。 

 その下、９行ほど下がっていただきまして、業務

委託料１８２万２，０００円となっております。内

容としましては２つ記載しておりますけども、住宅
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管理システム改修ということで、これは所得税法が

改正されて、それに伴いまして公営住宅法施行令が

改正されたということで、それに伴います住宅管理

システムの改修ということ。もう一つが、特殊建築

物等定期調査報告業務ということで、今森２号棟と

塩津の３号棟、つまり６階建て以上の建物について

はこの報告業務、調査業務が３年に一度必要という

ことで、この特殊建築物等定期調査報告業務という

ことで計上しているものでございます。 

 その下、また７行ほど下りていただきましたら、

補修工事費６，４３８万円です。内容としましては、

ゼロ市債におきまして市営住宅４団地ですね、入居

に向けました部屋の修繕工事、環境整備を行う予定

をしておるものがございます。そのほかに今森住宅

１号棟のエレベーター改修、あと同じく今森住宅の

電気温水器の更新とか、ちょっと計画的に３か年ほ

どかけてやろうというようなもの。あと、日野辺住

宅の街灯修繕とか、大きなものとして市営住宅全体

の退去修繕そのものなどの合算としてこの金額を

計上させていただいております。 

 その下、４行目に書いております補償金の移転補

償金１，１１３万８，０００円です。これにつきま

しては、昨年から調整を行ってきました一本松住宅、

それと但東の出合市場住宅、これ用途廃止に向けま

した入居者の方の転居に係ります移転料というも

のと生活支援一時金の合算がこの金額でございま

す。３か年ほどかけて取り組んでいくと。最長でも

５年というような考え方で、今年度から経費をかけ

て取り組んでいくというものでございます。 

 その下、住宅耐震改修促進事業費２，３３５万３，

０００円です。主なものといたしましては、３行目

にあります業務委託料の耐震診断業務、これは８０

件ほど予定をしております。 

 その下、耐震改修促進計画策定業務ですけども、

現在豊岡市の耐震改修促進計画、これが平成２９年

から令和７年の９年間の計画を持っております。目

標の耐震化率９７％としておりますけども、今年度、

今の、来年度じゃなしに今年度、兵庫県の住宅耐震

改修促進計画が改定されます。今年度やってますの

で、間もなく下りてくると思っておるんですけども、

この県の改定を受けまして、それに伴う豊岡市の計

画の改定。さらに、さらなる被害軽減を図る取組と

いうような考え方の中で、市の計画を改定をしよう

と考えておるものでございます。 

 あと、その下、補助金、住宅耐震改修促進事業費

１，６９０万円、先ほど言いました耐震診断、これ

を行って評点が低いと、満たないといった場合に、

耐震化工事をする際の工事費の一部を補助するも

のでございます。総額１，６９０万円ということで

す。 

 なお、この耐震につきましては、国、県の補助制

度が若干一部変更され、また財源なんかの見直しも

されたことがございまして、財源が変わることによ

って現行補助制度も若干見直しして実施していこ

うと考えております。 

 それと、これまでから取り組んでおりましたリフ

ォームに対する補助、これも耐震改修工事の上乗せ

ということで取り組んでおりました。当初の計画で

は今年度で終了というものでございましたけども、

調整の中で耐震改修だけではなかなか引きが弱い

というようなところもございまして、インセンティ

ブ、動機づけ的にありますリフォーム工事、これを

補助対象として引き続き継続して、形としては耐震

とリフォーム、セットで耐震に取り組んでいただき

たいという考え方で推進していきたいというふう

に考えております。 

 次に、その下です。住宅新築資金等貸付金回収事

業費１９万４，０００円、これは記載しております

住宅新築資金等貸付金滞納者に対する徴収業務、こ

れらに係る経費などでございます。 

 次のページ、２７８、２７９ページをご覧くださ

い。老朽危険空き家対策事業費４２８万５，０００

円です。これは、まず上段の費用弁償から手数料は、

空き家等対策協議会の運営等に関する、要する経費

でございます。 

 一番下の補助金、老朽危険空き家除却支援事業費

３９９万６，０００円、これにつきましては、国、

県の補助制度を活用しまして、所有者が除却される
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ときの費用の一部を助成しようとするものでござ

います。基本的には事業費の限度額が２００万円で、

３分の２補助、１軒につき１３３万２，０００円の

補助という形の財源でございます。 

 あと、ちょっと飛びます。２８８から２８９ペー

ジをご覧ください。中段少し下に災害対策事業費と

いうことで、補助金、土砂災害対策支援事業費６２

１万円としております。これにつきましては、土砂

災害特別警戒区域にある住宅等の移転、除却、あと

防護壁の設置とか改修、これに対しまして国、県と

一緒に補助を行うものでございます。 

 歳出は以上でございます。 

 続きまして、歳入をお願いしたいと思います。 

 ２８、２９ページをご覧ください。下の表になり

ます。２８、２９ページです。下の表に総務管理使

用料、上から４行目になります。行政財産目的外使

用料２，７３３万１，０００円とありますが、この

うち５５４万４，０００円、これが建築住宅課で所

管しておりますお試し居住の取組、あと大学生の入

居、それ以外にＮＴＴとか関西電力さん等の施設の

使用料というものでございます。 

 次、３０、３１ページをご覧いただきたいと思い

ます。土木使用料の４段目、住宅使用料２億５，６

８１万円のうち、５行目に記載しております移住促

進住宅使用料、これはちょっと所管が違いますので、

これを除きました２億５，３４５万円というものが

建築住宅課所管の使用料等でございます。公営住宅、

特公賃住宅、あと出石改良住宅、そしてそれぞれに

係る市営住宅の駐車場、これらの使用料でございま

す。 

 ３８、３９ページをご覧いただきたいと思います。

一番下の国庫支出金、住宅費補助金、社会資本整備

総合交付金１，６３１万３，０００円です。内訳に

つきましては、その下に記載しております、先ほど

歳出で申し上げました簡易耐震診断、今森住宅のエ

レベーター改修、これが公営住宅等ストックと書い

てあるものです。あと、民間住宅の耐震改修助成、

老朽危険空き家の除却、これらの補助金でございま

す。 

 あと、次、飛びまして、４０、４１ページをご覧

いただきたいと思います。一番上、消防費補助金の

社会資本整備総合交付金４１０万５，０００円、こ

れのうち２１０万５，０００円が崖地近接等危険住

宅移転事業費ということで、先ほど申し上げました

土砂災害特別警戒区域の住宅移転等に係る国の補

助金でございます。 

 飛びまして、５２、５３ページをご覧いただきた

いと思います。５２、５３ページ、３段目の欄にな

りますけど、土木費県補助金の住宅費補助金２２１

万５，０００円です。内訳は記載してますとおり、

簡易耐震診断、民間の住宅耐震改修、あと防災ベッ

ドというものがあります。そして、老朽危険空き家

の除却、これらに係ります県の補助金でございます。 

 次に、５４、５５ページをご覧いただきたいと思

います。一番上の欄、消防費県補助金ということで、

災害対策費補助金２０５万２，０００円、先ほど国

庫もありました。土砂災害特別警戒区域に係る県の

補助金というものでございます。 

 あと最後、６２、６３ページ、一番下の欄に諸収

入、住宅資金貸付金元利収入１４０万９，０００円

のうち１３８万８，０００円ということであります

けども、その下、説明欄記載の上３つですね、住宅

改修、住宅新築、あと宅地取得、これの貸付金に係

る元利収入というものでございます。 

 その他、収入、雑入等につきましては、ほぼ昨年

と同様ですので、省略させていただきます。 

 歳入は以上でございます。 

 債務負担行為、地方債等はございません。 

 建築住宅課は以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 一度聞いてみたいなと思った

んですけども、近年というか、ここ数年っていうん

かな、民間のアパートが物すごいですね。どのぐら

い民間のアパートが戸数的にあるかっていうのは

つかんどんなる。 

○分科会長（福田 嗣久） 山本課長。 
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○建築住宅課長（山本 正明） 今言われました、最

近動きが結構あるというのは承知はしております。

承知はしておるんですが、具体的な数字として、い

うものは把握できてないというか、動きかけたこと

あるんですけども、把握のしようがない状況がござ

いまして、ちょっと今よう把握してないのが現状で

ございます。 

 唯一、国、住宅土地統計調査とかいうものが５年

に一度ありましてなんですけども、これは数年前の

数字でもありますし、あんまり、どこまでその数字

を見ていったらいいのかなというような感じだっ

たんで、豊岡市におけるそういう実態というのはち

ょっと数字としてはよう把握してません。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 僕は豊岡市のいろんな施策を

展開する上で、人口はどんどん減る、にもかかわら

ずアパートだけがどんどん増えていく。何か矛盾が

あって、市の住宅政策にも私は一定の影響があるん

違うんかなという思いで仕方ないんですよ。人口が

増えとるんだったら何もこんなこと聞きもせんし、

いい話だけども、人口は減るのに誰が入るんだろう

なと思うほど、今、私の近くでも結構どんどん建つ

んです。何か、ある程度、僕はどの程度の民間さん

でっていうものがあるんかというぐらいは、調べる

っていうんかな、してでもおかないと、市のいろん

な施策展開する上で、住宅政策だけではなくて、要

るんだろうなと思うんですけども、そんなことない

ですか。思いならへん。 

○分科会長（福田 嗣久） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 村岡議員さん言われ

とることも分かります。分かるんですけど、先ほど

申しました把握のしようがないというのが一つ、そ

れと、当然人口は減っておるけども、核家族化だと

か、所帯がどんどんどんどん小さいのが数が増えて

いきよるという背景は実際のところ。民間がされる

ことですので、それに規制をかけるものではこちら

ございませんし、そういったもののニーズも見込む

中での民間での動きではないのかなという一つの

思いは見ております。ただ、別の次元で言いました

ら、そういったどんどん所帯が減っていくとかいっ

た中でおいて、民間もなんですけど、市営住宅も一

緒なんですけど、古いところはどんどん遊び始めと

るというのも現実論としてございます。 

 そういった動向も含めて、市営住宅も絶対全て確

保するというんじゃなしに、不必要なものはもう用

途廃止に向けてというようなことも含めて取り組

んでおるということで、先ほどのご意見については

注意しながら、今後もまた注視していきたいなとは

考えます。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） 要はアパートっていう話なん

だけど、宅地の問題ですよね。前にもちょっと言っ

たと思うんだけども、人口はどんどん減っていって、

市街地からどんどん人が減っていく。周辺に住宅が

どんどんできていく。宅地の開発には規制ができな

いんかっていう話を前言ったことあると思うんだ

けども、宅地をどんどん増やしていくと当然インフ

ラ整備していかんなんですよね。整備するっていう

ことはそれに対して市がお金を見てるから、水道も

引かんなん、道路も整備していかんなん。人口が増

えるならいいんだけど、減っていくっていう状況で

これから増える大きな見込みがないのに、市街地が

人口減っていって、周り、周辺が宅地がどんどん開

発されて行っていくという状況は、さっき山本課長、

規制ができないって言ったんだけど、でも今、東京

なんかでもかなり大きな現象が起きてて、非常に困

ってると思うんだよね、全国。だから、これって本

当に規制ができないのか、規制っていうんですか、

宅地申請があったら断ることができないのかな、い

ろんな意味で、それは環境が悪いとか、地盤が悪い

とか、我々でも１回現場を見に行ったこともあって、

結局あそこはできなかったんですけど、ちょうど福

田の今のポンプ場が造られる辺り、あの辺が水がつ

いてということで、そういうことでいくと、そうい
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う環境が悪いところについてはなかなか許可が出

せないっていうところもあろうかと思うんだけど

も、それって何か必要ではないのかなと、その辺は

どうなんですか。全くできない、規制かけられない。 

○分科会長（福田 嗣久） 課長、答えますか。 

○委員（椿野 仁司） 部長、答えたらええ、部長。 

○分科会長（福田 嗣久） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 開発の規制につきま

しては、例えばできないとこというのは、農業振興

地域を指定してしまえば……（「まあ、そりゃそう

だ」と呼ぶ者あり）はい、開発はできないんですけ

れども、その他につきましては、今のところ規制を

するということはできないです。宅地造成規制区域

なんかでも、それなりの対策を講じれば開発許可を

下ろさざるを得ない状況になっておりますので、で

すから、農振農用地を指定しない限りは、ちょっと

難しい状況でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 何号議案だったかちょっと忘

れたけど、これ、また次にやるんだと思うんだけど

も、城崎の条例を、特定用途ね、あれインターチェ

ンジの面で問題あるんだけど、あれにはこういう施

設は駄目ですよという事項を書いて、あれできちん

と条例化してくれる。今の話とちょっとまだ一緒に

したくはないんだけども、そういう意味でいくと、

そういう何かことが、それ日本国憲法の状況なのが、

でも、こんなん全国的に同じことが起こり得る、起

こってるんではないのかなと。後からしまったって

ことが絶対起こってて、結局そこで送り続けてイン

フラ整備したところが、結局また元に戻ってこにゃ

いけんようなことがあって、そういうところが幾ら

でもあるわけですよ。だから、それって本当にでき

ないのかどうか、あなたたちそれが通らなんだで、

一回ちょっといろんなことを聞きながらどうなん

だというとこで、それは、土地を持ってる人は有効

に使いたいですよ、はっきり言うと。本当にお金に

なるんならお金にしたいと思うよ、僕は。だけど、

そこにそういうことってどうなのかなと思って、開

発業者は開発したいので当たり前だろうし、ちょっ

とその辺が気になるので、宿題としてひとつよろし

くお願いします。 

○分科会長（福田 嗣久） 村岡委員の意見と同じよ

うなとこがあるんで、検討してみてください。今、

即答はしにくかろうで。 

 よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） １点また確認です。老朽危険

空き家の除却支援事業費っていうのが３９９万６，

０００円、記述していただいてます。この制度につ

いては、私どもの地域においても何件か利用させて

いただいてる実績もありますので、ありがたいこと

だなと思いますし、何かきっかけがないとなかなか

危険空き家を除却しようっていう気になれないと

いうようなことなんですけども、豊岡市全体的とし

て除却がスムーズに進んでいるのかどうかってい

うのを、状況をちょっとお聞きしたいんですけども。 

○分科会長（福田 嗣久） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 動向という形、いろ

んな形での数字そのものはちょっと今手持ち持っ

ていないんですが、老朽危険空き家、当然ご承知の

とおり、増加の方向はもう誰も否定できない状況で

ございます。そういった中においても、私ども、ほ

んまの、ただ空き家という形で即どうこうはできま

せんし、ただ、危険度を増してくるとそうとも言っ

ておられないというときに、特定空家等の認定した

中において必要な交渉をしながら、先ほど言いまし

た補助金を使っての除却というのもありますし、そ

ういったことが不可能なところは、今年やりました

略式代執行とか、もう一つは相続財産管理人を豊岡

市として申立てをして、その管理人さんに除却をし

ていただくようなやり方とか、それよりも今年予定

しておったんですけれども、行政代執行ということ

のやり方であります。行政代執行を予定しておった

んですけども、地元協力の中で除却、整理されたと

いうとこがあってやめましたけども、ただ、どんど

んどんどん情報はいただく中において、可能なとこ

ろは、危険度が増しとる分は先ほど言いました手段
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だけじゃなくして、本人さんに当然改善通知とか、

そういうことを出す中において、基本は所有者の責

任においてちゃんと安全確保、つまり除却とか修理

とかやってくださいということで、かなりの数、常

時やり取りをしてます。そういった中で、ですから、

うちが直接的には交渉だけして除却されたという

ものも当然ぽろぽろありますし、ただ、申し訳ない

です。今この場に押さえとった数字というのは持っ

てないんですけども、ただ、なしのつぶてというか、

全く言うことを聞いていただけないとかいうのも

めちゃくちゃたくさんあるというのも現実のとこ

ろでございます。最悪のときは先ほど言いました略

式もしくは行政代執行というようなことも、場所に

よっては地理的な条件、危険度によって対応もして

いかんなんというふうには考えておりますけど。そ

ういう今、ちょっと申し訳ない。 

○分科会長（福田 嗣久） はい。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（岡本 昭治） いいです。 

○分科会長（福田 嗣久） ほかの委員の皆さんはよ

ろしいですか。よろしいか。 

 はい。 

○委員（足田 仁司） 個別ですけど、出石の北部住

宅っていうのありますね。あそこが築５０年近くた

ってると思うんですね。どうされる予定ですか。 

○分科会長（福田 嗣久） 山本課長、よろしいか。 

○建築住宅課長（山本 正明） 北部住宅、ちょっと

今、あれなんですけども、あそこにたしか３戸建っ

とるはずです。（発言する者あり）入居いうんか、

北部住宅そのものが３戸建っておって、あっ、そう

かそうか、失礼いたしました。３棟ですね。ほいで、

一応今、戸数にしたら１５戸の部屋があって、１２

戸入っておられます、現実論として。それで、昭和

４７年とかの建設ですので、ちょっとすみません、

今数字が出てこないんですけども、当然かなり古い

というのは重々承知しております。 

 ただ、今のところはまだ、古い中においても、当

然最低限いうんか、最終管理、市がせんなん維持管

理というのは手をかけながら今に至っております

ので、現時点においてはすぐにどうこうしようとい

うことは考えていないというのが現状でございま

す。 

 逆言うたら、入居しておられる方も、あそこは平

家だったと思います、たしか。平家で、逆言ったら

言葉いいのか分からんですけど、老朽化、年がたて

ば家賃が物すごい安い。そこのメリット、すごく感

じておられる発言も聞きますので、かといってもう

どうにかしてくれとかいうんじゃなくして、今のと

ころはまだ使っていくという考え方でおるという

思いでございます。 

○分科会長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（足田 仁司） 市民会館よりもちょっと古い

んちゃうかな。古いので、ぜひ検討していただけた

らと。 

 いうのが、相当見た感じも、あそこだけ何かどん

と勢いのないエリアみたいな感じで、非常にこう、

コミュニティを形成するにしても、よくないのかな。

隣に県営住宅が建ってて、そこはもう撤去して更地

になっちゃってる。だだっ広いところに町営住宅が

３棟建ってて、そこにかなり高齢化が進んでるのも

あるんですけど、細々と暮らしてるという感じなん

で、幾ら何でも、ＲＣでもないのに５０年からたと

うかというのはちょっと長過ぎるような気がする

んで、どうするかいう方向性を考えていただきたい

と思います。これ要望で、終わります。 

○分科会長（福田 嗣久） 要望でよろしいか。 

○委員（足田 仁司） はい。 

○分科会長（福田 嗣久） ほか委員の皆さん、よろ

しいか。 

 椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） さっき言っとったんだけど、

ふるさと納税を使って、先ほどこういった老朽空き

家だとか、特定空家とか、それからそういったとこ

ろのメンテナンスっていうんか、そういうものに、

いわゆるお金の出どころがないから、ふるさとを思

って、ふるさとにお金を、基金をしてくださる人た

ちのお金を、何かそれにあてがわれないみたいな話
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だから、環境経済は集めるほう、それを配るのは財

政のほうなんだけど、都市整備のほうも今のそうい

うものに利用ができるようなことがあれば、一体お

金をこれ誰が出すんやと、壊すときに。といったと

きに、行政代執行ばっかりじゃなくて、そういうと

こら辺も、メンテナンスも含めてちょっとそういう

ことができないのかなという、使い道が、何か聞い

たら全国にあるらしいよ、そういうものにお金を利

用してるところが、ふるさと納税を。だから、ぜひ

また、そういうことも検討してみてください。 

○分科会長（福田 嗣久） これは先ほども出てまし

たので、検討課題として。 

○委員（椿野 仁司） 検討課題、検討課題ばっかり

ですみません。 

○分科会長（福田 嗣久） そうですな。 

 以上でよろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 以上で都市整備部の職員の方は退席していただ

いて結構です。長時間ご苦労さまでございました。 

 暫時休憩します。再開は、３時５０分再開。 

午後３時４４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時５０分 分科会再開 

○分科会長（福田 嗣久） 建設経済分科会を再開を

いたします。 

 次は、上下水道部に関する審査であります。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔に説明を願

います。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては資料のページ番号をお知

らせください。 

 質疑は、説明が終わってから後に課ごとに行いま

す。 

 それでは、まず水道課からお願いします。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 第３７号議案、令和３年

度豊岡市一般会計予算のうち、水道事業の関係する

分についてご説明いたします。 

 一般会計予算書の２１１ページをお開きくださ

い。歳出でございますが、上の表の最下段、水道事

業会計負担金ですが、３億６，１１０万９，０００

円を計上しております。これは主に総務省の繰り出

し基準に基づいて、一般会計から水道事業会計への

繰り出しをするものでございます。補助事業に対す

る一般会計からの負担金などです。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ７３ページをお開きください。下の表の中段、市

債でございますが、保健衛生費の水道施設整備事業

債を先ほど説明いたしました補助事業に対する負

担金の財源として５，５２０万円を予定しています。 

 続けて、１０ページをご覧ください。第３表地方

債ですが、上から１１行目、水道施設整備事業債を

同様に５，５２０万円としております。 

 一般会計に関する水道課は以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 次に、下水道課の説明をお願いします。３７号議

案のほうを先にして、下水道課の説明をお願いしま

す。 

 石津課長。 

○下水道課長（石津  隆） ３７号議案、令和３年

度豊岡市一般会計予算の下水道に関係します部分

について説明をいたします。 

 まず、歳出でございます。 

 予算書の２０８ページをご覧ください。上段の表

になります。環境衛生費の説明欄にあります浄化槽

設置事業費補助金７９万３，０００円につきまして

は、浄化槽設置整備事業補助金交付規程に基づきま

して、生活排水処理計画で定める合併浄化槽区域内

の専用住宅への浄化槽設置に対し補助金を交付す
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るものでございます。 

 次に、２７４ページをご覧ください。上段の表の

２項目め、下水道費の下水道事業会計負担金２５億

３，７６３万２，０００円につきましては、総務省

の繰り出し基準に基づく下水道事業会計への負担

金として、雨水処理負担金、高資本対策に要する経

費、企業債の元利償還金に対する交付税措置分、政

策料金に係る料金不足額などが主なものでござい

ます。 

 次に、歳入でございます。 

 ３８ページをお開きください。２項目めの表にな

ります。衛生費国庫補助金の説明欄、循環型社会形

成推進交付金２６万４，０００円につきましては、

浄化槽設置事業に係るもので、事業費７９万３，０

００円に対する補助率３分の１になるものでござ

います。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） 質疑を打ち切ります。 

 これで第３７号議案、令和３年度豊岡市一般会計

予算について、説明、質疑は全て終わりました。 

 本来ならここで第３７号議案に対する討論、表決

を行うところでありますが、順序を入れ替え、先に

４６号議案及び４７号議案を審査したいと思いま

す。 

 建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午後３時５８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時５８分 委員会再開 

○委員長（福田 嗣久） 建設経済委員会を再開いた

します。 

 それでは、第４６号議案の審査に入ります。 

 令和３年度豊岡市水道事業会計予算を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 令和３年度水道事業会計

予算でございます。 

 特別会計予算書の２３９ページをご覧ください。

水道事業会計予算でございます。２３９ページから

２４１ページまでにつきましては、本会議で部長が

説明したとおりでございます。詳細につきまして、

予算実施計画でご説明いたします。 

 ２４５ページをご覧ください。まず、収益的収入

及び支出でございます。収入では、最上段です。水

道事業収益として２３億６，２１２万４，０００円

を予定しています。主なものとしましては、その２

つ下、営業収益の水道料金１７億２，６８３万５，

０００円、その４つ下の雑収入、下水道使用料徴収

等受託金５，１４１万３，０００円でございます。

営業外収益のうち、一般会計補助金は、先ほど一般

会計予算で説明いたしました水道事業会計負担金

の一部でございます。 

 ２４６ページをご覧ください。支出では、水道事

業費用として２１億２１１万７，０００円を予定し

ています。営業費用は１８億６，９６０万２，００

０円で、主なものといたしましては、中段辺りに原

水及び浄水費の委託料として１億４，９３７万９，

０００円、これは佐野浄水場及び各浄水施設の運転

管理業務等でございます。 

 続いて、２４７ページ、配水及び給水費の中段辺

り、委託料５，５２１万円、これは各配水施設の保

守点検等でございます。 

 その３つ下、修繕費６，３３７万１，０００円、

これは漏水修繕等に係る費用でございます。 

 続いて、２４８ページ、総務費の中段少し下、委

託料８，９９９万２，０００円、これは料金等賦課

徴収業務等でございます。 

 次に、２５０ページをご覧ください。資本的収入

及び支出でございますが、まず、上段の資本的収入

は１１億２，３７２万４，０００円を予定していま

す。企業債９億３，５４０万円のほか、一般会計出

資金、負担金、大見塚受水池・配水池改築事業等の

補助金を計上しています。 

 下段の資本的支出は２２億７，０７３万３，００

０円を予定しています。建設改良費は１３億３，３
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３９万３，０００円を予定しております。このうち

工事請負費といたしまして１２億８，７１５万円を

計上しています。先ほどお手元にお配りいたしまし

た予定箇所図と併せてご覧いただければと思いま

す。 

 資料１で管路工事の予定箇所、資料２に施設整備

の予定箇所をお示しさせていただいております。主

な事業といたしましては、大見塚受水池・配水池改

築事業１億３，４１０万円、岩中浄水場改築事業４

億６，４００万円、城崎・港給水区配水施設整備事

業といたしまして４，６５５万円、老朽管更新事業

４億円を予定しております。 

 ２５１ページから２５５ページまで、キャッシュ

フローの計算書、給与費明細書を添付しております

ので、ご清覧ください。 

 ２５６ページをご覧ください。債務負担行為に関

する調書でございます。水道料金等各種業務は、１

２月の補正で設定したもので、老朽管更新事業につ

きましてはゼロ市債に係るものから、水質検査業務

は次年度早期に実施するためのものでございます。 

 ２５８ページからは、予定の貸借対照表、予定損

益計算書、注記を添付していますので、ご清覧くだ

さい。 

 なお、令和３年度の純利益につきましては、２５

１ページのキャッシュフロー計算書の一番上、１億

４，９４４万円を予定しております。 

 水道課から以上でございます。 

○委員長（福田 嗣久） 以上ですか。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、債務負担で、

上段の水道料金等賦課徴収につきましては、元年度

からですので、平成３０年度に設定をさせていただ

いておるものでございます。失礼いたしました。 

○委員長（福田 嗣久） 以上ですね。 

 説明は終わりました。 

 それでは、質疑をお受けしたいと思いますけれど

も、質疑はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 水道工事、水道管工事ってい

うんかな、今もあちらこちらであるんですけども、

ぱっと見る範囲で、いわゆる有収率っていう問題を

随分前には言ってきたと思うんですが、今現在の有

収率、率っていうのはどのぐらいで、目指すものは、

一番ええのは１００％が一番ええと思うんですが、

どのぐらいの有収率になるんですか。書いたもんが

ないんで、そういうのあるんかいな。 

○委員長（福田 嗣久） 課長、どうぞ。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、手元にちょ

っと資料ございませんので、ここ数年若干下がって

きておりまして、８０％余りの有収率だったと思う

んですけども、目指すところは９０％程度を目指し

ております。老朽管更新ということで、漏水の多い

ところ、元年度の決算で８０．４６ですね、８０．

４６。 

○委員長（福田 嗣久） ８０．４６。 

○水道課長（谷垣 康広） はい。 

 そこは９０を目指しているというところで、老朽

管更新、漏水が多いところを中心的に今やっておる

ところでございます。エリアごとに漏水の有収率の

低い配水池等のエリアを中心に調査等をかけまし

て、改善に努めてまいっているというところでござ

います。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今、言われた８０％、あまり

高くないな。以前にはこの決算のこの中で、もう文

書でこのぐらいの有収率を目指すとかなんとかっ

ていうのが、そういうページがあったように思うん

だけど、今はそれはないんか。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○水道課参事（和田 哲也） 決算書の中には、文章

的には決算のときの、決算年度の有収率は上げてま

すけども……（「ああ、そうか、そうか」と呼ぶ者

あり）はい、今までの過去の分だとか、これから目

指す数字というのは特段入れてません。以上です。 

○委員（村岡 峰男） 決算で書いてあるということ

か。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○水道課参事（和田 哲也） その決算年度の数字を
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文章的には書いてまして、前年度の比較のために前

年度の数字と当年度の決算の数字は載せてますけ

ども、それ以上のものは載せておりません。以上で

す。 

○委員長（福田 嗣久） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 分かりました。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（福田 嗣久） ほかの委員の皆様、よろし

いか。 

 それでは、質疑を、あっ、ちょっと待って、私が

聞かせてもらうわ。ちょっと手を挙げて。（「福田

委員長」と呼ぶ者あり） 

 ありがとうございます。 

 予定貸借対照表見とって、地方公営企業としてこ

の水道課のほうで完結されとるんでしょうけども、

資金的には気楽ですか。 

○委員（岡本 昭治） 何かようけえ残ってましたよ、

二十何億円。 

○委員長（福田 嗣久） いかがですか。 

 どうぞ。 

○水道課参事（和田 哲也） 今のところは貸借対照

表を見ていただきますと、現金預金が、２５８ペー

ジになります。現金が３０億円強と、余りというこ

とになってます。今のところはまあまあというとこ

ろではございますが、やはりこれから施設の大量更

新を迎えるということと、あと人口減少等で料金収

入がこれからどんどん減っていくという中で、あく

まで今のところは大丈夫ですけど、今後を見通して

いくとやっぱりちょっと心もとないなというとこ

ろで考えてます。以上です。 

○委員長（福田 嗣久） 何で聞いたかいうと、病院

組合の決算をずっと見とると、非常にタイトなんで

す、バランスシートを見ると。それから比べると相

当優秀だなという気がしてそういう質問を聞かせ

ていただいたんですけれども、それで、流動負債の

中で企業債、これ１年の分だな、単年度の４の１の

イ、短期の分ですね、１年以内の分ですね。豊岡病

院はこれを外してもマイナス違うんか、去年までは。

非常にタイトだということが分かっていただけて、

短借りでしのいでいくんだけども、今この水道事業

だけ見ると、非常に優秀だなという気がして、左う

ちわですかいうて聞いてみたんですけど、そうでは

ないですよいうことなんで、それはそれでいいです

けど、しっかりと経営していただけたらということ

はお願いしておきたいと思います。以上です。 

 どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 今の関連で、言葉悪いけども

らうもんもらえば値上げはしませんということな

んだろうと思うんですよ。でも、もらうもんもらわ

なくても値上げをしなるんだろうし、どことも出さ

んなんものだけども、早めにいろいろと議論をして

もらって、今コロナ、コロナってコロナのせいばっ

かりで、そんなしたくはないけれど、非常に厳しい

状況をみんな強いられてる。特に製造業もそうです

し、我々観光業もそうですし、飲食業もそうですよ

ね。だから、手際よく早めに早めにちょっと議論を

していく機会をしっかりつくってもらうようによ

ろしくお願いをいたしたいというふうに思います。 

 部長におかれては、退職までに本当は結論出した

かったんだろうけど、まあまあ、外部からどうぞ温

かい目で見ていただきますようによろしくお願い

します。 

○委員長（福田 嗣久） どういう意味で。 

○委員（椿野 仁司） それから、大見塚のことなん

だけど、順調にいってるんですか、その後。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○水道課長（谷垣 康広） 今、保安林の解除のほう

の申請を県のほうにしております。県庁のほうに渡

っておりますので、そこで今審査していただいてる

状態です。順調にいけばというところでは、聞いて

おります。春早々には国のほうに提出できるという

ふうなところで、それが国のほうにいけば工事着手

のほうをさせてもらえるようなことになってこよ

うかと思いますので、それに合わせて準備をしてい

るところです。 

○委員（椿野 仁司） まあ、順調にいっとるんなら

いいです。 
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○委員長（福田 嗣久） それはほかの委員さん、ど

うですか。 

 どうぞ。 

○委員（足田 仁司） おまけで。 

○委員長（福田 嗣久） おまけでどうぞ。 

○委員（足田 仁司） せっかく資料３枚頂いたんで

すけど、これは後で目を通しておくようにというこ

となのか、ちょっとこの部分、肝の部分はこことこ

ことここやと、何か注釈をつけるところがあればお

願いしたいなと思います。 

○委員長（福田 嗣久） 何かございましたらどうぞ。 

 課長ですか。 

○水道課長（谷垣 康広） 資料１のほうをご覧くだ

さい。 

 老朽管の更新事業については、表としてつけさせ

ていただいております。上段の１から５までがゼロ

市債で発注予定とさせていただいてるところと、６

番から１３番につきましては、すみません、ポイン

トを落とさせていただいてないんですけども、場所

ということで工事箇所を明記させていただいてお

ります。 

 それから、吹き出しの部分でさせていただいてお

るところ、一番上のところが城崎大橋関連に係る布

設替えということで、４００メーターを計上させて

いただいております。南向きに下りていきまして、

城崎・港の給水区の配水施設整備事業いうことで７

００メーター上げさせていただいております。これ

につきましては、国県のかさ上げ事業と合わせて行

うもので、国県の動向を見ながらということになっ

ております。 

 それから、その次、戸島玄武洞、玄武洞公園の付

近なんですけども、これ県のほうの事業に合わせた

事業となっております。２６０メーターを計上させ

ていただいております。 

 それから、豊岡インター線、これは豊岡病院のと

ころの交差点改良に伴うもの、これにつきましても

県と合わせた事業になってきますので、ちょっと県

のほうの事業がもう少し不明な部分がございます

が、県の事業に後れを取らないようにということで、

計上をさせていただいております。 

 それから、一番下の日置橋、これ、今建設課のほ

うで日置橋の長寿命化のほうをやっております。そ

れに合わせて行っておりまして、本年度６０メータ

ーを計上させていただいております。 

 資料ナンバー２のほうです。 

 右の表につきましては、出石地域をクラウド化と

いうことで監視装置の更新を図ります。その中での

施設名と位置ということにさせていただいており

ます。地図の中に落とさせていただいております分

でいきますと、北から、図面の上段ですけども、港

浄水場のろ過の更新工事、それから、その西側が大

見塚、先ほど申し上げました大見塚の受水池・配水

池の更新事業ということになっております。その他

設備の更新が主なところでございます。 

 岩中浄水池の更新工事、本年度から行っておりま

す。それに係ります電気設備等の更新事業が大きな

ものでございます。 

 地図のほうはちょっと省略させていただきまし

たけれども、主なものとしてご説明させていただき

ました。 

○委員長（福田 嗣久） 以上ですか。 

○委員（椿野 仁司） 管の老朽管の更新事業を、こ

れ今、４，１１０メーターのことだな。すると、水

道管って１０万円か１５万円、もっとか、１０万円

ぐらいか、１０万円だとしても４億円以上。単純に

計算したら。そうだな、そういう計算だよね。 

○水道課長（谷垣 康広） あと、舗装復旧のほうは

基本的には入れてませんけども。 

○委員（椿野 仁司） ああ、もっとかかるよな、ど

っちにしてもな。環境も違うしな。同じ環境ではな

いしな。 

○水道課長（谷垣 康広） 管の口径にもよりますけ

ども……。 

○委員（椿野 仁司） そうだね。 

 もう１個いい。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） 部長、お土産話じゃないんだ

けど、この水道事業の施設の地図をもらったんだけ
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ど、豊岡が抱えてる水道事業の問題っていうのは幾

つかあって、一番大きいのはこういう広大な、豊岡

市という、山も谷も川もあり、非常にこういう効率

の悪い、そういう土地なんだけど、水道料金が高い

という原因の中の一つに、このやっぱり水道事業所

が多いっていうのがたしかあったと思う。 

○委員長（福田 嗣久） 事業所が多い。 

○委員（椿野 仁司） 事業所っていうか施設が多い。 

○委員長（福田 嗣久） 施設が多いね。 

○委員（椿野 仁司） 管理者施設が、赤穂なんかは

少ないでしょ。だから、そういうことからいくと、

この今の図面を見てるとこれだけあるんだけども、

こういうものっていうのは将来、人が動けば整理が

つくんですか。それとも、人が動かなくても整理を

していこうと思ったらできるんですか。その水の水

源にもよりけりだと思うんだけども、全くこれはも

う将来にわたって不可能なことものなのか、可能な

ものなのか、お土産に。 

○委員長（福田 嗣久） 部長、どうぞ。 

○上下水道部長（米田 眞一） 今、椿野議員おっし

ゃっていただいたように、水道施設たくさん、もう

この地図に載ってない分もたくさんありますんで、

多分２００以上あると思います。下水道は今、統廃

合ということで、かなりの浄化センターの数を減ら

していっとるんですけども、水道はやはり水源がな

いことには水を配れないんで、どうしても水源の数

を減らすということは難しいです。 

 ただ、施設を更新するに当たって、将来、人口減

少で水需要が減ると、その施設の機械とか電気とか、

そういった計器ですね。計器というか設備、それを

小さいものに替えることはできるということで、な

るべく経費を抑えたいなというふうに考えてはい

ます。 

○委員（椿野 仁司） 不可能ではない、施設を減ら

すこと。 

○上下水道部長（米田 眞一） 施設を、下水のよう

に施設を減らそうと思えば、低いとこから高いとこ

に水を送らないといけないことになってしまうの

で、逆に効率が悪くなって……（「効率が悪い」と

呼ぶ者あり）はい、そういうことも起こりますので。

なるべく、減らしたい気持ちはありますけど。 

○委員（椿野 仁司） 高いとこに大きなやつ持って

いってどんと落としたらええ。 

○上下水道部長（米田 眞一） そこに一回いろんな

とこから水を上げていかんなんので。 

○委員（椿野 仁司） 原子力発電でやってもらうか。 

○上下水道部長（米田 眞一） やはりもう、なるべ

く高いところに浄水場がおって、自然に水が下流に

流れていくというのが一番効率的ですので、そのよ

うになりながら。 

○委員長（福田 嗣久） 難しい宿題だな。 

 ほかの委員の皆さん、よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） お諮りいたします。本案は、

原案のとおり可決すべきものと決定してご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） ご異議なしと認めます。よ

って、第４６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 続いて、第４７号議案ですか。 

 続いて、第４７号議案、令和３年度豊岡市下水道

事業会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、石津課長。 

○下水道課長（石津  隆） 特別会計予算書の２６

７ページをご覧ください。第４７号議案、令和３年

度豊岡市下水道事業会計予算について説明をいた

します。 

 部長が本会議場で説明をしておりますので、私か

らは予算の実施計画書で詳細を説明させていただ

きます。 

 ２７３ページをご覧ください。まず、収益的収入

及び支出ですが、収入では、下水道事業収益として
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５６億８，７４１万２，０００円を予定しておりま

す。主なものとしましては、営業収益の下水道使用

料１６億９，７０６万３，０００円、雨水処理及び

し尿処理に係る他会計負担金１億４，４７６万５，

０００円、営業外収益の汚水処理に係る一般会計補

助金２３億８，５８０万１，０００円、長期前受金

戻入れ１４億１，４０６万３，０００円、消費税及

び地方消費税還付金３，５３１万７，０００円など

が主なものでございます。 

 次ページ、２７４ページをご覧ください。支出で

ございます。下水道事業費用として５０億４，１５

７万８，０００円を予定しております。営業費用の

主なものは、管渠費では異常通報等の通信運搬費１，

６７０万３，０００円、施設の維持管理費などの委

託料４，４６９万７，０００円、施設修繕費４，０

２９万円、動力費５，９９３万８，０００円、ポン

プ場費では施設の維持管理などの委託料８５９万

５，０００円。 

 ２７５ページになりますが、処理場費では運転管

理や汚泥処理業務などの委託料５億１，１９０万５，

０００円、施設の修繕費９，４１８万８，０００円、

動力費１億４，９１９万６，０００円、薬品費３，

５６７万２，０００円などが主なものです。 

 続いて、２７６ページの総係費ですが、下水道台

帳整備等の委託料１，１７６万４，０００円、使用

料徴収業務などの負担金５，２３５万円などが主な

ものでございます。それぞれの目には、職員の人件

費、賞与引当金等の繰入額も計上しております。 

 次に、減価償却費では、有形及び無形固定資産の

減価償却費３２億５０１万３，０００円、資産減耗

費では、建設改良等に伴う固定資産除却損５，３７

４万６，０００円を計上しております。 

 営業外費用では、企業債等の支払い利息５億９，

５６４万６，０００円が主なものであります。 

 続きまして、２７８ページ、資本的収入及び支出

の資本的収入では３４億５，１５３万５，０００円

を予定しております。主なものとしましては、企業

債２４億３５０万円、建設改良事業に係る国庫補助

金１０億２，４４０万円などがあります。 

 ２７９ページの資本的支出では、５８億６５５万

８，０００円を予定しております。建設改良費の主

なものは、管渠施設事業費では、統廃合の基本詳細

設計業務等の委託料４，７８３万３，０００円、施

設の統廃合、長寿命化などの工事請負費８億８，２

００万円などであります。処理場施設事業費では、

施設の長寿命化対策業務等の委託料１，０２３万３，

０００円。 

 次ページ、２８０ページになりますが、下水道処

理施設工事請負費１１億６，１００万円などが主な

ものになります。 

 企業債償還金では、企業債償還元金３６億５，４

９４万５，０００円を計上しております。 

 お手元にＡ３の令和３年予定箇所図下水道の図

面をお配りしておりますが、青枠でくくっておりま

す１２か所が統廃合事業の施工箇所になります。ま

た、赤い色囲いの部分が５か所、長寿命化事業施工

箇所になります。緑色の囲い６か所につきましては、

雨水幹線整備などの施工箇所となります。全ての事

業費を合計しますと、２１億１００万円を予定して

おります。 

 また、予算書の２８１ページからは予定キャッシ

ュフロー計算書、給与費明細書、債務負担行為に関

する調書、予定貸借対照表及び予定損益計算書、２

９４ページからは予算説明書に記載している事項

に関する注記を添付しておりますので、ご清覧くだ

さい。 

 下水道課からは以上です。よろしくご審議のほど

お願いいたします。 

○委員長（福田 嗣久） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 どうぞ、椿野委員。 

○委員（椿野 仁司） ちょっと私、誤解しとったら

ごめんなさい。これ、統廃合事業の１２か所、色区

分としてブルーっていうのは、これ但東町が大きな

区域ですよね。それから、赤は、長寿命化事業って

いうことは例えば城崎・港のこれはどうなるん。統

廃合っていったら、例えば戸島、城崎は統廃合だし、

港の小島港、小島っていうか、港のこの港西側は城
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崎に持っていくんでしょ。これどういう概念、どう

いうこと。 

○委員長（福田 嗣久） 課長、どうぞ。 

○下水道課長（石津  隆） 位置図の箇所図の見方

ですけども、青色の全ての工事場所を矢印と囲いで

場所が書いてあります。例えば青色の①番、日野

辺・出石処理区の統廃合、同様に奈佐、寺坂、戸島、

田鶴野、上野・桐野、水石、但東西、美方、五荘大

浜、但東北、豊岡市下水道計画の変更の、今言いま

したのが１２個の統廃合に関係する事業箇所とな

ります。 

 赤色の長寿命化につきましては、具体的には清滝

浄化センター、竹野浄化センター、豊岡市マンホー

ルポンプ長寿命化、農集排、漁集この５つが長寿命

化の事業箇所ということになります。 

 地図で書いてます囲いは各旧町、統廃合後の全体

の囲いということで、１２か所、５か所、６か所と

申しましたのは、横に吹き出しで出しております、

囲ってある場所という意味になります。 

○委員（椿野 仁司） そしたら、いいですか。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（椿野 仁司） そしたら、ちょっと分かりや

すくいうと、例えば右上の４番の戸島・城崎処理区

統廃合というのは、これはいわゆる集落廃水を、城

崎の城崎大橋ができたと同時に城崎の浄化センタ

ーに持っていくという統合の工事であって、これは

ブルーなので、一応これは統廃合事業として令和３

年の予定箇所だと。その赤い全部、港もくくって城

崎は、基本的にはこれは長寿命化をしながら、その

長寿命化なんだけど、さっき言っとった港西側のほ

うは城崎の浄化センターに持ってくるって聞いて

おったけど、それは将来の話ですか。 

○委員長（福田 嗣久） 石津課長。 

○下水道課長（石津  隆） 港西につきましても、

港東につきましても、今、港浄化センターに入っと

んですけども、切替えをすることによって港西、港

東とも城崎に入ります。 

○委員（椿野 仁司） 全部ね。 

○下水道課長（石津  隆） はい。 

○委員（椿野 仁司） ほんなら、もうこのエリアが

結局城崎に持ってくるってことだね。 

○下水道課長（石津  隆） そうですね、ピンク色

の囲いが全部。 

○委員（椿野 仁司） ピンクがね、それいつなの、

予定は。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○下水道課長（石津  隆） 統廃合事業自体は、令

和５年繰越し、令和６年ぐらいまでが主たる工事を

しております。ここにあります戸島といいますのも

単年度ではなく計画、それから城崎大橋の添架に合

わせて複数年かかることになりますので、全てが完

了しようと思ったら、城崎辺りでも３か年ぐらいは

工事することになります。 

○委員（椿野 仁司） ここだけで聞きましたんで、

あと、お分かりにならないところをお聞きください。 

○委員長（福田 嗣久） どうぞ。 

○委員（足田 仁司） 地形的には出石が分かりやす

いんですけど、例えば１番の日野辺・出石処理って

なってるんですけど、処理場はどこまで持っていく

の。 

○委員長（福田 嗣久） 課長。 

○下水道課長（石津  隆） 但東西、北は全て出石

浄化センターにつながって、出石で処理をすること

になります。上から下に流しますし、今、連絡する

パイプもないところにつきましても、中継ポンプ場

等を造って連絡をして、最終的には出石の浄化セン

ターで上流部のエリアは全て処理をするというこ

とです。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいか。 

 皆さん、よろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） お諮りいたします。本案は、

原案のとおり可決すべきものと決定してご異議あ

りませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） ご異議なしと認めます。よ

って、第４７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 以上で上下水道部の職員の皆様は退席していた

だいて結構でございます。ご苦労さまでした。 

 それでは、引き続きまして、建設経済委員会を暫

時休憩いたしまして、建設経済分科会を再開したい

と思います。 

午後４時３６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時３６分 分科会再開 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、第３７号議案、

令和３年度豊岡市一般会計予算の討論、表決を行い

たいと思います。 

 まず、討論はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 質疑の中でも言いましたけど

も、正式名称で言うと、コウノトリ但馬空港利用促

進協議会に対する６，０００万円の支出については、

補助率の見直しも含めてそれを要望しながら、６，

０００万円そのものの今の形での支出については、

これはもう同意し難いということを申し上げたい

と思います。３０年近くもなって全く見直しもしな

いということについては異常さを感じますし、市長

が言う戦略的だというのも、どうも戦略的だと言う

んであれば、余計に補助率の見直しっていうのは私

は検討がされて当たり前だというふうに思います

ので、この１点について不同意を表明しておきます。 

○分科会長（福田 嗣久） 反対の意見がございまし

たけれども、ほかの方、賛成の意見はございません

か。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 賛成の立場で少しご意見を申

し上げたいと思います。 

 コウノトリ但馬空港につきましては、豊岡市が他

市との差別化を図る優位性を確保するために大変

大事な施設だというふうに思ってます。 

 それと、県との共同管理ということで、豊岡市だ

けではなくて、県と但馬の中の共同管理だと思って

ますので、よりよい利用を求めて利用促進に当たっ

てほしいと思います。 

 以上によりまして、賛成の立場で意見を申し上げ

ます。 

○分科会長（福田 嗣久） 分かりました。 

 それでは、反対、賛成がございましたので、挙手

により採決したいと思います。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（福田 嗣久） 賛成多数でございます。 

 賛成多数により、第３７号議案は原案のとおり可

決すべきものと決定いたしました。 

 以上でございます。 

 続いて、分科会の意見、要望について皆さんのご

意見をお伺いしたいと思いますけれども、当分科会

として付すべき意見、要望がございましたら発言を

いただきたいと思います。いかがでしょうか。新年

度予算の全体にわたって。 

○委員（椿野 仁司） ふるさと納税。使い道。 

○分科会長（福田 嗣久） ふるさと納税の使い道や

な。 

 ほか。 

 ちょっと暫時休憩します。 

午後４時３９分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後４時４３分 分科会再開 

○分科会長（福田 嗣久） ちょっとそれじゃあ再開

をさせていただいて、私が言うてみましょうか。ち

ょっと皆さんの意見を聞かせていただきましたん

で申し上げますんで、確認をしてください。 

 まず、ふるさと納税の使い道の問題は、確かにお

っしゃっておられまして、小さな世界都市とか、あ

るいはまた演劇か、いうことに集中するだけではな

く、多方面についての利活用を考えてみてはどうか

というようなことを一つ上げさせていただくと。 

 それから、２つ目としては、都市政策の課題とし

て、アパートが周辺地で特にたくさん建ってくる。
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あるいはまた、宅地の開発も進むということで、市

街地の中心部、あるいはまた周辺の山間地域も含め

て非常に空き家が増えてくるという、この都市政策

の問題をしっかりと考えたらどうかというような

ことが２つ目。 

 それから、それも関連するんですけども、移住に

ついての空き家の利活用をもっと検討してみたら

どうかという話、石津さんおっしゃいました。その

辺り。 

 それから、全般としてコロナ対策、特にコロナ終

息を見越して全般的な経済対策をしっかりせいや

というようなこと、この４つぐらいにまとめさせて

いただいてよろしいか。よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それじゃ、ちょっと口頭

で申し上げましたけども、まとめてみたいと思いま

す。 

 それで、分科会の会長報告につきまして、今、私

が申し上げた４つぐらいの柱をつくってちょっと

文言を整理したいと思いますけれども、正副分科会

長に一任願いたいと思いますけども、よろしいです

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（福田 嗣久） それでは、正副分科会長

にご一任願いたいと思います。 

 ここで建設経済分科会を閉会いたしますか、まだ

あるんかな。 

午後４時４５分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後４時４５分 委員会再開 

○委員長（福田 嗣久） それじゃあ、続いて、建設

経済委員会を再開をいたします。 

 本日、令和３年度各会計予算の説明、質疑、討論、

表決が終わりました。 

 第４４号議案、太陽光発電特別会計予算、続いて、

第４６号議案、水道事業会計予算及び第４７号議案、

下水道事業会計予算について、委員会として付すべ

き意見、要望がありましたら発言をいただきたいと

思いますけども、いかがでしょうか。 

○委員（木谷 敏勝） 有収率を上げることや、水道

料金の。 

○委員（椿野 仁司） そっちだったっけ。 

○委員長（福田 嗣久） そうそう、それだ。有収率

が８０％やったな。 

○委員（木谷 敏勝） それを上げんなんと思って、

接続率を上げるように努力せんなんしというぐら

いのことをつけといたら。 

○委員長（福田 嗣久） よろしいか。 

○委員（椿野 仁司） 下水道接続率か。 

○委員長（福田 嗣久） 言っとらへんけど。 

○委員（木谷 敏勝） 一番の問題のどっかの地域が、

よく上がってきとるいう。 

○委員（椿野 仁司） 言うとらへんけど。 

○委員長（福田 嗣久） まあ言うてへんでも委員会

でまとめるだけなんで、言うていただいたら、ここ

で言うていただいたら。 

○委員（木谷 敏勝） 要するに接続率を上げなさい

ということ。 

○委員（椿野 仁司） そうそう、そうそうそう。そ

のとおりです、そのとおりです。おっしゃるとおり

です。 

○委員長（福田 嗣久） その２点ぐらいでよろしい

か。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それじゃあ、今の４４号議案は太陽光ですけど、

これはよろしいね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それじゃ、４６号、４７号につきましては、まず

有収率の引上げを努力すべきと、それから接続率、

これは下水道の接続率の引上げを努力すべしと、こ

の２点でまとめたいと思います。 

 委員長報告につきましてでありますけども、案文

は正副委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（福田 嗣久） ご異議ありませんので、正

副委員長にご一任願います。 

 その他、委員の皆さんから何かございましたらお

聞きしておきます。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（福田 嗣久） それでは、ないようですの

で、以上をもちまして本日の建設経済委員会を閉会

したいと思います。 

 なお、次回の委員会は、明日１７日水曜日午前９

時３０分から、ここ第３委員会室で行いますので、

よろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。大変ご苦労さまです。 

午後４時４８分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


